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　　　プロローグ







　ハートの２、ダイヤの３、ダイヤの８、スペードの３。

　トランプが四枚配られた時点で、彼の手札にはとりあえずワンペアが出来ている。

　五枚目でツーペアやスリーカードが期待出来、そう悪い展開ではない。が、彼──相あい上がみ櫻さくらはポーカーフェイスを保ちながら内心で舌打ちしていた。

　昼休み、教師の目を盗み同級生との賭かけポーカーに興じる……などという豪放にして磊らい落らくなクラス委員長である櫻にクラスメイト達は大いに親しみを覚えており、今も数人のギャラリーが櫻の周りを取り囲んで次のカードを待っている。

　そんな櫻の膝ひざの上には、日本人形をその手に抱だいた小さな同級生がちょこんと座っている。

　櫻の幼おさな馴な染じみでもある彼女──波は名な城しろアザミは、いつもと同じく限界まで見開いたその猫のような両目で勝負の行ゆく方えを見守っている……ように見えて、実際にはトランプの裏の幾き何か学がく模様をじっと凝ぎよう視ししていた。その理由は現代科学にも解き明かせない謎なぞである。

　櫻は左手でアザミを抱きかかえたまま、その肩越しに右手を伸ばし、配られた五枚目のカードに念を込めてゆっくりとめくる。

　──クラブのジャック。

　これで手役ハンドはワンペア止まりとなった。数字も種類スートも見事にばらけているため、フラッシュやストレートにも発展し難にくい。

　しかしこの後ワンチェンジがある。様々な可能性を検討する櫻だが、ここは普通にワンペア以外の三枚をチェンジするしかない。

　対たい面めんに座る対戦相手は、がっしりした体たい軀くに刈かり上げヘアの同級生、通称カリアゲ。本日三人目のチャレンジャーである。初戦で負けて以降目下三連勝中である櫻に、せめてもう一ひと太た刀ち浴びせてやれと、周囲からの期待の視線を背負っている。

「では、初回ベットを」

　ディーラー役の七三分けの同級生、通称シチサンが、まずは左側のカリアゲに促うながす。

「とりあえず、一〇ポイント」

　一〇ポイントの賭けベツトは初回としては妥だ当とうな数字であり、櫻もこれを普通に受コけーるル。机の上におもちゃのチップが一枚ずつ置かれると、続いてカードの交換に入る。

　カリアゲは、特に悩んだ様子も見せずに三枚チェンジ。新たに配られたカードを手に取り、ニヤリと笑ってみせる。さてその笑みはブラフか否いなか──と、悩むまでもない。カリアゲの後ろでその手札を覗のぞいている数人のギャラリーが、驚おどろいたような表情を見せたからだ。

（なるほど、何やら良いい手が入ったらしいな。情報ありがとう、お馬ば鹿かさん共め）

　続いて櫻さくらが、ハートの２、ダイヤの８、クラブのジャックを捨て、シチサンが机の上を滑すべらせたカードに手を添える。固かた唾ずを吞のんでそれを見守るギャラリー達。

　一気にカードをめくる。新たに配られたのは、スペードの２と９、そして──

　ハートの３だった。

　これで櫻のハンドはワンペアから３のスリーカードに進化した。その手札を覗のぞいているギャラリー達が、よし、やったぜ、とでも言いたげな浮うわついた空気を醸かもし出す。

（やめろよ、俺おれのポーカーフェイスが台無しだろ……）

　内心の毒付きを、櫻は口はもちろん顔に出す事すらしない。表向きはあくまで友好的に、蔑さげすむのは心の中で。これを破れば途と端たんに好感度が下がってしまう。

　ともあれ、これでお互いにそこそこ良い手らしいという事は分かった。とは言え、櫻の中で脳内筋肉キャラとして認識されているカリアゲが、ギャラリーの表情を読むという高度な戦法を取れるかどうかは、櫻としては疑問の残るところである。

（チェンジ後、カリアゲは一応自信ありげな笑みを浮かべてはいた。しかしもしかしたら、どうしようもないクズ手なのを誤ご魔ま化かすための笑みかもしれない……向こうのギャラリーの表情からしてそれはないとは思うが……ギャラリーすらも示し合わせてブラフをかけている、という可能性も……）

　ちらりと腕の中の幼おさな馴な染じみを窺うかがう櫻。アザミは目を見開いたまま、完かん璧ぺきな無表情を保っている。

（……こいつとのポーカーは苦労するかもな……）

　それを考えれば、ブラフの可能性も疑えるだけマシとは言えた。

「じゃあ、二回目ベットな」

　すでに決めてあったのだろう、シチサンの言葉にカリアゲは厳いかつい笑みを浮かべたまま、迷わず額を告げる。

「上レ乗イせズ、四〇ポイントじゃあ！」

　机の上にさらに積まれた四枚のチップに、おお、とギャラリーが僅わずかにどよめく。これで賭かけ金は初回ベットと合わせて五〇ポイント、なかなかの高額だ。

　櫻は考える。この高額レイズは、ハンドの強さ故ゆえの強気か、あるいは弱さ故のブラフか？

（三枚チェンジということは、配られた時点でワンペアだったと考えていい。そこから手変わりした事はギャラリーの反応を見ても明らか。ならば、カリアゲのハンドは最低でツーペアの可能性がある。しかし、ツーペアで五〇ポイントも積めるようなヤツか……？）

　高校入学から僅か一ヶ月足らずのこの時期、クラスメイトの人間性を正確に把は握あくするにはまだ時間が足りていない。それでも櫻の個人的な印象として、カリアゲは腹芸が得意そうなタイプには思えなかった。しかし、その印象に大事な勝負を委ゆだねられる程ほどの確信はない。

（可能性は低いが、ストレートやフラッシュ狙ねらいの線もある……さて、どうするか……）

　櫻さくらはちらりと黒板の上にある時計を見た。昼休み終了のチャイムまで、残り五分。

　一分で勝負を終わらせ、一分でトイレへ行き、帰ってくる。

（潮時か……よし）

　それを決意し、左腕に巻いた腕時計の秒針を目で追う櫻。そしていかにも「今あなたのハンドを想像してます」と見えるような眼まな差ざしで相手の目を見つめながら──

　心の中で、その言葉を呟つぶやいた。




（ミニッツ）




　瞬しゆん間かん。

『──のってこんかい』

『散々勝っとるんじゃあ、ここで引きゃせんじゃろ』

『この手で引いん導どうを渡しちゃるわ──』

（──なるほど）

　頭の中に直接流れ込んできたカリアゲの思考に、櫻は確信する。カリアゲの高額レイズはブラフではない。あとは、その手が櫻よりも強いかどうか、それを突き止めるだけだ。

「……レイズ四〇、か。随ずい分ぶん強気だな？　今なら訂正を認めるぞ？」

「いらん心配じゃあ。おんしこそ、自信がねぇなら降りてもよかござ候そうろう？」

『こげん風に言うときゃ、降りるに降りられんじゃろ』

　耳に聞こえる声と、脳裏に響ひびくその声を、櫻は冷静に聞き分けて判断する。

（決まりだ。カリアゲのハンドはかなり強い。少なくともツーペアで持てる自信じゃないだろう。とすれば、最低でもスリーカード。俺おれのハンドは３のスリーカードだから、カリアゲのハンドがそれ以上なら、このままコールすれば俺の負け。そして──）

　相手に見せつけるように、ニヤリと笑みを作る櫻。

（俺はハートの２を捨て、スペードの２を引いた。ワイルドカードは使ってないし、カリアゲのハンドが２のスリーカードである可能性はゼロだ。つまり、カリアゲのハンドは最弱でも４のスリーカード。今コールすれば、一〇〇％俺に勝ち目はない……！）

　この時点で、櫻が勝つ方法はただ一つ。それは、カリアゲ以上に強気にポイントをレイズしてブラフ合戦に持ち込み、自分の手をカリアゲ以上に強いと思わせて降りフオルドさせる事。

　勝つためには、コールではなくレイズを選ぶ。それしかない。

　自信満々の笑みで、櫻は口を開いた。




「コール」




「なんじゃい、レイズなしかい。つまらんのぉ」

　案の定、カリアゲはやや落らく胆たんしたように呟つぶやいた。櫻さくらのレイズを期待していたのだ。そしてその表情は勝利を確信しているようで、櫻に先に手札を開く事を促うながす。それに対し、櫻もまた己おのれの勝利を確信していると見せつけるような笑みで、自分の手札を開いた。

「スリーカード」

「なーははははは！　甘いわ櫻、俺おれがツーペアごときで慢心すると思うてか！」

　余裕の軽口を叩たたきながらのカリアゲのハンドは……クイーンハイのフルハウスだった。

「はぁ!?　三枚チェンジでフルハウスかよ！」

　叫んだ櫻の声は、半分本心だった。ハンドが強いのは分かっていたが、まさかここまで強い手だったとは。櫻の脳裏に某ぼう海外ミステリのタイトルが浮かぶ。

「おんしゃ相変わらずツメが甘いのぉ」

「すげぇよカリアゲ、今日のカリアゲの刈かり上げはいつもより刈り上がってるよ！」

「というか櫻、散々勝っといてレイズしないとか、俺の天パがロールシャッハだぜ？」

　櫻に惨ざん敗ぱいしていたイガグリ頭と天然パーマの同級生が、謎なぞの言語を用いてカリアゲの勝利を口々に囃はやし立てる。それにふてくされた顔と声で生返事をしながら時間をチェックする櫻。もう四〇秒が経過している。

「ふん。まぁトータルでは勝ちなんだ、良しとするさ。んじゃきりがいいし、今日はここまでな！　俺トイレ行ってくる。アザミ、ちょっとどいてくれな」

「にゃー」

　自分が両手に持つ日本人形と同じように、脇わきの下に手を入れて持ち上げられたアザミは、それこそ大きな人形であるかのように大人おとなしく従っている。その口から漏もれた猫のような声だけが、アザミが生きている人間である事をささやかに主張していた。

「あ、おんどりゃ櫻！　五〇ポイント！」

「すまん、漏れる！　あとでな！」

「じゃあアザミちゃん、この七三分けを六四分けにして遊ぼうね。楽しいぞぉ」

「いやいやこの刈り上げを下から上へ撫なでる方が楽しいにきまっとるわい」

「そんなのよりこの天パをストレートに変える魔法にかけられて」

「イガグリ頭の触り心地のよさは異常」

　負け分の支払いを催促する声（と、ヘアスタイルでアザミの遊び相手の座を奪うばい合うマニアックな声）に背を向け、櫻は教室を飛び出した。今の櫻に、吞のん気きにそんな事に付き合っている時間はない。

　何な故ぜなら、もう間もなく『ミニッツ』発動より一分が経過してしまうからだ。




　櫻は、廊下の端にある男子トイレに駆け込み、個室に入って鍵かぎを閉め、便座の上に腰を下ろした。その脳内では、静かに数を数えている。

（五七……五八……五九…………一分）

　一分が過ぎた瞬しゆん間かん、櫻さくらは突然ぼそぼそと独り言を呟つぶやき出した。

「……ふっ。我ながら、完かん璧ぺきな負け方だったな……」

　──そう。

　先さき程ほどの勝負、櫻は負けようとしていたのだ。

　本日の戦績、五戦目の対カリアゲ戦開始時点で三勝一敗。まずまずどころか十分に満足すべき結果である。しかし、櫻にとってその数字はややいただけないものだった。

　惜しくも全勝に届いていない事が不満だったのだろうか？　さにあらず、むしろその逆で、一敗しかしていない事が問題だったのだ。

　そもそもあの手のゲームにおいて、櫻が本気になればクラス内に敵などいない。が、第五戦目のカリアゲ戦、櫻はどうあっても負けておきたかった。

　櫻は、自分自身にとあるルールを課している。

　それは、『勝負事において、勝ち分の半分は負ける』というもの。

　櫻の秘められた野望のために、それは有用な縛しばりである。その自分ルールに照らし合わせると、今日はやや勝ちすぎていた。

　加えて昼休みは残り五分。どれだけ急いでもあと二戦が限度のこの状況で、もし五戦目に勝ってしまえば四勝一敗。という訳で、五戦目は負けておきたいところだったのだ。

「カード運にも助けられたが……いやしかし、運も実力の内か。運を引き寄せる器うつわと、それを正しく利用する知略……たまに自分が恐ろしい……しかし、誰だれもいないだろうな……昼休み終了の三分前に駆け込んできたりするなよ頼むから……こんな独り言、誰にも聞かれる訳にはいかないぞ……」

　聞かれたくない独り言を口に出し続ける奇妙な櫻は、その間も目を閉じ頭の中でずっと数を数え続けている。その脳内カウントが再び六〇を数えたところで目を開き、腕時計の秒針を確認。先程の『ミニッツ』発動より、二分三秒が経過していた。

　三秒のずれは許容範囲内だ。それが後ろにずれているのであれば、だが。これがもし前にずれていて一分五七秒だったなら、それは櫻にとって許容出来ない失敗だった。

　喋しやべりながらでも、なるべく正確に脳内で一分を計る。櫻は毎日暇ひまを見てはその練習をこなしている。もう何年も続けているおかげで、一分ならほぼ確実に、二分でも今のように誤差五秒以内に収められる程度にはなっていた。

　やっと一息つき、今日の戦果を振り返る櫻。結局、勝ち数で言えば三勝二敗、トータルポイントでは八〇ポイントの勝ちとなった。

　最後の五〇ポイントは少々痛かったが、それもすぐに取り戻せるだろう。二回目のベットでフォルドを選んで負けを初回ベットの一〇ポイントに抑えるという選せん択たく肢しを選ばなかったのは、スリーカードという決して弱くない手でそれをやってしまうと、下へ手たに勝つより切れ者の印象を与えてしまう事になりかねないからだ。それは櫻さくらとしては歓迎出来ない事態だった。

　全体で勝ち、最後に印象的に負けて爪つめを隠す。この上ない程ほどの理想的な戦績である。

（それもこれも、この能力ちからのおかげだな……）

　物音一つしないトイレの個室の中、櫻は独りほくそ笑んだ。




　相あい上がみ櫻には、特殊な能力が宿っている。

　それは、望むだけで相手の心の声を聞く事が出来る、というもの。

　ただし、一分間だけ。

　一分間その能力を使うと、さらに一分経過しなければ再び使う事は出来ない。

　その奇妙な一分間の事を、櫻は『絶対時間』と呼んでいた。

　櫻は、その能力が今日も自分に思い通りの勝利をもたらした事に満足する。

（これは、人を統すべる事の出来る能力ちからだ）

（この能力を上う手まく利用すれば、あらゆる状況で人間をコントロールする事が出来る）

（恐怖や暴力による統治ではなく。利益や打算による追従でもなく）

（心からの信頼と敬愛による忠誠をもって）

　櫻は、確信する。

（俺おれは、この能力を利用して誰だれよりも高みへ上り詰める）

（まずは手始めにここ、私立穂ほ尾お付づき学園高校からだ）

（その生徒会長の椅い子す……一年の内に、必ずこの手にしてみせる！）

　一年生で生徒会長になる。それが、相上櫻の壮そう大だいなる野望の第一歩であった。

　入学試験に主席で合格し、入学式で新入生総代を務めたのは偏ひとえに弛たゆまぬ努力の成果である。学校側の用意した総代挨あい拶さつを、その内容に辟へき易えきとしながらもそつなく読み上げた結果として、まずはクラス委員長の座を得る事が出来た。

　あとは己おのれの優秀さを示しつつ、『出来すぎない気さくな優等生』という誰からも慕われ頼られる立ち位置を保ちながら、支持率を上げていく。

　よって、まずは同級生の誰にも、妬ねたまれず、嫉そねまれず、疎うとまれず。小さな勝ちを積み上げつつ、しかしそこそこに負け、有能さと人間味を同時に見せつけていかねばならない。

　そのために、櫻は今日も心の中で、自分で名付けたその能力の名を呟つぶやくのだ。




　ミニッツ、と。













　　　第一章　二人のお母さん




　　　　　一




　五月八日、火曜日。朝。

　木の葉模様のグリーン基調のカーテンが、朝日をやわらかく緩かん和わして静かに部屋の中へと届けている。

　その薄く緑に染まったかのような空気に瞼まぶたを撫なでられ、櫻さくらはぼんやりと目を覚ます。

　──限界まで見開かれた血走り気味の大きな二つの瞳ひとみが、櫻の視界を埋めていた。

「おうっ！」

「おぅ」

　のんびりと、驚おどろく櫻の声を鸚おう鵡む返しするアザミ。

　見慣れてくれば愛あい嬌きようのあるつぶらな瞳と言えなくもないのだが、朝あさ一いちで目にするその猫のような大きな両目は、乱れた黒いおかっぱ頭に襦じゆ袢ばん姿という和風ホラーな様と相まって、目覚ましにはこれ以上ない程ほどのインパクトで櫻の意識を覚かく醒せいさせた。

「アザミ……お前はまた、俺おれのベッドにもぐり込んで……」

「んで……んにー……」

　櫻の発言の語尾だけを繰り返し、小動物の鳴き声のような返事を返しながら体を丸め、アザミは左手で櫻のＴシャツを摑つかんでもぞもぞと擦すり寄る。ちなみに右手にはいつものように日本人形が抱だかれている。

　波は名な城しろアザミ。櫻にとって、人生のほとんどを一緒に過ごしてきた、妹のような幼おさな馴な染じみである。高校一年にしては身長が低く、一四〇センチにも満たない。髪は今時見かけない程の見事なおかっぱで、前髪は日本人形のように切りそろえられている。実は、顔の造形はかなり整っている美人さんなのだが、常に限界まで目を見開きながらも何を考えているのか分からない、という猫のような無表情に怯ひるんでしまう相手も多かった。

「ほら、もう起きるぞ？」

「るぞ……んむー……」

　ぐずるアザミの頭を無む造ぞう作さに撫で、櫻はそれ以上強く言わない。起こしに来たはずのアザミがそのままベッドにもぐり込んでしまうのはもう毎朝の事だ。起きている時は常にまん丸く見開かれているアザミの両目が、櫻に髪を撫でられてとろんと細くなってくると、途と端たんに先程までの化け猫じみた印象が消える。寝ぼけている時と眠っている時、アザミは間違いなく文句なしの美少女だった。

　暑かったのだろう、はねのけられた羽毛布団の下では、小柄で華きや奢しやな体を包む薄手の襦じゆ袢ばんがはだけ、ふくらみの乏しい胸の隙すき間ま（決して谷間ではない）が覗のぞいている。浮き出た鎖骨を櫻さくらが指先でくすぐると、アザミはむずかるように肩をすくめた。

[image: ]

（……こいつが、もうちょっとこう、高校一年生としてあるべき成長をしてたら……大変な事になってただろうな……）

　櫻は聖人君子などではない。特別に思っている異性の幼おさな馴な染じみが毎朝毎朝布団にもぐり込んできていたら、年相応の欲望を抱いだくのが当然である。しかしそれが、下へ手たをすれば小学生にすら見える程ほどの幼児体型の持ち主であれば、流石さすがに話は別だった。

　穏おだやかな、しかしどこか切ない気持ちでアザミの寝顔を眺ながめながら、その艶つややかな前髪を撫なでつけていた櫻の耳に、階下から陽気な歌声が聞こえてきた。

『おみっそしーるみっそしーるおーいしーいみっそしーる！』

　元気いっぱいな歌声に、櫻の感傷は一発で吹き飛ばされた。

（全く……あの人には敵かなわないな）

　思わず苦笑しながら、櫻はアザミのほっぺたをむにむにとつねる。大変にやわらかい。

「ほらアザミ、起きるぞ」

「……るぞ……～～はふぅ……」

　あくびをしながらもぞもぞと身を起こし、小さな拳こぶしで目元を擦こする。その姿は、特殊な性せい癖へきの持ち主でなくとも思わずお持ち帰りしたくなる程ほどに可か憐れんだ。

　が──その瞳ひとみは覚かく醒せいに伴い徐々に見開かれ、一分も経たたずに例の目を見開いた猫のような無表情へと変へん貌ぼうする。仕草だけは愛らしい、いつもの波は名な城しろアザミの完成であった。

　そんなアザミを、櫻さくらはほんの少しの哀かなしみを秘めた優やさしい眼まな差ざしで見守っている。




　一方、階下。相あい上がみ家ダイニングキッチンにて。

「おみっそしーるみっそしーるおーいしーいみっそしーる！」

　朝から元気満面の笑顔でお味み噌そ汁しるの歌を歌うのは、アザミの育ての母、波名城夕ゆう楓かだ。

「ほら、豊ゆたかさんも歌って歌って！」

「えっ、そのどう考えてもちっちゃい子供向けな歌をこのナイスミドルが？」

　芝しば居いがかったリアクションを返すのは櫻の父、相上豊。

「歌わないとお味噌汁あげません」

「…………」

「豊さんの今日の朝ご飯はライスかけご飯になります」

「……………………おみっ……………………そしー……………………る」

「声が小さい、恥ずかしがるなぁっ！」

「みっ、みっそ、しーる！」

「は～いお腹なかくださ～い」

「おみっそしーる！」

　ダンススタジオの講師をしている夕楓は、腹筋に手を当てて動かしながら腹から声を出す事を要求する。ごく普通のサラリーマンである豊には、なかなかにハードルの高い試練だった。

「おはよう」

「よぅ」

「はいおはようアザミ、櫻君。ご飯出来てるよ」

「おお櫻、助けてくれ！　夕楓さんが俺おれを辱はずかしめる！」

　助かった、と泣きついてくる豊の情けない顔を生なま温ぬるい笑顔であしらいながら、櫻は食卓につく。アザミもそれに続き、四人一いつ斉せいに「いただきます」をした。ＢＧＭ代わりにつけられているテレビからは、少し前まで町内の話題を独占していたとある事件の続報が聞こえてくる。

『──先月、穂ほ尾お付づき町で起きた集団昏こん倒とう事件から、今日でちょうど一ヶ月が経ちます。しかし未いまだにその原因は判明しておらず、市議会は先日、県外から招しよう聘へいした専門家による調査チームを結成する事を決めました』

「これ、まだ原因分からないんだな」

「怖いわねぇ。また起きたらどうするのかしら」

　豊と夕楓も、眉まゆを顰ひそめてニュースに見入っている。

　一ヶ月前の夜。櫻さくら達の住む穂ほ尾お付づき町で、謎なぞの事件が起きた。

　最初に、どこからともなく不気味な地鳴りが聞こえてきた。

　どこからともなく吹いてきた生なま温ぬるい風に、大気が揺れる。

　その時間に外に出ていて風を浴びた人々は、一分後に軽い目め眩まいや頭痛を覚え始め、三分後にはそれが酷ひどくなり、五分後には呼吸及び脈拍が増加、七分後、ついには立ちくらみや吐き気に襲おそわれる者が出始め──

　そして、ぱったりと、その現象は終わった。

　地鳴りが聞こえなくなり、大気の揺れは収まり、風は止やんだ。

　この事件は、体調に異常を来きたした人々がこぞって病院へ駆け込み、同じような時間に同じような場所で同じような症状に襲われた事実をそれぞれに訴えた事により発覚した。下された診断はみな同様、二酸化炭素中毒という聞き慣れないものであった。

　その時間、何らかの原因により、町の一帯で急激に二酸化炭素濃度が上昇したのではないか、と専門家は見たが、その『何らかの原因』に関しては、はっきりとした事は分からなかった。

　特に変わった出来事もない田舎いなか町で起きた怪奇現象という事で町の人々は一時的に騒いだが、結局のところ大した被害者もなく、また何日経たっても同じ事が起きなかったので、一ヶ月が過ぎた今となっては、たまにニュースや新聞で見る程度であまり話題にも上らなくなっている。

　それはたったその程度の、少し珍しいだけの小さな事件だった。

「ねぇ櫻君、もしこういう事に巻き込まれたら、アザミを守ってあげてね」

「そりゃもちろんだけど、こんな怪奇現象相手にどうしろと……」

「酸素が少ないんでしょ？　櫻君が人工呼吸してあげればいいじゃない。ねーアザミ？」

　からかうような笑みを浮かべる夕ゆう楓かに、アザミは例の目を見開いた無表情を向け、ただぽりぽりと漬つけ物ものをかじっている。

「……もうちょっと可愛かわいい反応しなさいよアンタは……」

「夕楓さん、年とし頃ごろの子供達にそういう冗談はいけませんよ」

「は～い。もう、豊ゆたかさんはお堅かたいんだから」

　見慣れた応おう酬しゆう。変わらない食卓。櫻もいつもと同じ笑顔で食事を終える。

「ごちそうさま」

「さま」

「はいお粗そ末まつ様。アザミ、さっさとウチ帰って着替えてきなさい。櫻君、覗のぞいていいわよ」

「はいはい、気が向いたら」

「なによぅ、アザミのお着替えになんて魅み力りよくを感じないって言うの？」

「言っときますけど、感じるヤツはロリコンですよ」

「……櫻お前アザミがかわいくないとでも言うつもりかウチのアザミは世界一かわいいだろうが歯ぁ喰くいしばれや今お前に父の愛をぉぉぉ!?」

　豊ゆたかの前で、迂う闊かつにアザミの魅み力りよくを否定するような事を言ってはいけない。

　その一種異様な豊のテンションにも、櫻さくらの笑顔に動揺は浮かばなかった。

「かわいくないとは言ってないって。アザミのかわいさは、あくまでも小さい子供のかわいさだろ」

「言っとくけど、アザミも一応女子高生になったのよ……」

　母の反論の言葉にも哀あい愁しゆうが滲にじんでいるあたり、いかに家族といえど贔ひい屓き目めの及ばぬ事もあるようだった。肩を落としながら夕ゆう楓かは食器を下げる。

　後に残るのは豊と櫻の男二人。登校の準備をするために席を立つ櫻に、食後のお茶をすすりながら豊がのほほんと声をかけた。

「ところで櫻クン」

「うん？」

　おどけた父の呼びかけに、櫻は仮面のように揺らがない笑顔で返事をする。

「お前、いつまでアザミに起こしに来てもらうんだ？　っつーか、また一緒に寝てたろ」

「仕方ないだろ。俺おれが起きるより早く、アザミが勝手にもぐり込んでくるんだよ」

「うんまぁ、そうか。アザミを締め出す訳にもいかんしなぁ……だからまぁそれはいい。けどな、妙な気は起こすなよ？」

　それは本来、年とし頃ごろの子供を持つ親なら誰だれもが当然のように心配する事であろう。

「分かってるとは思うけど、もしアザミに何かしたら」

　ところで、豊は櫻に噓うそをついた事がない。思った事を言わない事はあっても、思ってもいない事を言った事は、ただの一度もない。

　なので、これは豊が本当に、心の底から思っている事である。

「俺がお前を殺すからな？」

　これ程ほど不気味で恐ろしい笑顔を、櫻は他ほかに知らない。

　今日の風呂掃除は俺がするからな？

　台詞せりふをそう取り替えても違和感のないような、ただ一点、覗のぞき込めば狂気の淵ふちが見えそうな程昏くらい目の笑顔で、父は息子に殺意を向ける。

「分かってるよ。アザミは俺の妹みたいなものなんだ、そんな気になる訳ないだろ？」

　毎日毎日繰り返される、相あい上がみ親子の日常会話。父さんは馬ば鹿かだなぁ、と親しみを込めた苦笑を見せ、櫻は洗面所へと足を向ける。

　もしアザミに手を出せば、父は本当に自分を殺すだろう。そして、父も死ぬだろう。

　櫻が唯ゆい一いつ、父について信じている事が、それだった。




　──洗面所。

　鏡に向かって、櫻は先程父に向けたのと全く同じ表情を見せていた。

（困ったような苦笑。ただし親しみを込めて）

　数秒その表情をキープした後、笑い方を少し変える。

（喜びの表情。抑えきれずつい微笑ほほえんでしまう感じで）

　同じく数秒後、続いて口元をやや大げさに歪ゆがめる。

（相手に優越感を与えるための負け惜しみ。卑ひ屈くつにならないよう注意）

　今度は目を細めて口元を引き結ぶ。

（心の底から相手を案じている様子が伝わるように）

　そのように、数分間鏡を相手に百面相をしていた櫻さくらは、やっと本心からの笑みを浮かべた。

　ニヤリ、と。

（──よし、今日も完かん璧ぺきだな）

　表情の練習に一通り満足した櫻は、続いてヘアスタイルをはじめとした身だしなみを整え始める。主に女生徒の目を気にして、かつなるべく気を入れていない風に無む造ぞう作さに。

　相手の心が読める。そんな便利な能力も、それを利用するためには演技力も必要になってくるし、その効果を高めるためには容姿も重要となってくる。櫻は毎朝こうやって、鏡の前で幾通りもの表情の練習をし、他人に少しでも良く見られる努力をしていた。

　櫻が相手に見せる表情は、そのほとんどが計算による演技だ。相手の感情を、自分への評価を、そしてその場の状況を、意外な程ほどに表情というもので支配出来る事を、櫻はすでに十分に経験として知っていた。

　自分が父に向ける笑顔も。父が自分に向ける笑顔も。

　全すべて偽いつわりだ。笑ってさえいれば、円満な家族でいられる。余計な波風が立つ事はない。

　そこに本心など必要ないのだ。相あい上がみ櫻は、そう考える。

　父に狂気的な殺意を向けられても、もはや僅わずかな亀き裂れつすら入る事のなくなった櫻の笑顔。

　それもまた、相当に不気味である事に、櫻は気付いていない。




　　　　　二




「じゃあ櫻君、アザミをお願いね」

「ん、行ってきます」

「ます」

　笑顔で手を振る夕ゆう楓かに見送られ、櫻とアザミは学校へと足を向ける。

　歩き始めてすぐ、アザミは路肩の植え込みへふらふら歩み寄って座り込んだ。何をしているのかと櫻が近寄れば、どうもそこにいるカマキリを観察しているようである。観察と言うよりも、凝ぎよう視しに近い。今にもアザミ猫パンチが飛び出しそうな雰ふん囲い気きだ。

（一体何がそんなに興味深いんだ……）

　アザミはいつも、なんでもないものに強い興味を示す。時には何もない壁かべや中空をじっと見つめている事すらある。その様子は、まさに目に見えないものを見ていると言われる猫のようだ。一体そこに何を見ているのか、櫻さくらはまだ聞いてみた事がない。もし自分の予想が当たっていたとしたら、それは少し哀かなしすぎるからだ。

　櫻が右手を差し出すと、アザミは左手でその手をきゅっと握って立ち上がった。

　目を見開いた猫のような無表情で、右手に日本人形を抱だいた小さな女子高生。初めて見る相手には、多大な興味と若じやつ干かんの恐怖を抱いだかせずにはいられない。

　日本人形は名前を『依より子こ』といい、アザミをそのまま小さくして着物を着せたような人形である。小さなアザミがさらに小さなアザミ人形を大事そうに抱きかかえている様子は、どこか微笑ほほえましい……ワケもなく、時折じっと依子と見つめ合ったりしている様は、その近寄り難がたさに拍車をかけている。

　珍妙なその姿のせいで、同じ高校の制服に身を包んで手を繫つないで歩いていても、二人を恋人同士だと見るような目はあまりない。保護者代わりのお兄さんと妹、といったところだ。

　ゆっくり歩いて一五分程ほどで、櫻達は小高い丘の麓ふもとへ辿たどり着く。

　大きく丘を囲むように歪わい曲きよくしたなだらかな坂を一〇分程上ると、櫻達の通う私立穂ほ尾お付づき学園高校がある。坂の上には校舎と図書館、及び学園の理事長一族が住まう大きな屋敷とその持ち山しかない。図書館は一般開放されているが、そちらへの道路はまた別に通っているため、基本的にこの坂を歩いているのは全員が学園生だ。広い歩道を学生達だけが自由に歩く様子から、この坂は『学生坂』などとどこかノスタルジックな呼び名で定着している。

　その学生坂に向かい、櫻はアザミと手を繫いだまま、狭い歩幅に合わせてのんびりと歩いている。最初の数日こそ奇異の視線が痛かったが、毎日続く内に生徒達も見慣れてきたようで、最近では追い抜きざまに挨あい拶さつをしてくる同級生も少なくない。

「おはようアザミちゃん。はい、アメちゃんあげる。あーん」

「あーん」

　こんな具合だ。良い傾向である。もっとも中には、櫻に近付きたいという目的でアザミにちょっかいを出してくる女生徒もいるのだが、それはそれで利用価値があると櫻は思っていた。

　ところで、学生坂にはもう一つ、櫻達の姿と同じように日常となった──残念ながらなってしまった──風景がある。それは──

「おはよう！　アザミ様とその従者！」

『おはようございます！』

「……ああ……おはようございます、ヒコ先せん輩ぱい……と、その愉快な仲間達」

　櫻達が学生坂にさしかかるや否いなや、どこからともなく現れる五人組。他人の振りをしたいところだが、『その従者』が櫻を指している事などもうすでに周知の事実であるし、『その愉快な仲間達』に至っては紛まぎれもない同級生である。嫌いや々いやながらも挨拶するしかない。

　ヒコ先せん輩ぱいと愉快な仲間達。彼らは、言うなれば波は名な城しろアザミの『親衛隊』である。

　櫻さくらを従者呼ばわりするのが、リーダー格の『ヒコ先輩』こと、御み幸ゆき院いん彦ひこ星ぼし。穂ほ尾お付づき学園二年生。一八二センチの高身長、見事に剃そり上げられた禿とく頭とう、加えてエキセントリックな言動と、一目見たら忘れられないインパクトの持ち主だ。仰ぎよう々ぎようしい名前とその頭は、由ゆい緒しよ正しい寺の息子だったためである。

　一方、様付けで呼ばれたアザミはといえば、表情一つ変えずに右手を軽く上げる。そんな仕草だけでも反応が返ってきて幸せなのか、愉快な仲間達はだらしない笑顔を見せる。

「おお、今け朝さもなんと無む垢くなるご尊そん顔がん……」

「穢けがれのなさは解げ脱だつの域じゃあ……」

「その神秘的なおめめで見つめられると……」

「俺おれの天パもキューティクルだぜ……」

　この四人組、遺い憾かんながら全員、櫻のクラスメイトである。

　政まさ枝えだ春はる真ま、通称シチサン。七三分けの熱血漢。

　邑むら野の真しん治じ、通称カリアゲ。刈かり上げヘアの快男児。

　今いま蓋ふた清せい太た、通称イガグリ。いが栗ぐり頭の小心チビ。

　荒あら村むら牧まき也や、通称テンパー。天然パーマのナルシスト。

　ちなみに櫻はこの四人の本名を覚えていない。

　この四人に彦星を加えた五人が、波名城アザミ親衛隊のメンバーだ。もともとクラス内で控えめにアザミを愛めでていた四人が、登校途中の偶然の邂かい逅こうで、とある理由によりアザミに目をつけた彦星に出会い、相乗効果を起こした情熱がこのような形でスパークする毎朝である。

「相あい上がみ君、今朝もアザミ様の送迎ご苦労。ささアザミ様、ここからは我らが輿こしへ……君達！」

『アイ・サー！』

　彦星の号令に、四人組のうち二人が向かい合った。右手で自分の左腕を摑つかみ、左手は相手の右腕を摑む。そして膝ひざを折れば人間輿の完成である。櫻の手を離したアザミは彦星に促うながされるまま、依より子こを胸に抱だいて、組み合わされた腕の上にちょこんと腰を下ろした。

「上げろ！」

『アイ・サー！』

　再び号令で立ち上がる。櫻に言わせればどう考えても嫌いやがらせのようなこの有様で、アザミは教室まで送られていくのだ（ちなみに残った二人は、万が一バランスを崩してアザミが落下した時、受け止めるために前後にはりついている）。

「今日も元気だなお前ら……」

「愚ぐ問もんであるな相上君。我ら一同、アザミ様のためならこの程度の労力は、惜しみまー!?」

『せぬゆえー！』

　彦星の手振りに合わせ、四人組が声を揃そろえて叫ぶ。櫻は引きつった笑顔で喉のど元もとまで迫せり上がった言葉をかろうじて吞のみ込んだ。ああ、ウゼェ。

　一応同学年ではあるのだが、下へ手たをすれば小学生にすら見えてしまうアザミをここまで愛めでる事が出来る彼らは、やはりロリコンという名の病気なのだろうか。櫻さくらには分からない。

　しかも意外なのは、アザミがそんな彼らを嫌ってはいないという事だった。

　人間神輿みこしと化したアザミは、男達の腕の上で表情一つ変える事なく、櫻に小さく手を振る。

「ふんならなー」

　アザミがどこの方言とも知れぬ謎なぞの言葉で櫻に別れの言葉を告げたのを確認し、彦ひこ星ぼしは真っ直すぐに腕を伸ばして坂の上を指差し、雄お々おしい号令をかけた。

「進め！」

『えいさ！』『おいさ！』

『えいさ！』『おいさ！』

『えいさ！』『おいさ！』

『えいさ！』『おいさ！』

　威い勢せいのいい声を交互に上げつつ、その珍妙な団体は元気に学生坂を駆け上っていった。

　実際のところ、親衛隊の存在にはそれなりの利用価値を認めている櫻だった。一年生で生徒会長になるためには、学年問わず多くの生徒と接して人脈を作っておかなければならない。それを考えると四六時中アザミとくっついている訳にはいかないし、入学早々に二年生と知り合えたのも決してマイナスではないのである。

　……この御み幸ゆき院いん彦星という人間が、本当に知り合ってマイナスにならない相手なのか、櫻には少々疑問ではあったが。

（……類は友を呼ぶ……とかじゃないよな……？）

　少しだけ、真ま面じ目めに不安になる櫻であった。
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「おはよう」

「おお、おはよう相あい上がみ」

「櫻君おはよー」

「あー、相上君だー」

「委員長、今日やっぱ定例会あるっぽいよ」

　教室に入って挨あい拶さつするなり、あちこちからそれに答える声が上がる。男子生徒からの親しみと、女子生徒からの好意。なかなか両立しづらいその二つを一身に受け、櫻は満足する。

　高校生活が始まって一ヶ月。穂ほ尾お付づき学園はまだ創立三年の新しい学校であり、一クラスの人数が三〇人前後と少なめである。そのためかクラス内の生徒達が仲良くなるのも比較的早く、いわゆる愛称で呼ばれる生徒もちらほらと出始めている。櫻さくらは特に早いその一人で、今現在すでに、大きく分けて四つの呼び名があった。

　一つは君付け。女子生徒のほとんどは、櫻の事を『相あい上がみ君』または『櫻君』と呼ぶ。

　一つは呼び捨て。男子生徒のほとんどは、櫻の事を『相上』または『櫻』と呼ぶ。

　一つは肩書き。授業や学校行事などが絡からむ真ま面じ目めな場では、彼は『委員長』と呼ばれる。

　そして、クラスメイトが冗談半分で呼ぶあだ名。それが──

「ねーねーお母さ～ん」

　クラスメイトの女子が、甘えるような声で櫻に近寄ってくる。その手には数学のノートが握られている。櫻は苦笑しながら振り返り、その声に答えた。

「はいはい、なんですか？」

「あのね～、昨日、数学の宿題出てたの忘れてて～……」

「全く……だからちゃんと確認しなさいって、お母さんいつも言ってるでしょ」

「ごめんなさ～い」

　悪びれた様子を感じさせずに両手を合わせる女子に、櫻はしぶしぶといったポーズで自分のノートを差し出す。

「はい。言っとくけど、次忘れたらお母さん知りませんからね」

「わーい、お母さんありがとう～」

「あー、お母さん、あたしもあたしもー」

「母ちゃん、俺おれにも愛の手を！」

　お母さん。それが櫻の四つ目の呼び名である。

　入学早々、櫻達のクラスのとある女子生徒が不登校になった事がある。櫻はミニッツを利用しながらクラス委員長として上う手まく立ち回り、その問題を見事解決に導いた。

　無事登校してきた彼女が、学校でかいがいしくアザミの世話を焼く櫻を見て「相上君って、なんかお母さんみたい」と言った事がきっかけとなり、いまや櫻は一年一組の世話焼きお母さんというポジションを確立していたのだ（彼女が「お父さんみたい」と言わなかった事に、櫻は今でも密ひそかに感謝している）。

『出来すぎない気さくな優等生』を保ちたい櫻にとって、『お母さん』というのはなかなか理想的なあだ名だった。

「はい、皆さん席について下さいね～」

　午前八時四〇分。ショートホームルームの開始を告げるチャイムと共に、クラス担任である羽は柴しば野の志し津づ子こが教室の戸を開け柔らかい笑顔を見せた。

　当年とって七二歳、一四三センチという小さな体のおばあちゃん先生は、自前の踏み台を利用しながらいつもにこにこと生徒達の事を見守っており、生徒達もその優やさしい眼まな差ざしが与えてくれる安心感に包まれている。

「きりーつ、礼」

『おはようございまーす』

「はい、おはようございます」

「着席ー」

「では出席を取りますよ～。生徒手帳の通信機能を有効にして下さいよ～」

　この高校独特の出欠確認システムには皆すっかり慣れたもので、言われるまでもなく準備を始めている。櫻さくらの出席番号は一番なので（単純な五十音順だが櫻はそれに良い暗示を感じている）、すでに自らの生徒手帳型携帯端末を取り出し画面を表示させていた。

「相あい上がみ君」

　点呼と共に、羽は柴しば野の担任が手元の端末を操作する。操作と言っても、表示された出席簿に指先で軽く触れるだけである。

　データの通信が開始され、すぐに櫻の生徒端末に『出席』というボタンが表示される。返事をしながらそれに触れると、担任の端末にデータが返り、相上櫻の五月八日出欠欄に『○』マークがついた。当然ながら、まだ一日の欠席も遅刻もない。

　他ほかの生徒が同じ事を繰り返す間、櫻はポイント確認のページを開き、履り歴れき欄らんを見る。『５月８日─出席＋50』と表示されている。これで合計九二〇ポイント。上う手まくやれば今日中に一〇〇〇ポイントいけるな……櫻は独りほくそ笑む。

「……はい、今日も皆さん出席ですね。何よりです。では連絡事項に入りますね。今月は第一月曜日が振替休日でしたので、代表定例会は今日になります。クラス委員長と専門委員の人は参加して下さいね～。時間は放課後の四時から、場所は前と一緒ですね。掲示板に貼はってありますので各おの々おの確認して下さいな～」

　代表定例会。毎月第一月曜日に行われる、生徒会と各クラス委員の集まりである。櫻にとっては、一年生で生徒会長を目指すために何よりも重要となるであろう、現役生徒会メンバーとの貴重な交流の機会。

　一回目は顔合わせと実務の説明などだけで終わってしまったため、二回目である今回から本格的に『出来る』アピールをしていかなければならない。七月に行われる後期生徒会役員選挙において、他でもない前期生徒会長その人から後期会長になるためのバックアップを受ける、その目標を達するために弥いやが上にも気合の入る櫻であった。
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　来きたる放課後。

「じゃあアザミ、気をつけて帰れよ」

「れよ」

「シチサン、頼んだぞ」

「任せときゃあっしゃい！」

「しゃい」

「ああんかわいい！　アザミちゃんかわいい！」

　シチサンの歓喜の雄お叫たけびが放課後の教室に響ひびく。

　アザミの下校は、基本的に親衛隊メンバーが持ち回りで担当していた。櫻さくらは委員長としての活動があるために色々と遅くなる事が多い。その間アザミを待たせておくのも気がかりだし、かといってアザミに何か部活をさせるというのも不安である。放課後のアザミの世話を進んで引き受ける親衛隊メンバーは、実に好都合であった。

「さささぁアザミちゃん、かかか帰ろうか！」

　全くさり気なくない様子で不自然に差し出されたシチサンの手を、アザミは気にした風もなくきゅっと握る。途と端たんにシチサンの顔はもう見ていられない程ほどにだらしなく緩ゆるむ。

「ふんならなー」

　どこの方言とも知れない別れの言葉を残し、挙動不審なシチサンに手を引かれ去っていくアザミ。いつか親衛隊メンバーの誰だれかが職務質問を受けるのではなかろうか、とさもありなんな心配をする櫻だが、それも一いつ瞬しゆんの事だった。

　人のまばらになった教室で、櫻は再び生徒端末でポイントを確認する。

　昼休みの賭かけポーカーでは九〇ポイントを勝ち三〇ポイントを負け、プラス六〇ポイントで合計九八〇ポイント。もうすぐ始まる代表定例会への出席が二〇ポイントなので、本日めでたく一〇〇〇ポイントを達成出来る。櫻の野望は、全くもって順調だった。

　早速その二〇ポイントを得るため生徒会室に向かう前に、トイレで用を足す。

　そして、トイレを出てすぐ。

「あ、お～い、お母さん」

　ふいに横手から聞こえた、普通なら学校ではあるはずのないその呼びかけを、櫻が迷いもなく自分の事だと判断したのはやむを得ない事だった。

　クラスメイトが自分を『お母さん』と呼ぶ時、それは大たい抵ていなにがしかの軽い頼み事を携たずさえている場合が多い。やや煩わずらわしく感じる時もあったが、株を上げる事が出来るので、基本的には快く返事をする事にしている。

　なんだい困った子だねぇ、と苦笑のような表情を作り、振り返りながら返事をする。

『はいはい、なんですか？』

　その返事が、一言一句違たがう事なく、完かん璧ぺきなタイミングで誰かと重なった。

　驚おどろいて声のした方に目を向け、その誰かと目が合う。

　階段の方へ向かう足を止め、櫻の方を振り向いたのは、櫻の見知らぬ……いや、どこかで見た事があるような気がする？　女子生徒だった。

　腰まである艶つややかな長い黒髪がふわりと舞い、スローモーションのような滞たい空くう時間を経てはらりと落ちる。そのたおやかさとは対照的に、両耳の横で編み込まれた小さなお下げが快活そうにぴょこりと揺れた。右みぎ眉まゆの上で分けられた長い前髪の向こうでは、やや目め尻じりの上がった大きな丸い目が、第一印象を和なごやかにするのに一役買っている。

　その目をぱちぱちと瞬しばたたき、彼女はやはり驚おどろいたように櫻さくらの方を見ていた。

　上うわ履ばきの色からして二年生、上級生だ。櫻はその顔を確かに以前どこかで見たように感じるが、それがどこだったか思い出せない。

　その女子生徒のさらに向こうに、先さき程ほど『お母さん』と呼んだ本人がいる。今度は完全に見覚えはなく、上履きの色はやはり二年生。彼女は興味深そうに櫻に問いかける。

「一年生だよね？　もしかして、君も『お母さん』って呼ばれてるの？」

　一いつ瞬しゆんだけ混乱し、櫻はすぐさま事情を理解した。

　櫻とユニゾンで返事をした二年生女子。彼女も、櫻と同じく『お母さん』と同級生に呼ばれているのだ。まさか同じ学校にそんなあだ名を持つ生徒が自分以外にいるなどと、櫻は想像もしていなかった。

　問いかけにどう答えたものかと、なんとなくもう一人の『お母さん』に目線を投げる櫻。

　すると彼女は、自分の編み込みお下げを指でいじりながら、困ったねぇ、と言うように優やさしく苦笑した。
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「…………っ！」

　途と端たんに、櫻は自分の顔面に急激に血が上ってくるのを感じた。

　その笑顔に一ひと目め惚ぼれした──などという訳ではない。

　櫻は、その表情に見覚えがあったのだ。

（困ったような苦笑。ただし親しみを込めて）

　それは、自分が毎朝鏡の前で練習しているのと同じ笑い方だった。

（この女……今、俺おれを嘲あざ笑わらいやがった……！）

　表情に込められているのは親しみでも、その裏に潜ひそむ本心に込められているのは、櫻の場合は常にそれだった。作り笑いにあっさり騙だまされる相手への嘲ちよう笑しようと憐れん憫びん、時には軽けい蔑べつすら。

　無論、そんな人間性は一般的なものではない。

　彼女の微笑の真意も、「お互いに変なあだ名をつけられちゃったねぇ」というような意味での、どちらかと言えば友好的なものだった。

　しかし櫻はそうは思わない。そう思えない。自分がそんな純粋な笑い方をしないから。

　状況はまるで逆なのに、自分が教師を間違えて『お母さん』と呼んでしまい、それを陰で嘲笑われたかのような屈くつ辱じよくと恥辱。

　簡単に言えば、何な故ぜか櫻はその笑顔に、侮辱された、と感じてしまっていた。

（やばい）

　櫻さくらは、事前になるべく多くの可能性を想定してから事態に臨のぞむ慎重派である。そのため、想定外の状況には存外弱い。頭の回転は速いのですぐに現状を吞のみ込む事は出来るのだが、ではそれからどうするか、といった具体的な対策を立てるにはやや時間を要する。

　そして、そのほんの僅わずかな時間で、櫻の体にはある変化が現れる。

　櫻にとって、誰だれにも知られたくない、知られる訳にはいかない変化が。

「……すいませんでした、失礼します！」

　その兆きざしを感じた櫻は、それを隠すために慌あわてて深く一礼し、その場を走り去った。

　残された二年生二人は、顔を見合わせて小さく首を傾かしげた。
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　再びトイレに舞い戻った櫻は、冷水で顔を洗い顔面から血が引くのを待っている。

　目め尻じりに涙を浮かべた真まっ赤かな顔を、誰にも見られる訳にはいかなかった。

　相あい上がみ櫻は、異常に涙もろい。

　それが、ミニッツ能力に並んで誰にも知られる訳にはいかない、櫻の秘密だった。

　喜き怒ど哀あい楽らくの全すべてにおいて、少し気が昂たかぶるとそれだけで頭に血が上り、涙ぐんでしまう。先さき程ほどのような予想外の状況であればなおさらだ。しかも、櫻自身にもそのツボが今ひとつ分かっていないのが難点だった。一度など、コンビニでたくさんのお菓子を買おうとしていた老人が、手持ちがやや足りずにどれを減らそうか迷っている、という場面を見て泣きそうになった事がある。意味不明だ。

　櫻さくらは自分のその体質を、恥ずべき弱点だと思っている。上う手まく使えば好感度アップの良い材料になるかもしれない、と考える事もあったが、それ以上に、男が涙もろいのは情けない事だという意外に前時代的な考え方が捨てきれない。

　先さき程ほどの『お母さん』の嘲ちよう笑しよう（実際には単なる苦笑）を思い出しながら、櫻は歯は軋ぎしりした。

（──くそ。なんという失態だ。取り乱す事はなかった。余裕を持って笑い返してやればよかったんだ。まさか、気付かれなかっただろうな？　泣くまではいかなかったはずだ……家族ぐらいしか知らないこの体質、知られたら相当厄やつ介かいだぞ……）

　基本的に、櫻は他人を信用していない。こんな弱みを握られたら、必ずそれを利用されて追い詰められる時がくる──そんな風に思えて仕方がない。

（くそ……今気にしても仕方ないか……それより時間だ）

　午後三時五〇分。代表定例会開始まであと一〇分である。遅刻は問題外として、出来る男としては遅くとも五分前には行っておきたい。

　濡ぬれた顔をハンカチで拭ぬぐい、涙の跡が分からない事を確認。そして生徒会室に急ぎ、心を落ち着けて扉をノックした。

「どうぞ」

　柔らかい声が入室を促うながす。その声に迎えられるのはこれが二度目であり、流石さすがにまだ緊張は抜けきれない。

「失礼します」

　丁てい寧ねいに声をかけ入室する。櫻に向けられた複数の視線の主ぬしを確認すると、生徒会室にはまだ生徒会メンバーしか来ていないようだった。

「一番乗りだね相あい上がみ君。いらっしゃい」

　顔を上げ、資料に通していた目を櫻に向けて優やさしい挨あい拶さつを投げかけるのは、穂ほ尾お付づき学園第三期生徒会前期会長、田辺たなべ和かず貴たか。三年生。

　体育会系のような爽さわやかなスポーツ刈がりだが、正直あまり似合っているとは言い難がたく、その穏おだやかな相そう貌ぼうから受ける印象は活発と言うよりむしろ儚はかなげですらある。

　しかし、一見頼りなさげにも見えるこの人物、実は只ただ者ものではない。

　まず、第二期生徒会の前期役員選挙において、圧倒的な──まさしく圧倒的な得票数で二代目生徒会長に就任。これには、前・後期の別のなかった第一期を務め上げた初代生徒会長の強力なバックアップがあったと噂うわさされている。

　それ以来、生徒達からの絶大な支持の下もと、第二期の後期及び第三期の前期（つまり今期）と、二代目から四代目までの生徒会長を全すべて一人で務め上げているという傑けつ物ぶつである。

　創立直後という事情があるにせよ、五代目生徒会長を目指している櫻さくらにとっては尊敬すべき先せん達だつであり、同時に越えるべき壁かべでもあった。

「お疲れ様です、会長。先せん輩ぱい方も」

　他ほかの生徒会メンバーにも、律りち儀ぎに一人一人目を合わせて小さく会え釈しやくする。こういう小さなところで好印象を得る努力を櫻は惜しまない。

　生徒会メンバーは全部で七人。まずは生徒会長。続いて副会長、書記、会計がそれぞれ男女一人ずつ。生徒会長以外のメンバーは、全員二年生だった。

　そして──

『あ』

　櫻の視線が、女子副会長の元で止まった。それは先方も同様で、『あ』という声は二人のそれが重なったものだ。

　櫻は自分の迂う闊かつさを呪のろっていた。そうか、ここだったのか。副会長だったのか。何な故ぜ気付かなかった。それは、前回の定例会での邂かい逅こう時、彼女が違う髪形をしていたからだ。

（しまった、この状況はまずい。動揺するな。別に後ろめたい事がある訳じゃない。まずは落ち着いて相手の情報を把は握あくしろ。第三期生徒会前期副会長、確か名前は──）

　表面上は落ち着いているように見えるが、その実ただフリーズしかかっている櫻が相手の名前を思い出している間に、機先を制したのは副会長だった。

「こんにちは、『お母さん』？」

　唐とう突とつな彼女の呼びかけに、他の全員が首を傾かしげる。

　もちろん櫻だけは例外だ。つい先さき程ほどの屈くつ辱じよくと恥辱を思い出し、急激に頭に血が上ってくる。冗談半分のその呼びかけも、自分を馬ば鹿かにしたようにしか聞こえない。

　先制攻撃に反撃の暇いとまも見み出いだせないでいる櫻に、副会長は小走りで近付いた。

　周りからは見えないように角度を変え、小さく笑って、櫻にしか聞こえないように囁ささやく。

「よかったね」

「…………？」

　その呟つぶやきの意味が、櫻には咄とつ嗟さに理解出来ない。

　副会長は櫻の顔を覗のぞき込むようにして、人差し指で自分の目元をつついた。

「涙の跡。ちゃんと消えてるよ」

「…………っ！」

　それは、櫻にとっては完全な追い討ちだった。

　泣きそうになっていた事に、気付かれていた。しかもそれを笑われた。私は見たぞ、知っているんだぞ、と、脅きよう迫はくめいた仕草までつけて。

「……大変だねぇ」

　哀あわれむように眉まゆ根ねを寄せるその顔を見て、櫻は思わず拳こぶしを握り締めた。

　第三期生徒会前期副会長──琴こと宮みや遙はるか。

　もう一人の『お母さん』。

（……俺おれの弱みを握る女……！）

　櫻さくらは、二度と忘れる事のないように、その顔と名前を胸に刻みつけた。
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　穂ほ尾お付づき町。九州の山間部にぽっかりと開いた平野に位置する町で、駅前の一区画こそ商店街としての賑にぎわいがあるものの、少し歩けばそこから先は、民家と広大な農地、田園地帯の広がるばかりの田舎いなか町である。

　その穂尾付町の駅前から徒歩二〇分。山の麓ふもと、町並みを見渡せる小高い丘の上に、櫻さくら達の通っている私立穂尾付学園高校が存在する。今年で創立三周年を迎える出来たばかりの新設校で、櫻達新入生が入学する事でようやくまともに三学年が揃そろったばかりだ。

　学園の創立者は、江戸時代以前から現代に至るまで、この地域一帯に絶大な影えい響きよう力りよくを有する庄しよう屋や兼地主である鬼灯ほおずき一族の当主。校訓は『自立』『友愛』そして『心しん燃ねん』。最後の一つは、文字通り『心を燃やせ』という事らしい。一学年二クラス、一クラスが約三〇人。三学年合わせても生徒総数二〇〇人に満たない小さな学校である。

　様々な点で一般的な学校とは趣おもむきを異にする穂尾付学園だが、中でも輪をかけて独特でユニークな点、それが『生徒ポイント』システム。

　穂尾付学園に入学した生徒には全員、入学式の日に、生徒手帳を兼ねた携帯端末が配られる。メモ帳、スケジュール管理、アドレス帳、電卓などの機能の他ほか、内蔵されたＩＣチップで、出欠の確認や登下校の時刻の記録が出来るという代しろ物ものだ。

　そして重要な機能として、『生徒ポイント』の管理がある。

　この生徒ポイントとは、授業を受ける、課題を提出する、試験を受ける、部活動を行う、生徒会活動を行う、ボランティア活動に参加する、体育祭等で優秀な成績を残す……それら様々な『学生として好ましい活動』をする度たびに貯たまっていくポイントである。

　遅刻をせずに登校し、その日の授業を全すべて受ければ毎日五〇ポイント。定期試験の点数一点につき一ポイント。生徒会活動は内容に応じて一〇～一〇〇ポイント……このように、細かく獲かく得とくポイントが決まっている。

　貯まったポイントの使い道は、大きく分けて三つある。

　一つ目の使い方は、学園内の購こう買ばい及び学食で、一ポイントにつき一円分の値引きを受けられる、というもの。特に安い値段設定でもない学食においてこの値引きはかなり大きく、保護者を含めて評判の良い制度だ。

　二つ目の使い方は、生徒会選挙や役員選出、文化祭の出し物選びや体育祭の出場種目決めなど、学園生活における様々な場面での投票で、一ポイント一票として使う方法。基本的にはあまり役に立たないが、いざという時に多少の我がままを通せるという訳だ。

　三つ目の使い方は、大量のポイントと引き換えに得る事の出来る様々な権利。一〇〇〇ポイントで課題免除、五〇〇〇ポイントで授業の公休権、一万ポイントで学費の一部返還あるいは奨しよう学がく金きんの一部返済免除……五万ポイントで、鬼灯ほおずき一族が明治時代に繫つながりを持ったと言われている旧帝大への推すい薦せん枠わくが得られる、などという噂うわさもある。

　普通に登校していれば一日に最低五〇ポイントは貯たまるので、生徒端末に記録された数字が日に日に増えていくのを楽しみにしている生徒も結構多い。

　実際は、ほとんどの生徒にとって重要なのは一つ目の使い道だけであった。だが、他ほか二つの使い道も、この生徒端末のもう一つの機能と組み合わせると、ある種の生徒にとってはこの上なく有効に働いた。

　その機能とは、生徒ポイントの譲じよう渡と機能。

　生徒端末には、他の生徒の端末のＩＤを登録する事が出来る。そうして登録された相手とは、互いにパスワードを入力して認証する事により、生徒ポイントのやり取りが可能になるのだ。

　生徒間でのポイントのやり取りは、様々な形で日常的に行われている。何か頼み事をする代わりにポイントを払う、という生徒達もいれば、勝負事や賭かけ事でこのポイントを奪うばい合う生徒達もいる。

　そして、遊び感覚でポイントをやり取りする大半の生徒達の中には、確固たる目的を持ってポイントを貯め込む生徒もいた。

　例えばそれは──一年生にして生徒会長になるという、大それた野望を持つ生徒、とか。
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「おはよう！　アザミ様とその従者！」

『おはようございます！』

　学生坂に、ヒコ先せん輩ぱいと愉快な仲間達の元気な挨あい拶さつがこだまする。

　いつもよりも少し早足でアザミの手を引いて学生坂へ向かっていた櫻さくらは、やっと出たか、と足を止めて早々にアザミを親衛隊に押し付けた。彦ひこ星ぼしは何やら仕立ての良さそうな肩掛けをそっとアザミの首元に巻きつけ、その手に抱だかれた日本人形の依より子こも優やさしく包み込む。

「アザミ様、このストールをどうぞ。今け朝さは何やら冷え込みます。万が一にもお風か邪ぜなど引かせる訳には、まいりまー!?」

『せぬゆえー！』

　相変わらず息の合った事だ。普段待ち望んでいる訳でもない恒こう例れいイベントだが、今日は別である。目の前で手て際ぎわよく組み上がっていく人間神輿みこしをもはや何の感かん慨がいもなくぼけっと眺ながめながら、櫻は朝日を反射して眩まぶしい禿とく頭とうに声をかけた。

「ヒコ先せん輩ぱい……二年二組の、琴こと宮みや遙はるかって分かります？」

　珍しく櫻さくらの方から話しかけてきた事に、意外そうな顔を見せる彦ひこ星ぼし。しかしその疑問は口にせず、律りち儀ぎに質問に答えるあたり、彦星も決して悪い人間ではない。

「琴宮君かい？　もちろん知ってるよ、同じクラスだしね。今は生徒会で副会長をやってるけど……ああそうか、相あい上がみ君はクラス委員長だったっけ」

「はい。それで、定例会で知り合ったんですけど」

「うん。で、琴宮君がどうかしたの？」

「えーと、なんと言うかその……どんな人なのかなー、と」

「ん？　んんんん？」

　急に何やらにやにやと頰ほおを歪ゆがめ、櫻の顔を覗のぞき込んでくる彦星。

　よし、かかった。櫻は内心を悟られないように、器用に渋じゆう面めんを作る。

「な……なんスか」

「気になる？　琴宮君の事」

「や……ち、違いますよ、そういうんじゃないですよ？」

「んーんーいいよいいよ、恥ずかしがる事なんてない」

「だから違いますって！」

「そうねそうね、そういう事にしておこうね」

　焦あせって誤ご魔ま化かすような態度を取ってはいるが、これは完全に櫻の計画通りだった。

　櫻が琴宮遙の事を異性として気にしているなどという事は、全くない。櫻はただ、遙の弱みを探りたいだけなのだ。だが当然、そんな事を聞いてもおいそれとは教えてもらえないだろうし、それより何より、自分が他人の弱みをこそこそ探るような卑ひ劣れつな人間だ、などと思われては大きなマイナスだ。

　ならばどうすれば良いか？　答えは簡単で、色恋沙ざ汰ただと勘かん違ちがいさせてしまえば良い。

　好きな人の事を知りたい、という風に言えば、面白い程ほどに相手の口は軽くなる。しかも、自分からは言わずに相手に勝手に勘違いさせ、口頭ではっきりと「違う」と否定しておく事により、後々他人に漏もれて「お前あいつの事好きなんだってな」などという展開になった場合にも、相手が勝手に勘違いしただけだ、と言う事が出来る。

　案の定彦星は、櫻が代表定例会で出会った二年生の女子に一ひと目め惚ぼれした、という風に上う手まく勘違いさせられてしまった。

「そうだね、同じクラスと言っても特別親しい訳ではないんだけど……俺おれの目から見た琴宮君というのは……一言で言えば、頼らない人、かな」

「頼らない？」

「うん。琴宮君は一年の時、相上君と同じようにクラス委員長だったんだけどね。色んな仕事を、誰だれにも頼らずに自分一人で片付けようとする人だったなぁ」

「……へぇ……」

「周りは彼女を手伝おうとするんだけど、遠えん慮りよしてたのか、ほとんど手を借りようとしないでね。結果的に作業が遅れるような事もあったねぇ。今も生徒会でそうじゃないのかな？」

「なるほど……」

　彦ひこ星ぼしの話を聞きながら、櫻さくらの中で、琴こと宮みや遙はるかという人間像がぼんやりと形を持ち始めた。櫻は現時点で、琴宮遙という人間を、三パターンの内のどれかだ、と認識する。

　献身的な、自己犠ぎ牲せい精神の持ち主か。前向きで積極的で、やや自己中心的な向上心の持ち主か。あるいは──

「うんうん、だからね相あい上がみ君。彼女には、どんどん頼れるとこを見せていくといいよ！　もしも彼女に頼られるようになったら、それは確実に特別だと思うね！」

「や……だからそんなんじゃないですって」

　柔らかく否定する。彦星はその否定を信じていないが、それで一向に構わない。勘かん違ちがいするのは相手の勝手である。

　──一方、櫻と彦星が遙の話で盛り上がっている（？）間、アザミと親衛隊の四人も、そっちはそっちで盛り上がっていた。

　アザミが、小さな手の平の上に飴あめ玉だまを一つのせ、シチサンへ差し出す。


　シチサン「あっ、ありっ、ありがたきしやわしゃあああ！」

　カリアゲ「おんしゃごらぁ！　独り占めやらいかんどぉ！」

　テンパー「俺おれの怒ど髪はつが天パを巻くぜ！」

　イガグリ「あっ、俺も、俺も欲しいな……」

　シチサン「待て待て待て！　ならば俺がアメを嚙かみ砕くから、破片をみんなで分けよう」

　イガグリ「や……それは気色悪わりぃよ……」

　テンパー「よし分かった、ではそのアメを嚙み砕く役は俺が」

　カリアゲ「誰だれがやってん同じじゃあ！」

　イガグリ「いや、アザミちゃんに嚙み砕いてもらえばいいんじゃないかな!?」

　カリアゲ「天才じゃあ……天才のおるどぉ！」

　テンパー「お前は……いつか必ずデカイ事をやるイガグリだと信じていたぜ……」

　シチサン「アアアアアザミちゃん、という訳で、このアメを嚙み砕いてくれるかいっ!?」



　アザミはひたすら無言を貫つらぬき、見開いた目でただ親衛隊を凝ぎよう視しする。

　その視線に圧おされ、シチサンは自分でアメを嚙み砕いた。他ほかのメンバーに殴なぐられた。

　とりあえず、楽しそうで何よりである。
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　二年二組、琴こと宮みや遙はるか。頭脳明めい晰せきにして容姿端たん麗れい、運動神経は人並。一年の時に担任からの指名でクラス委員長を務め、前期役員選挙で生徒会副会長へ立候補、見事当選。責任感が強く、自分の仕事に人の手を借りようとせず、手間取ろうとも最終的には必ず片付けてしまう。そのため、教師を含む男女共に人望があり友人も多いという、付け入る隙すきのなさそうな人物である。

　そんな彼女の事をさらに詳しく探る機会は、存外に早くやって来た。

　三限目、現代社会の授業終了後。

　現代社会の教師は、一年二組担任の谷たに岡おか高たか志しである。まだ年若い教師で、生徒達からは友人のように慕われるタイプだ。その分、教師としての自信や貫かん禄ろくが今ひとつ感じられず、それを本人も気にして色々と努力はしているのだが、どこか空回りしている感が否いなめない。

　その谷岡教諭が、友人と共に学食へ向かおうとする櫻さくらを呼び止めた。

「相あい上がみ、ちょっといいかな？」

「はい？」

「お前、今日の放課後は何かあるか？」

「今日は……いえ、特に何も」

「そうか……いや、あのな、実はちょっと相談があるんだけどな……よかったら放課後、相談室で話を聞いてもらえんかなぁ」

「相談室……ですか」

　この学校には、相談室という名の多目的室がある。進路相談や生徒指導、カウンセリング等に使われているが、櫻はまだ一度も利用した事がなかった。

「ああいや、別にお前に問題があるとかじゃ全然ないんだぞ？　むしろその逆でな、ちょっと困ってる事があって、生徒の立場からの助言が欲しいって事でな」

「はぁ……そりゃ構いませんけど……なんで俺おれなんですか？」

　問い返しながらも、櫻にはある程度の予想はついていた。今現在の一年二組にとある問題が存在する事を、櫻はすでに知っている。

「うんまぁ……お前が一番適任と言うか……こんな言い方はアレだけど、実績があるしな」

　その言葉で確信した。やはりそういう事か、これは勿もつ怪けの幸いと、櫻は零こぼれそうになる笑みを奥歯を嚙かんで押し隠す。どうやって仕留めようかと悩んでいた穴の中のウサギが、自分からのうのうと目の前に出てきてくれたような気分だった。

「分かりました。じゃあ放課後に、相談室で」

「うん、悪いな。頼んだぞ」

　詳しい話は何もしていないのに、すでに肩の荷が下りたような顔で谷岡教諭は去っていく。それだけ頼りにされているという事で、櫻さくらとしては満足だった。

　これでまた株を上げる事が出来る。さらに、教師には各自の判断で生徒ポイントを追加付与する権利があるため、今回のように個別に持ち込まれた相談を解決したりすると、かなりのポイントが期待出来るのだ。

　棚たなからぼた餅もちと言うか、カモがネギ背し負よってと言うか……とにかく、運が良い。いや、普段の行いが呼び寄せた当然の結果か。逸はやる気持ちを抑えながら、櫻は放課後を待つ。

　そして放課後の相談室。谷たに岡おか教諭に振舞われた熱いお茶をすすりながら、櫻は概おおむね自分の予想通りの『相談』を聞いている。

「相あい上がみのクラスにな、その……不登校の生徒がいただろ」

「そうですね、一週間くらいでしたけど」

「お前が、学校に来るように説得したって聞いたんだけど……なんというか、具体的に、どんな感じだったんだ？」

「それはほら、あれですよ、先月の生徒総会で」

　生徒総会。大たい抵ていの一年生にとって、それは上級生の報告や議論をぼけっと眺ながめるためのものである。積極的に発言や質問をするのは二年生からの仕事になるだろう。だが櫻は、それを最初の勝負だと考えた。櫻は生徒総会でとある校則の解釈を巡り議題を提出し、その結果、不登校の生徒を登校させる事に成功したのだ。

　その生徒が不登校となった理由は、祖母の形見であるかんざしを身につける事を『華美な装身具の禁止』という校則によって否定されたからであった。

　かんざしに限らず、それまでその校則はカチューシャやバレッタ等の髪飾りも全面的に禁止していた。そこで櫻は、学校指定の国語辞書を掲げながら「華美という言葉が色とりどりで派手な様子を指すとしたら、それは最低でも三色以上で、単色やツートーンカラー、ワンポイントはそれにあたらない」と主張した（ちなみに、学校指定の国語辞書における『華美』の項目には『色とりどり』などという記述はない。櫻はただ、辞書を手に持っていただけなのだ）。

　この主張は生徒達の多大な支持を受け、学校側へ陳情される事となった。その際櫻は、提議者として書いた陳情書へ『校則でがんじがらめにすれば却かえって違反を招く、それより生徒の意を酌くむ懐ふところの深さを見せた方が一石二鳥ではないか』といった内容の教師陣へのフォローを一筆加える事も忘れず、結果、ついにある程度の装身具は正式に容認された。

　単色の一本挿ざしであった件くだんのかんざしもその例に漏もれず、かくして櫻は、不登校の生徒を登校させ教師の信頼を得る事、校則を改善させ生徒の支持を得る事、そして生徒会メンバーに自分の存在を印象付ける事……それらを同時にやってのけてしまったのだ。

「ああ、うん、あれは大したもんだったな……でな？　その、そいつが学校に行きたくない理由ってのは、すぐに話してくれたのか？　どうやって聞いたんだ？」

　どうやっても何も、櫻にとってそれは実に簡単な事だった。不登校の生徒の家へ行き、顔を突き合わせ、頭の中で『ミニッツ』と唱えるだけで良い。それだけで櫻さくらは、相手が何を考え、何に悩み、何を望んでいるかを知る事が出来るのだから。

　だが、もちろん櫻はそんな事は口に出さず、質問に対して質問を返す。

「……二組にも、不登校の生徒がいるんですよね」

「うん……まぁ、知ってるよな。もう三週間になる。連休明けてもやっぱり来なかった……何回か家にも行ってるんだが、不登校の理由を全く教えてくれなくてな……うちのクラス委員長にも行ってもらったんだが、やっぱり駄だ目めだったらしい。他ほかに、親しい友達もまだいないみたいでな……それでまぁその、前例もあるし、相あい上がみならあるいは、と思ってな……」

　理想的な展開だった。

　何か問題が起きた時に、生徒のみならず、教師にまで「あいつならあるいは」と思わせる程ほどの信頼を、すでに獲かく得とくしつつあるのだ。櫻の野望は着実に現実に向かっていると言えた。ここで二組の不登校問題を解決すれば、それはより一層磐ばん石じやくなものとなるだろう。

「あの……よかったら俺おれ、その生徒の家、行ってみましょうか？」

「ん……いや、しかしそこまでは……」

「大丈夫です、任せて下さい。俺にその生徒を助けさせて下さい」

（何せ俺には、ミニッツがある）

　人の心が読める櫻にとって、不登校児の説得などというのは、生徒ポイントを楽に手に入れられるボーナスステージのようなものだ。

「……そこまで言うなら、その……頼める、か？」

「いいですよ。クラスは違っても同じ学校の仲間ですし、俺だってしてやれる事があるならしてやりたいです」

　ここで控えめな微笑ほほえみを浮かべる。完かん璧ぺきだ。櫻は、谷たに岡おか教諭からの評価がぐんぐんと上がっている事を確信する。全すべてが順調だ。

「そうか。クラスは違っても同じ学校の仲間、か。相上はいい事言うなぁ」

「や、別にそんな……じゃあ、早速今日行ってみますよ。その生徒の家、どこですか？」

「ああ、琴こと宮みやの家はな、」

「えっ？」

　いきなり耳に飛び込んできたその名前に、櫻の心臓が一いつ瞬しゆん激しく収縮した。

「琴宮？　今、琴宮って言いました？　それ、不登校の生徒の名前ですか」

「ん？　ああ、琴宮彼方かなただ。なんだ、誰だれかまでは知らなかったのか？」

「あ、ええ、まぁ」

　否いな、二組の委員長に不登校生徒の話を聞いた時に、名前も知るだけは知っていた。ただ、その時はまだ琴宮という名前には何の因いん縁ねんもなく、記憶の隅に紛まぎれていたのだ。

　だが、今は違う。その名前は今、何よりも櫻の動揺を誘う名前だ。

「琴こと宮みや彼方かなたって……二年の、琴宮遙はるかとは……」

「そうか、お前は委員長だから知ってるよな。そうだ、生徒会副会長の妹だな」

　櫻さくらは、笑い出したい気分だった。一石二鳥どころか、三鳥、四鳥である。

　教師の信頼。生徒ポイントの追加獲かく得とく。他クラスへの介入。

　そして、不登校の生徒が琴宮遙の妹だというこの事実。

（これは……あの忌いま々いましい女の、弱みになるんじゃないのか……？）

　幸い、遙が櫻の弱みを利用して何かを仕掛けてくるような様子は、まだ何もない。

（だったらここは……速攻のカウンターアタック一いつ択たくだろ……！）

　怪け訝げんに櫻を窺うかがう谷たに岡おか教諭を前に、櫻は緩ゆるみそうになる自分の頰ほおを必死で抑えていた。
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　所変わって二階、予備教室。

　予備教室というのは、将来的に生徒数が増える事を見越して各階に一部屋ずつ用意されている空き教室である。今はもっぱら、正式な部活と認められていない弱小同好会達の避難所のような使われ方をしている。

　この教室の中にも、とある弱小同好会のメンバーが集つどっていた。集って、と言っても、全部で五人いるメンバーの内の二人だけだったが。

　一人は一年二組の岸きし良ら夏か凪なぎ。耳やうなじをすっぽり隠す赤みがかった長めの髪、中性的な顔立ちに線の細い体つき、一五八センチの身長に性差を感じさせない声……と、男子の制服を着ていなければ一〇人中八、九人は性別に悩んでしまうだろう。素行はあまりよろしくなく、どちらかと言えば不良と呼ばれる類たぐいの生徒なのだが、この予備教室内において、その表情はクラスメイトが見れば驚おどろく程ほどにあどけない。

　そして、そんな夏凪をしてたおやかな気持ちにせしめているもう一人のメンバーこそ、机を挟はさんで向かい側に座っている彼女──琴宮遙その人だった。

　遙と夏凪は、何やら楽しげに意味不明な会話を交わしている。

「あのね、２足す４と２かけ３って、同じ答えにならないのよ」

「え？　どういう事っすか？」

　遙はノートを広げ、簡単な数式を書き始める。

「見てて。[2＋4＝2×3]。この両辺を３で割ると、[(2＋4)/3＝2]。左辺を展開して[2/3＋4/3＝2]。これを計算すると、[0.66666...＋1.33333...＝1.99999...]。ね？　左辺が２にならないの」

「うお、ほんとだ……あ」

　ルール上、言ってはならない事をあっさり言ってしまった事に気付き、間の抜けた声を漏もらす夏凪に、遙は自分の編み込みお下げを指先でいじりながらやわらかい苦笑を見せる。

「……もぅ。夏か凪なぎ君はこのゲーム弱いなぁ」

「先せん輩ぱいが作ったゲームなんすから。先輩のが強いのは当然だって……あ、でも、これってよく考えたら同じなんじゃないすか？」

「うん？」

「だってほら、２から1.99999...を引くと、0.00000...って無限に０が続くっしょ？　無限に０が続くって事は、それは０って事だ。だから、２と1.99999...の差も０になるんじゃね？」

　ほお、と目を見開く遙はるか。実はその理屈は遙も承知の上だった。しかし、自分でそれを思いつくのはなかなか難しいはずだ。

「うーん……夏凪君は本当、頭が良いいのか悪いのか分からないわよねぇ」

「はは、俺おれにそんな事言えるのは先輩だけっすよ」

　のどかで穏おだやかな放課後の教室……の、平へい穏おんを破るノックの音は、その時響ひびいた。

　顔を見合わせる遙と夏凪。この同好会には当然顧こ問もんなどはおらず、ここは普段使われていない予備教室なので、基本的に人が訪ねて来る事はない。同好会メンバーの残る三人はここへ入る時にノックなどしないし、一体誰だれだろうと疑問の視線を交わし合う。

「もしかして……入会希望者？」

「まさか……」

　少し期待の色を声音に乗せる遙に対し、夏凪は冷めた様子だ。むしろ夏凪としては、余計な人数など増えてほしくないというのが本音なのである。

「──はい？」

　ノックに応答し、ぱたぱたと駆け寄ってドアを開ける遙。

　そこに立っていたのは相あい上がみ櫻さくらだった。

「あ、お母さんだ」

「その呼び方はやめて下さい」

　扉が開くなり自分を迎えた第一声に、櫻は心の底から抗議した。

　お母さん、と呼ばれる事自体は構わないのだ。しかし櫻にとって遙は、涙もろいという弱点を知られてしまった相手である。その当人から、弱点が露ろ見けんしたきっかけである『お母さん』という呼び名で呼ばれる事は、ただの当てこすりとしか思えなかった。

「ほんとだ、おかーさんだ」

　遙の言を受けて夏凪も後を追った。言い方にやや棘とげが含まれているのは気のせいではなく、夏凪の口元は櫻をせせら笑うかのように吊つり上がっている。上うわ履ばきの色から相手が同学年である事を知った櫻は、そんな態度にも余裕の作り笑いで穏やかに応じる。

「えっと、二組の人だよね？　ごめん、俺、君の名前覚えてないんだけど……よかったら、」

「俺だってあんたの名前なんか知らねぇよ」

　友好的な笑みでコンタクトを試みる櫻に、突き返される悪意の刃やいば。流石さすがに作り笑いも引きつりそうになるが、どんな生徒が相手でも不興を買うのはなるべく避けたい櫻さくらとしては、ここはひとまず下手に出て様子を見るしかない。
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「そっか、まぁ、隣のクラスまではなかなかね……あ、でも俺おれのあだ名は知ってるんだ？」

「有名だしなあんた。色々と」

　そうかそうか。俺の存在はすでに、名前も知らない隣のクラスの生徒にまで知れ渡っているか……やや調子を取り戻した櫻は、教室内へと入って夏か凪なぎに歩み寄る。

「じゃあ、自己紹介。一年一組の相あい上がみ櫻だ。よろしく」

　差し伸べた手は、しかし握り返される事はない。自己紹介を返す訳でもなく、夏凪は頰ほお杖づえをついて面倒臭くさそうに櫻の右手を眺ながめている。

「……なんか俺、君に嫌われてんのかな？」

「いや別に？　あんたに興味ねぇだけ。男の手とか握っても面白くねぇし」

　かろうじて浮かべ続けていた櫻の作り笑顔が、その言葉で完全に固まった。

（……いるんだよなこういうヤツ……自分より優すぐれた人間を見ると、その人間性を勝手に決め付けて無条件で敬遠するようなヤツ……）

　櫻は、ないがしろにされる事を何よりも嫌う。結果、自分を認めない人間は無条件で蔑さげすむような癖くせがついてしまっている。そういった相手は当然のように自分より一つ下のステージに位置づけるのが櫻の常であったが、自分でその正当性を疑った事はない。

（本音では相手の優秀さを妬ねたましく思ってるだけのくせに、そのくせ自分を磨みがくような努力は何もしようとしないんだろ？　それで人の勤勉さを馬ば鹿かにするんだろ？　ダメ人間だな、全くどうしようもない……）

　実際の話、相手の人間性を勝手に決め付ける事においては櫻さくらも相当なものである。

「こら。ひねくれた事言わないの」

　そこへ遙はるかが割って入った。両手を腰に当て、困ったような顔で夏か凪なぎに言い聞かせると、人を小馬鹿にしたような表情こそ変わらないものの、夏凪は多少態度を軟化させた。

「ちゃんと自己紹介しなさい」

「へーへー。一年二組、岸きし良ら夏凪。まぁなんもねーとは思うけど、なんかあったらよろしく」

　片手をひらひらと振りながら投げやりな自己紹介を済ませると、夏凪はもう櫻を完全に視界から追い出すように体の向きを変えた。櫻としても、それ以上コミュニケーションを取る必要性を感じない。自分の人生において、コイツは取るに足らない脇わき役やくだ、そう判断したのだ。

　形はどうあれ、一年生同士の自己紹介が終了して満足したのか、遙が櫻に向き直った。

「それで、相あい上がみ君はなんでここに？　誰だれかに用事？　夏凪君……じゃないわよね」

「あ、いや、えーと、琴こと宮みや先せん輩ぱいに用があって」

「私に？　生徒会の用事？」

「や、そうでなくて……ちょっと、込み入った話なんですけど……」

「うん……？　なに？」

（さて、どうやって切り出すか。場所を変えた方がいいか、それとも……）

　話の運び方を予あらかじめいくつか考えていた櫻だが、今の状況ではどのパターンが最良か、咄とつ嗟さに答えが出ない。なんとなく夏凪に余計な話を聞かれたくない気はするが、不登校の生徒をどうにかしようと奔ほん走そうしている自分、というものを見せておけば好印象を与えるのではないか……そんな事を考えていると、ふいに夏凪が、視線も寄よ越こさずに聞こえよがしな声を上げた。

「先輩、あんましそいつに関かかわんねー方がいいっすよ。なんかそいつ、胡う散さん臭くせぇし」

　余計な事を、と櫻はほんの少しだけ動揺した。

　反感を持たれるのは構わない。人のために動き、人から慕われる人間が、そうでない人間から疎うとまれるのは仕方のない事だとある程度割り切ってはいる。善行に下心を疑われるのも止やむを得ない事だし、事実その通りであるのだから。

　だが、その疑いを持っていない相手に、徒いたずらにそれを窺うかがわせるような事を言われてはたまったものではない。疑うヤツは勝手に疑っていればいいし、信じるヤツは愚ぐ直ちよくに信じていればいいのだ。

「夏凪君、そんな風に言うもんじゃないわよ」

　なので、遙がそんな風に夏凪を諫いさめた時、櫻は内心で安あん堵どの溜ため息をついた。どうやら琴宮遙という人間は後者らしい……と、短絡的に決め付ける。

「ごめんね相あい上がみ君。それで、どんな話かな？」

「あ、はい。その……」

　不登校の妹。人の上に立つ副会長にとって、それは弱みに間違いないだろう。先日はとんだ恥をかかされたが、今日は自分の番だ。その澄ました顔がどんな風に歪ゆがむのか、櫻さくらは逸はやる心を抑え、少々言い難にくい事を言うように、控えめに呟つぶやいた。

「先せん輩ぱいの、妹さんの事なんですけど」

　確かに。

　琴こと宮みや遙はるかのお澄まし顔は、それを聞いた途と端たん、確かに歪んだ。

　しかしそれは、櫻の予想とは少々……いやかなり異なるものだった。

「は？」

　一段階トーンの下がった剣けん吞のんな応答と同時に、ほんの一いつ瞬しゆんではあったが、柔にゆう和わな印象しかなかった大きな目が鋭く細められたのを櫻は見た。

　その視線に射い竦すくめられた、と思ったのも束つかの間、瞬まばたきの後には遙の表情は元の温和なものに戻っている。しかし今の櫻には、その遙の目が全く笑っていないように見えていた。

「私の妹が、なに？」

「あ……いやその……妹さんの担任に、ちょっと頼まれてですね。その……ちょっと、様子を見てきてほしいと……」

　怯ひるんでいるのは半分演技だが、半分は本気だ。遙を揺さぶる、という意味では成功したとも言える奇き襲しゆうだが、この一種異様な反応は、追撃を躊ちゆう躇ちよさせるには十分なものだった。

「様子見？　必要ないわよ。元気でやってるから」

「あの、でもそれなら学校に」

「今はちょっと疲れて休んでるだけ。しばらくすればまた行けるようになるわ」

「でもほら、入学してすぐの時期って、色々と大事だと」

「心配してくれてるのね。でも大丈夫よ。あの子は頭もいいし」

「いやでも、俺おれも一応先生に頼まれたんで」

「妹の担任って、谷たに岡おか先生よね？　気にしないでいいよ、私から言っておくから」

「いや、俺も個人的に心配だし」

「個人的って？　クラスも違うのに？　まともに話した事もないでしょ？」

「そこは、クラスは違うけど委員長として」

「いよいよとなったら、私が副会長として責任を持って学校に行かせます」

「早い方がいいと思うんですよね、他ほかの生徒と溝みぞを作らないためにも」

「あの子も色々あるのよ。今はそっとしておいてあげて？」

（こんのクソアマ……）

　遙が絶えず生なま温ぬるい微笑を維持しているのに対し、櫻の作り笑いはもう限界だ。明らかに引きつっている口元をそれでも吊つり上げ続けるのは、すでにプライドの問題だった。

（読み違えたな、いくらなんでもここまで効果があるとは。というかこれはもう弱みとかそういう次元じゃない。この過保護ぶりはどういう事だ……？）

　容易に破れそうにない、堅けん牢ろうな壁かべ。かと言って、ここで引き下がっては遙はるか相手に二連敗を喫した事になってしまう。

　勝負事において、勝ち分の半分は負ける、と自らに課す櫻さくら。そのルールは、勝負事の半分以上は勝つ、という大前提に則のつとってのものだ。ここでせめて一勝一敗に持ち込まなければ、櫻の野望に大きなケチがついてしまう事だろう。

「……琴こと宮みや先せん輩ぱいは、先生に頼まれた用事を他人に任せるような無責任な事を、しますか？」

　もはや櫻としても、表情を取り繕つくろう余裕などない。挑みかかるような笑みで、相手の性格を逆手に取って食い下がる。

　対する遙はと言えば、見事微笑を保ったままだ。というか実際のところ、遙は遙でその表情のまま固まってしまう程ほどに激げつ昂こうしているのだが。

「……どうしてあなたが、そこまで妹の事を気にするの？」

「だからそれは、谷たに岡おか先生に頼まれたから、」

「納なつ得とく出来ない。あなたは今、どう考えてもムキになってる。何が何でも妹と話さなければならない、そんな風に思ってるように見える。その理由は？」

　一年で生徒会長の座を得るための手段として、教師や生徒にいいところを見せ、さらに生徒会役員選挙の投票に使える生徒ポイントを効率よく獲かく得とくし、ついでにあなたの弱みを握るためです──などとは、絶対に言えない。

　では、この場で有用な口からでまかせとは何か？

　理屈を超えた説得力を持つのは、存外個人的な理由だ。中でも色恋沙ざ汰たは特に強力と言っていい。ならば琴宮彼方かなたに惚ほれている事にするか？　否いな、それは無理がある。彼方が不登校になったのは四月の半ばから。それ以前の櫻はクラス内で自分の位置を築くのに精一杯で、流石さすがに隣のクラスにまで気を回す余裕はなかった。つまり、実質櫻は彼方と面識がないのだ。その状態で「惚れている」などと口にしても、彼方と同じクラスである夏か凪なぎから突っ込みが入るかもしれないし、それでなくとも遙は絶対に納得しないだろう。せめて、もう少し二人の間に共通点でもあれば別なのだが──

（……二人の間に、共通点？）

　そこまで考えて、櫻の頭に天啓が舞い降りた。

　何な故ぜ彼方の事を気にするのか。その事にそれなりの説得力を持たせ、そしてにっくき遙への攻撃にもなり得て、しかもその後を上う手まく運べば、遙を手の平の上で転がせるようになるかもしれない、画期的なアイデア。

（イケる……これはイケる！）

　そこで俯うつむいたのは、もちろん浮かびそうになる笑みを隠すためもあるが、自分は只ただ今いま散々悩んでおります、という演出のためでもある。

「私が納なつ得とく出来る理由を言えたら、うちに来ていいわよ」

　その言葉で決意した、というように、櫻さくらは急に勢いよく顔を上げた。

「琴こと宮みや先せん輩ぱいのためです！　俺おれ、四月の定例会で初めて会ってから、先輩の事なんとなく気になってて……それで、この前の事とかあって、もっと気になり出して！　だから、先輩に少しでも近付きたくて、先輩の役に立ちたくて……」

　堰せきを切ったような、怒ど濤とうの告白である。櫻は、生まれて初めて異常に涙もろいという自分の体質に感謝した。顔面に血が集まり、目も充血し、潤うるんでいるのを感じる。これは到とう底てい演技には見えないだろう。しかも、朝方彦ひこ星ぼしと交わした会話が期せずして伏線になっているというタイミングの良さ。完かん璧ぺきだ。

「だからその、つまり……俺……俺は……！」

　ついニヤけてしまいそうになった口元を隠すため一度俯いて、頰ほおの筋肉を意識して操作する。その間まさえも効果的なタメとし、櫻は意を決したように顔を上げ、言った。

「俺、琴宮先輩の事が好きです！」

　予備教室に沈黙の帳とばりが下りる。

　夏か凪なぎはあからさまに眉まゆ根ねを寄せ、忌いま々いましげに櫻を睨にらんでいる。

　そして当の遙はるかはと言えば、櫻の突然の告白に動きを止め、目を丸くしていた。

（落ちたな）

　努めて真しん摯しな表情を保ったまま、櫻は自分の勝利を確信する。

　恋愛は、超常兵器だ。

　それは櫻の持論だった。櫻にとって恋愛とは、使いようによっては理屈を超えて状況を支配する事の出来る、ある種理り不ふ尽じんな『武器』だった。

（流石さすがに、頭から信じる事はしないだろう。そこまで愚おろかじゃないはずだ。警戒を完全に解く事もおそらく不可能……だが、心が全く動かないなんて事もあり得ない）

　何な故ぜなら、櫻は基本的に、女生徒にモテるからだ。

　成績優秀、容姿端たん麗れい。加えて努力家でありながら、それを鼻にかけない気さくな優等生。さらに一年生にして早くも生徒総会で校則を改善するという業績まで残している。実際、生徒会副会長である遙はそれを高く評価している。

　その櫻からこのような熱ねつ烈れつな告白を受けて、揺らがない心などあるはずがなかった。

　一いつ瞬しゆんの沈黙の後、遙は、ゆっくりとその表情を変化させる。

（あ）

　唐とう突とつに櫻は、朝方彦星から話を聞いた時に思い描えがいた、遙の人間像候補を思い出した。

　誰だれからも頼られ、それでいて誰の手も借りようとせず、一人で確実に仕事をこなす。それは一体、どんな人間か？

　献身的な、自己犠ぎ牲せい精神の持ち主か。

　前向きで積極的で、やや自己中心的な向上心の持ち主か。

　あるいは──

（ああ、そっちか……）

　そして櫻さくらは、自分の最悪の失策に気付く。

　次の瞬しゆん間かん、唐とう突とつな櫻の告白に、やっと遙はるかからの返事が返された。




「……はぁ？」




　──あるいは、全く他人を信用していないか。

　遙の瞳ひとみは、もう何も取り繕つくろう事なく、敵意を込めた視線を櫻に突き刺してきた。

「好き？　私の事が？　へぇ？　それはとっても嬉うれしいわ。どうもありがとう。で、今私に告白してどうするの？　話を戻すけど、妹に何の用？」

　口元は笑っていても、目はひどく冷めきっている。

　全く。完全に。完かん璧ぺきに。徹てつ頭とう徹てつ尾び。遙は櫻の告白を信じていなかった。

　さしもの櫻もこれには面食らう。頭から信じる事はないだろうし、警戒を完全に解く事も不可能だろう、とは思っていた。しかし、ここまで顕けん著ちよな拒絶反応は完全に予想外だ。

　再度確認する。自分の演技は完璧だった。加えて、櫻は極めて冷静な客観的評価として、自分の容姿が人並よりもやや優すぐれている事を確信している。そのための努力もしている。たとえ数度しか会った事がなく、全くもってそういう目で見ておらず、あまりにも唐突だったとしても、自分にあれだけの告白をされて爪つま先さきさえも揺らぐ事なく、あまつさえ敵意すら向けてくる、そんな女がいるとは、櫻は夢にも思った事がなかった。

「……いや……俺おれ、先せん輩ぱいの事が……」

「うん、それは聞いた。私の事、好きなのよね。じゃあ、私のお願い聞いてくれないかしら。妹の事、そっとしておいてあげてほしいの」

　重ねて言うが、遙は櫻の告白を全く信じていない。

　櫻には妹の彼方かなたに近付かなければならない何らかの事情があり、そのために自分を利用しようとしている──遙はそれを見抜いていた。否いな、正確に言うならばそれは根拠のない決め付けだったのだが、今回の場合はそれが完全に正解だった。

　にもかかわらず、それを噓うそだとは決して言わない。その方が都合がいいからだ。相手が自分の事を好きだと偽いつわるならば、それを逆手に取り、いくらでも事を有利に運ぶ事が出来る。

　──という遙の考えを、櫻も見抜いた。

　ここにきて、相あい上がみ櫻と琴こと宮みや遙は、ようやく相手に対する評価と態度を決めた。

（──こいつは、敵だ）

　櫻さくらはあえて真しん摯しな表情を作り、説得を続行した。無論、相手には通じないだろうと分かっての事だ。しかし、このまま遙はるかの言う通りに引くのは論外だし、かと言って今いま更さら「噓うそです、本当は妹さんが好きです」などと言えるはずもない。

　櫻が選んだのは、相あい上がみ櫻は琴こと宮みや遙に惚ほれている、という噓を貫つらぬく事だった。

　櫻の噓は、根拠があって見抜かれている訳ではない。ただ、遙が無条件で全く信じようとしていないだけだ。つまり、まだ騙だます余地はあるのだ。とは言え──

「いえ、先せん輩ぱい。俺おれはどうしても、先輩の力になりたいんです。妹さんの不登校は、絶対に妹さんに良い影えい響きようを与えません。でも、今ならまだ間に合います。人間関係の輪からはじき出されずに済みます。そしてそれは、身内の説得より同学年の友人の説得の方が、ずっとスムーズにいくはずです。妹さんのためを思うなら、どうか」

「相上君が私と妹の事を思ってくれるのはとっても嬉うれしいし、言ってる事も分かるよ。でも、こういうのって繊せん細さいで複雑な問題じゃない？　相上君は入学してまだ一ヶ月だし、彼方かなたとはクラスも違うんだから、まだ彼方の事をよく知らないでしょ？　大丈夫。そう遠くない内に、私が学校に行かせるから。そうしたら、ゆっくりと友達になってあげて？」

　互いに正論をぶつけ合っているように見えるが、これは話し合いに偽ぎ装そうされた否定のし合いという茶番だった。厄やつ介かいなのは、二人が互いにその事に気付いているという点である。そのため、相手を説得しようなどという気持ちは二人にはなく、要するに狙ねらっているのはただ一つ、相手の弾切れなのだ。

　相手より、一言でも多く理屈を述べた方が勝つ。これはそういう勝負だった。

「俺には、クラスの不登校生徒を登校させた実績があります」

「実績って、営業じゃないんだから」

「そうです、営業じゃない。大事な友人の事です」

「大事な？　先生に頼まれたとか、私のためって言ってたわよね？」

「どれも本当です。あらゆる要素が運命的なタイミングで重なっただけです」

「すごい偶然だねぇ、運命でなければ策略としか思えないくらい」

「後輩を信じてくれないんですか？」

「好きな人のお願いを聞いてくれないの？」

「先輩は、好きな人のお願いならなんでも聞くんですか？　意外と尽くすタイプなんですねぇ。まぁ、そんなとこも可愛かわいいですけど？」

「相上君は、好意を示してくれた相手の事は無条件で信じちゃうの？　意外と素直なタイプなのねぇ。まぁ、そんなとこも可愛いけど？」

「はは、うはは、うはははははははははは」

「ふふ、うふふ、うふふふふふふふふふふ」

　もはや物理的な火花が散っているのではないかと思える程ほどに壮そう絶ぜつに睨にらみ合っているのに、笑顔と、一応発言に相手への好意を挟はさみ込むのは忘れない。端はたから見れば馬ば鹿か馬鹿しい程の意地の張り合い、下らないプライドのぶつかり合い。

　そんな二人の舌ぜつ戦せんの様子を観戦し続けていた夏か凪なぎが、今にも舌打ちせんばかりの不機嫌な表情で口を開いた。

「……せんぱーい、もう無む駄だっすよ。そいつ、何言ったって聞きゃしませんって」

「……そうね、私もそう思ってたとこ」

「だったらホラ、てっとりばやくゲームで黙らせちまえばいいじゃないすか。幸い、ここはそういう同好会なんだし？」

「……ゲーム？」

　夏凪の言葉に、櫻さくらが怪け訝げんに眉まゆを顰ひそめる。
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（幸い、ここはそういう同好会。そう言えば、ここは一体何の同好会なんだ？）

「ゲーム……ゲームか。うん、それもいいかもね……というか、それがいいかも」

「でしょ？　なんなら俺おれが、そいつ潰つぶしますよ」

「ううん、やるなら私がやるわ」

　櫻を置いて、二人は勝手に会話を進めていく。中心人物であるはずの自分が無視されている形なのに加え、何かは知らないがそのゲームとやらで自分が負ける事が決定しているかのような会話内容も、櫻さくらをひどく不愉快にした。

「あの、何の話ですか？　というかそもそも、ここって何の同好会なんです？」

　やや詰きつ問もん口調になってしまった櫻に、しかし遙はるかの視線は幾分和やわらいだものとなる。なんとなれば、遙の逆げき鱗りんは、妹の事に限られるからだ。

「あれ、それは知らなかったの？」

「はぁ。看板も出てませんし」

「そうね、まぁ、変人が寄り集まって勝手に作った同好会だからねぇ」

　苦笑する遙に、先さき程ほどのような櫻への敵意は微み塵じんも窺うかがえない。やや気分の移り変わりが激しい面があるのは、意外と知られていない事だった。

「じゃあ、前から一度言ってみたかった事があるのよね」

　くるりとスカートの裾すそを翻ひるがえし、一回転してから気取って居住まいを正す遙。よく手入れされた絹糸のような黒髪が、しっとりとした軌跡を描えがいて追従する。それを夏か凪なぎが頰ほお杖づえをついて眺ながめている。からかうような半眼だが、その視線には温かいものが含まれていた。

　こほん、と芝しば居いがかった咳せき払ばらい。

「ようこそ、創作遊ゆう戯ぎ研究会へ！」

　耳慣れない、しかし漢字を当ててみればその活動内容がなんとなく推測出来る同好会名を、遙は何やら無性に嬉うれしそうに弾はずんだ声で口にした。両手を櫻に向かって広げており、顔には満面の笑みさえ浮かべている。

「……………………」

　櫻が何のリアクションも取らないでいると、遙の頰にやや朱しゆが差した。恥ずかしそうに編み込みお下げをいじりながら、口を尖とがらせる。

「……何か反応しなさいよ」

「……あ、すいません、ちょっと固まってました」

　櫻の戸惑いもむべなるかな、ついさっきまで親の仇かたきのように喧けん々けん諤がく々がくと言い争っていた相手が、一転して盟友を迎え入れるかのような微笑ほほえみを向けてきたのだ。冷静沈着なようでいてその実意外と逆境に弱い櫻にとって、一いつ瞬しゆんのフリーズも責められた事ではない。

「ええと、創作遊戯研究会、ですか？」

「そ。略して創そう遊ゆう研けん。活動内容は読んで字の如ごとく、自分達で新しい遊びを作る事ね。トランプとかオセロとか、身近にある物を使って独自のルールを作ったりして遊ぶの」

「なるほど……なんというか、お気楽な感じですね」

「まぁね。でも、それだけじゃないのよ？　既き存ぞんのアイテムを使って、全く新しいルールを作る。これって結構、発想力を鍛きたえるのに役立ったりするのよ」

　例えばトランプ。全部で五二枚（及びジョーカー）のカードだけで、数え切れない程の遊び方がある。ババ抜き、七並べ、大だい富ふ豪ごう、ポーカー……そのどれもが、全く同じ物を使いながらルールを異にし、それぞれが面白さに溢あふれている。

　既き存ぞんの物を使い、既存のルールに被かぶらないように、面白さ、公正さ、ゲームバランス……それらを考こう慮りよに入れながら全く新しいルールの遊び方を作る。なるほど、これは案外知的な活動かもしれない。と、櫻さくらは感心する。

「で」

　仕切り直すように、遙はるかは改めて櫻を睨にらみつけてきた。ただ、先さき程ほどのような剝むき出しの敵意は、ほんの少しだけ鳴りを潜ひそめている。

「正直に言う。私は、相あい上がみ君に妹に関かかわってほしくない。でも、相上君はそういう訳にはいかない。それでいいわね？」

「そうですね。先せん輩ぱいに認められたいですから」

　不敵な笑みでなお臆おく面めんもなく言い放つ櫻に、遙は失笑する。

「なかなか強情ねぇ、君も……まぁいいわ。とにかく私達は、お互いに引く気がない。でも、さっきみたいな言い合いじゃあ埒らちが明かない。じゃあどうするか？　という訳で……私の作ったゲームで、白黒つけない？」

「先輩の作ったゲームで？　それは──」

「分かってる。フェアじゃない、って言いたいんでしょ。でも大丈夫。まずこのゲームは、道具を一切使わない。人間が二人いればそれでいい。そして、ルールは極めて簡単。お互いに会話して、言ってはいけない事を言った方の負け。分かる？　つまり……」

「純粋に、口の上う手まさの勝負、だと？」

「それは人聞きが悪いわね。心理的駆け引きと話術の勝負、くらいに言ってくれない？」

「なるほど、口の上手さには自信がありそうですね」

「嫌いやな子。私そういうの、好きじゃないなぁ」

　上手い事揚あげ足を取ったつもりの櫻は、すぐに内心で舌打ちをする事になった。互いに噓うそだと理解しているとは言え、相手を好きだと言い張っている以上、相手に嫌われるような言動は形けい而じ下かだけでも慎つつしまなければならない。

「……冗談、冗談ですよやだなぁ。それで、そのゲームの細かいルールは？」

「じゃあ、説明するわ。まず、私がこのゲームにつけた名前は、『馬ば鹿かと天才ゲーム』」

「馬鹿と天才ゲーム……」

　なんともストレートな名前である。とりあえず、櫻は遙のネーミングセンスがいまいちだという事を知った。

「プレイヤーは二人。理想を言うと、ジャッジが一人。でもこれは、いなければいないで構わないわ。今回は、夏か凪なぎ君にやってもらっていい？」

「うぃーす」

「ありがとう」

　遙はるかと夏か凪なぎは親しげに笑みを交わし合う。僅わずかに疎そ外がい感かんを感じる櫻さくら。

「プレイヤーはまず、どっちが天才でどっちが馬ば鹿かをやるかを決める。これはジャンケンでもサイコロでもなんでもいいわ。ジャッジがいるなら勝手に決めてもいい。馬鹿と天才が決まったら、ジャッジの合図でゲーム開始。ジャッジがいないなら二人で同時に合図をする」

　とりあえず、質問は何もない。櫻は無言で先を促うながす。

「相あい槌づちを打ちなさい」

「……はい」

　無言で先を促されるのはお気に召さない遙だった。

「ゲーム開始と同時に、馬鹿と天才は自由に会話する。基本的にはそれだけのゲームよ」

「会話をするだけ？　具体的な勝敗は？」

「それは、馬鹿と天才によって条件が異なるわ。まず、馬鹿。馬鹿は、天才の言う事を絶対に理解してはいけない。納なつ得とくしてはいけない。会話中、天才の言う事に対して『なるほど』とか『分かった』とか言ったら、馬鹿の負けよ」

　説明はまだ半分だったが、それだけで残りの半分を理解するには十分だった。

「という事は、天才はその逆ですか」

「流石さすがに吞のみ込みが早いわね。天才は、馬鹿の言う事を絶対に理解しなければならない。納得しなければならない。会話中、馬鹿の言う事に対して『どうして』とか『分からない』とか言ったら、天才の負けね」

　なるほど、これはなかなか、単純でいて奥の深そうなゲームだ……早くも櫻の脳内で、このゲームの攻略法を探す試みが開始される。

「何か質問は？」

「一つ。馬鹿及び天才は、相手の言った事をどう理解したか、あるいは理解出来なかったか、それを説明する義務はありますか？」

「その義務はありません。馬鹿は天才の言った事がどんな当たり前の事でも、意味が分からないと言っていればそれでいいし、天才は馬鹿の言った事がどんなに荒こう唐とう無む稽けいな事でも、当然のように頷うなずいておけばそれでＯＫです」

「例えば天才が、１足す１は２だ、みたいな当たり前の事を言っても、馬鹿はそれを理解してはいけない？」

「知っている、と言うのはありです。理解出来ない振りをしても構いません」

　単純に考えれば、これはひどく難しいゲームに思える。否いな、簡単すぎる、と言った方がいいか。要するに、馬鹿は「意味が分からん」、天才は「その通りだ」と言い合っていれば、このゲームは簡単に千せん日にち手ての様相を呈ていしてしまうのだ。

　だからこそ、このゲームには口の上う手まさ……遙の言うところの『心理的駆け引きと話術』が重要となってくる。

「もう一つ。制限時間は？」

「それは、ジャッジかプレイヤーの二人が話し合って決めます。一分間くらいの短期決戦もあれば、無期限で何日も続ける事もあるのよ。そういった場合、廊下ですれ違う時も馬ば鹿かと天才として会話しなきゃいけないの」

　そうなったら戦略的にも幅が出てくるだろう……が、とりあえずそのような時間をかけてはいられない。それは両名とも意を同じくするところであり、今回は五分と決まった。

「負けるワードは、特定の言葉でなく、そのニュアンスを含む言葉全すべて？」

「正確に言うと、言葉でなくてニュアンスそのものね。馬鹿が天才に『おお』とか『へえ』とか言っても駄だ目め。天才は馬鹿に『え？』とか『は？』とか言ったらもう負け。あ、もちろん、聞こえなかったってニュアンスは別よ」

　質問を重ねる内に、櫻さくらの脳内にはぼんやりと定じよう石せきらしきものが見えてきた。だが、まだだ。あと少し足りない。

「最後に念のため。馬鹿が負けるのは、天才に対して理解及び納なつ得とくのニュアンスを見せた時。天才が負けるのは、馬鹿に対して疑問及び不可解なニュアンスを見せた時」

「はい」

「この他ほかに負ける条件はないんですね？　後は完全に自由に会話してＯＫ？」

「ＯＫです。好きなように会話を楽しんで下さい」

　この時すでに、櫻は九割方勝てると踏んでいた。

（後は、タイミングの問題だ）

「他に質問は？」

「いえ……大体、理解しました」

「よろしい。それじゃあ夏か凪なぎ君、ジャッジをお願い出来る？」

「りょーかい」

　間延びした返事をすると、夏凪は別の机に置いてあった大きな箱をあさり、中からストップウォッチを取り出した。創そう遊ゆう研けんの作った遊びには、時間を計る必要のあるものもいくつか存在する。この『馬鹿と天才ゲーム』もその一つだった。箱の中には他にも、トランプ、オセロ、将しよう棋ぎなど、様々なゲームをするための道具が詰め込まれている。

「で、どっちが馬鹿でどっちが天才？」

　こう聞かれると、心情的にはどうしても天才を選びたくなるが、櫻がとりあえず分析した事は、このゲーム、天才の方がやや不利なのではないか、という事だった。

　その分析は、むろん遙はるかの方でもとっくに終了済みである。しかしそれでいて、遙は天才には天才のメリットがある事を理解していた。そのメリットは、初心者にはなかなか気付き難にくい、という事も。

　なので、このように言えば──

「相あい上がみ君は初心者だから、好きな方を選んでいいわよ」

「……じゃあ、俺おれは馬ば鹿かの方で」

　多少頭の巡まわる者なら、十中八九『馬鹿』を選ぶのだ。

　それが罠わなだとも知らずに。

「流石さすがね。じゃあ、私は天才で我慢するわ」

　櫻さくらがその程度の口くち三じや味み線せんで油断するような相手ではないと遙はるかも分かっている。その発言は、遙の心理的余裕の表れだった。

「じゃーいくぜ。五、四、三、」

「あーっととと、ちょっとだけ待ってもらっていいか」

　問答無用でカウントダウンを始めた夏か凪なぎを、櫻は慌あわてて手を振り止めた。ここでいきなり始められては、九割の勝率が五割程度にまで落ちてしまう。

「なんだぁ？　もう質問はねぇんだろーが？」

「こっちは初めてやるんだぞ。心の準備くらいさせてくれよ」

　もちろん、必要なのは心の準備などではなく──

「それはそうね。じゃあ、相上君が合図したらカウントダウン開始。夏凪君、いい？」

「へーへー」

　そうしてまんまと手に入れた若じやつ干かんのブレイクタイム。その間に、櫻は誰だれに知られる事もなく、準備万端整えた。

「……ＯＫ、始めてくれ」

　机を挟はさみ、向かい合って座る櫻と遙。

「んじゃ今度こそいくぜ。『馬鹿と天才ゲーム』、五、四、三、二、一」

　その正式な勝負となる第一戦の火ひ蓋ぶたが──

「スタート」

　切って落とされた。




　　　　　五




　──馬鹿と天才ゲーム。

　櫻は考える。

　このゲームは、ルールそのものはひどく単純だ。

　俺は今回、馬鹿をやる。相手の言う事に対し、決して理解や納なつ得とくをしてはいけない。

　ならば、採るべき戦略は簡単で、とにかく何を言われても、なんだそれ、分からない、という風に言っておけばいい。それで決して負ける事はない──




　──と、初心者はまず思う。

　遙はるかは考える。

　実はその思考が、第一の罠わなだ。

　このゲームの本質を、『言ったら負け、言わなければ負けない』だと考えた者は、十中八九負ける。

　そうではない。このゲームの本質は、そうではなく──




　──『言わせれば勝ち』、だ。

　櫻さくらは考える。

　言わなければ負けない、というのは単なる前提条件に過ぎない。言わせなければ勝てず、勝てなければ負けるのみ。そこを決して勘かん違ちがいしてはならない。

　では、相手にどう負けニュアンスを言わせるか？

　この点で、馬ば鹿かは天才よりも有利に思えた。

　馬鹿はとにかく好き勝手に滅め茶ちや苦く茶ちやな事を喋しやべっていれば、うっかり天才が負けニュアンスを口にする事はあるかもしれない。それに対し、天才はそうはいかない。天才が好き勝手に滅茶苦茶に喋っても、馬鹿は意味が分からなければ決して負けない。天才はあくまでも、馬鹿に理解させ、馬鹿を納なつ得とくさせなければならないのだ。

　つまり、技術的には天才の方が高度なものを要求されるのではないか──




　──その推察は、間違ってはいない。

　遙は考える。

　例えば天才がいきなり「１足す１は２なんだよ！」などと言っても、流石さすがにそんな発言に対して「おお、なるほど！」などと言う馬鹿はいない。

　かと言って、例えばフェルマーの定理の解き方を懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明したところで、今度は本当の意味で理解されないだろう。では、天才が勝つ方法とは何か。

　一つにはそれは、雑学知識や屁へ理り屈くつの類たぐいだ。

　例えば、スズメは何な故ぜ電線に止まっても感電しないのか。

　例えば、アキレスは亀かめに追いつけるのか。

　簡単すぎず、難しすぎず。そういった不可解で魅み力りよく的な謎なぞをまず提示してやる。馬鹿は理解出来ない分には一向に構わないのだから、それでそれでと続きを聞いてしまう。

　そして、その説明に相手を夢中にさせ、ゲームの事を忘れさせるのだ。

　そうなれば、後は不可思議な現象の意外な真相を示してやるだけだ。油断しきった馬鹿は、思わず「おお、なるほど」と口にしてしまう。天才の勝ちだ──




　──と、そんなところが、天才側の定じよう石せきだろう。

　櫻さくらは考える。

　しかし、その戦略には付け入る隙すきがあるように思える。

　相手が、例えば興味深いパラドックスの説明を展開していたとしよう。

　相手側は、こちらを引き込むために用意したご自慢のエピソードを自信満々に語って聞かせるだろう。

　その最中だ。いつでもいい。どこでもいいから、相手の説明の途中で唐とう突とつに「いや、それは間違ってないか？」などと言ってやればいい。

　デタラメでいいのだ。何な故ぜなら、こっちは馬ば鹿かなのだから。理解出来ない分には一向に構わないのだから。

　そうすれば、わざわざ用意したとっておきのエピソードに唐突に突っ込みを入れられた天才は、ついうっかり「何が間違ってるんだ？」と聞いてしまう。つまり、馬鹿の言った事を理解出来なかった事になる。馬鹿の勝ちだ──




　──と、そこまでは、辿たどり着くかもしれない。

　遙はるかは考える。

　初心者でそこまでの考えに至る者はなかなかいない。が、相あい上がみ櫻は、おそらくだがこういう理屈の支配するゲームに強い。

　どちらでもいい。櫻がそうであってもなくても。

　そこまで辿り着けない程度なら問題なく勝てるだろうし、そこまで辿り着けたのなら、そのせいで櫻は負けるのだから。

　こちらの説明に、馬鹿が「いや、それは間違っている」と指摘したとする。

　それは取りも直さず、その馬鹿がそれまでの天才の説明を正しく理解していた、という意味になるのだ。理解していたからこそ反論出来るのだから。

　このゲーム、実際に理解しているか否いなかはどうでもいい。とにかく、理解していたようなニュアンスの事を言えば、馬鹿は負けなのだ。




　つまり、俺おれの採とるべき戦略は──

　つまり、私の採るべき戦略は──




　──ここまでの櫻と遙の考察は、全すべて、夏か凪なぎによるカウントダウンが終わるまでに行われたものである。

　夏凪のスタートの声と同時に、機先を制したのは遙。

　そして、その時にはすでに、櫻のミニッツが発動して二〇秒が経過していた。

「ねぇ、２足す４と２かけ３って、同じ答えにならないわよね？」

「は？　何意味分からない事言ってるんですか？」

　まぁ聞いてよ、それはつまりね──そう続けようとした遙はるかよりも早く、櫻さくらは懐ふところに隠していた刀を抜いて一気に斬きりつけた。

「そんなの当たり前じゃないですか」

　さも当然、というような顔をして答える櫻。遙は一いつ瞬しゆん混乱する。

　今自分は、２足す４と２かけ３が同じ答えにならない、と言った。それが当たり前のはずがない。そして、思った事が短絡的に口から流れ出るのを、遙は止められなかった。

「え、なんで……あ」

　遙の表情が、固まった。

　対して櫻の表情は、こらえきれないように笑みの形に歪ゆがんでいく。

　夏か凪なぎはしかめっ面つらになり、投げやりにストップウォッチを止めた。

「……今のは、お前の勝ちなんか？」

「どうかな。俺おれはそう思ってるけど、先せん輩ぱいに聞いてみないと」

　話が振られると、遙はなんとか立ち直り、しかししばらく額に親指と人差し指を当てて考え込み、ようやっと顔を上げた。

「……天才の発言に対して、そんなの当たり前って言うのは、理解じゃないかしら？」

「ルール説明の時に聞きましたよ。知っている、と言うのはあり。つまり、理解や納なつ得とくはＮＧでも、既き知ちはＯＫ。当たり前って言うのは既知でしょう」

「…………………」

　納得出来ない……訳ではなかった。遙は、櫻の言い分が正しいと認めていた。

　なので、今の遙の心中はただ一つ。自分の迂う闊かつさのせいで、この男を妹に会わせなければならなくなってしまったという悔かい恨こんだけだった。何を企たくらんでいるのか分からない、この男を。

　対する櫻は、自分の作戦が大当たりした事にご満まん悦えつだった。

　夏凪のカウントダウンを遅らせたあの時、櫻は腕時計の秒針を確認すると同時にミニッツを発動させ、遙の思考を読んだ。つまり、櫻はゲーム開発者による攻略法をカンニングしたのだ。

　そうして組み立てた戦略は見事にクリティカルヒット。ゲーム開始前、櫻が勝つ事など全く考えていなかったであろう遙と夏凪が揃そろって渋じゆう面めんになっている。

　はっはっは、ざまぁみろ、思い知ったか。心の中で大笑する櫻。

「……随ずい分ぶんと楽しそうねぇ相あい上がみ君。好きな女を負かしたのがそんなに嬉うれしい？」

「……男が常に一歩先を歩いてれば、女は追いかける幸せを持てるでしょう？」

「まぁ素敵、相上君ってば男らしいのね。旧きゆう態たい依い然ぜんの男だん尊そん女じよ卑ひ思想が眩まぶしいわぁ」

「先輩こそ、背伸びいっぱいの似え非せフェミニズムがかわいらしいですよぉ」

「ふふ、うふふ、うふふふふふふふふふふ」

「はは、うはは、うはははははははははは」

　……などと、じゃれ合っている場合ではなかった。

　櫻さくらの脳内時計では、ミニッツ発動よりもう五〇秒が経過しようとしている。

　あと一〇秒でこの場を去り、トイレの個室に駆け込まなければ、厄やつ介かいな事になる。

「じゃあ先せん輩ぱい、今日、お宅にお邪じや魔まさせてもらいます。また後で」

　早口で言い、踵きびすを返し教室を出ようとする櫻。

　その腕を、夏か凪なぎががっしりと摑つかんでいた。

「待てよ。俺おれとも遊んでいこうぜ」

　夏凪は、怒っていた。

　遙はるかとの心安らかなひと時にいきなり乱入してきて、遙との時間を奪うばった挙あげ句く、夏凪をそっちのけにしてよく分からないままに遙の家に行くなどと言う櫻に。

（そんなのは……俺が許さねぇ）

　怒りと使命感に燃えている夏凪。しかし、櫻はまさしく、それどころではなかった。

　五五秒。あと五秒で、一分間の絶対時間が終わる。

「ちょっ……離せよ、今お前と遊んでる暇ひまなんてないんだよ……！」

「つれねぇ事言うなよ、あぁ？　てめぇちょっと勝手やりすぎだ」

「ちょ……ちょっと夏凪君、乱暴な事は……」

「いいから離せって！」

（ああ……あと三秒……二秒……一秒……！）













　　　第三章　タイムリミット
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　──そして、櫻さくらの『ミニッツ』発動より、一分が過ぎた。

　夏か凪なぎの手を振り解ほどこうとしていた櫻が、唐とう突とつに表情をこわばらせ、ぽつりと呟つぶやいた。

「やばい」

　その呟きを耳にして、夏凪は訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめた。夏凪が摑つかんでいる櫻の腕から、まるで電源が落ちたかのように抵抗が消える。

　そこへ遙はるかが割って入り、夏凪の手を摑んで櫻を解放させた。

「夏凪君、ケンカしちゃダメ！」

「え？　ああ、いや、別にケンカとかじゃないっすけど……」

　遙は、櫻の異常に気付いていないようだった。先さき程ほどまでの態度はどこへやら、気き遣づかわしげに櫻の肩に手を添えてその様子を窺うかがう。

「ごめんね相あい上がみ君、大丈夫？」

　やめろ、今の俺おれに話しかけるな。それは、櫻の心の声のはずだった。

「やめろ、今の俺に話しかけるな」

　しかしその思考は、櫻の意志とは関係なく、自動的にその口から発音された。

「え……？」

　櫻の突然の豹ひよう変へんに、遙が眉根を寄せる。

　遙は生徒会の現副会長であり、櫻は次の生徒会長を狙ねらっている。ならば、なるべく印象を悪くするべきではない。確かに今現在ですでにあまり良い印象は持たれていないのだが、それには遙のプライベートが絡からんだ特殊な事情がある上に、半分以上は売り言葉に買い言葉というお互い様な状況下での事だ。仮にも自分を心配する上級生に対し、敬語も抜きで突っぱねるというのは、それとは次元の違う愚ぐ行こうである。

　しかし、今の櫻にそんな事を考こう慮りよするのは不可能だった。

　一分間の絶対時間が終わってしまった。しかも人前で。

「人前で反動だと？　冗談じゃないぞ、全部聞かれちまうじゃないか……」

　聞かれたくなければ喋しやべらなければいいのに、今の櫻にはそれが出来ない。

　櫻は、それでも反射的に脳内カウントを一度リセットし、再度脳内時計で一分間の計測を始めた。そして数えながらも、必死で外界から意識を遮しや断だんしようと試みる。喋ってはいけない。人の声を聞いてはいけない。何も考えるな、あと一分間は。

「喋しやべるな、聞くな、考えるな……」

　考えている事の全すべてを口から垂れ流しながら、櫻さくらは予備教室を出ていこうとする。余計な事は考えないように、数だけを強く頭に思い描えがく。拳こぶしを握り締める。口を引き結び、目を不必要に見開いて、息いき遣づかいも荒くしている。

「……相あい上がみ君？　どうかしたの？」

　ここへきてやっと、遙はるかも櫻の異常に気付いた。心配そうに声をかけるが、櫻は振り向きもせずに声を荒げて、それでも思った事を正直に答えてしまう。

「トイレに行きたいんだよ！　一人になりたいんだ！　絶対ついてくるなよ！　くそっ、二〇か？　二一……二二……」

　取り乱した様子で数を数えながら、櫻は教室を出る。

　数秒後、教室の中から「つっ……ついていく訳ないでしょうがーーーっ！」という怒りと恥じらいに満ちた遙の叫び声が聞こえてきたが、櫻は努めてその一切を無視し、せいぜい平然を装よそおって早足でトイレへと向かった。

　二階の予備教室を出ると、東階段に向かって家庭科室と被ひ服ふく室を過ぎた向こうにトイレがある。ゆっくり歩いても一〇秒もかからない距離だ。脳内カウントは現在二五秒。

　とにかく一人になる事。それしか考えていなかった櫻は、急いでトイレに駆け込んだ。一階のトイレとはやや造りが違う事に一いつ瞬しゆん戸惑ったが、ノックをする事もなく、一番手前の個室に入ってドアを閉め、鍵かぎをかける。

「失敗した……いや、あのくらいなら大丈夫か？　ミニッツの事は何も話さなかったはずだ。そうだよな？　あの能力の事がバレたら、全部おしまいだぞ……心を読む能力なんて、人に知られたら誰だれも近寄ってこなくなる……というか、誰も来ないだろうな……頼むから、来ないでくれよ……こんな事、聞かれる訳には……」

　聞かれたくないのならば、声に出さなければいい。

　それは、無理なのだ。今の櫻には。




　櫻が小学六年生の時の話である。自分の能力についてまだよく理解出来ていなかった頃ころ、櫻は自分のクラスに気になっている女の子がいた。その理由は単純で、クラスで一番その子の胸が大きかったからだ。その子は他ほかの女子と比べて発育が良く、男としてそういう事に興味の出始めていた櫻には、その胸は非常に魅み力りよく的なものに見えていた。

　実を言うとその女の子は、自分の女としての魅力が周りに比べて抜きん出ている事を本能のレベルで理解しているタイプで、ある日どういった流れからか、彼女に好意を持っている男子生徒数人を集め、自分のどこが好きか、と問いかけた事があった。

　その場にいた少年達は、ここぞとばかりにその女の子を褒ほめ称たたえたが、恥ずかしさと軽けい蔑べつされる事への恐れとで、彼女の胸の大きさに言及する者は誰一人いなかった。

　ここで焦あせったのが櫻さくらである。周りの男子が皆、性格や仕草などの魅み力りよくばかりを挙げ連ねるのを聞き、もしや彼女の胸の大きさに惹ひかれているような不ふ埒らち者ものは自分だけなのではないか、と不安になったのだ。

　その時櫻はすでに、自分がその気になれば他人の心を読む事が出来る、という事をなんとなく分かっていた。そこで、自分だけが人並み外れたエロスっ子なのかを確かめるべく、隣にいた同級生にミニッツを使ったのだ。

　結果、当然というか何というか、その同級生も本心では「やっぱりおっぱい！」と思っていた事を知る櫻。それを口にしたら嫌われてしまうだろうと思い口には出さないのだという事も知り、よし、自分もその事は言わずに何か違うところを褒ほめよう、と決めた。

　さて、そしてその女の子がいよいよ櫻に「あなたは私のどこが好き？」と聞いてきたその瞬しゆん間かん、不幸にも、一分間の絶対時間が終了した。

　櫻は、一瞬も迷う事なく、明めい瞭りように答えた。

「やっぱりおっぱい！」

　……以降、卒業するまでその子には口も利きいてもらえなかった櫻だが、男子達の間で、それは勇者の偉業として永らく語り継がれる事となった──

　つまり、櫻の『ミニッツ』とは、そういう能力だった。

　一分間だけ他人の心を読めるという絶対時間を支配出来る代わりに、次の一分間は自分の心の声が全すべて口に出てしまう。

　その一分間の事を、櫻は『反動』と呼んでいた。




「五七……五八……五九……六〇」

　二分を数え、櫻は目を開いて腕時計の秒針を確認する。ミニッツ発動より二分一八秒が経過。やや誤差が大きすぎる。人前でミニッツの反動がきてしまい、動揺してカウントが狂ってしまった。ミニッツを使う時の退路の確保はやはり何よりも大事だと、櫻は再認識する。

　冷静になった頭で先さき程ほどの出来事を反はん芻すうする。自分の異常な様子を誤ご魔ま化かせたはずはない。だが、幸いにも致命的な事は口に出していない。相手の印象に最も残っているのは「トイレに行きたい、一人になりたい、ついてくるな」という事だろう。それでも十分におかしな発言だが、ミニッツの事を聞かれてしまうよりはずっとマシだ。

　勝負に勝った以上、今日この後で自分は堂々と琴こと宮みや彼方かなたに会いに行ける。しかし当然、それを放置する遙はるかではないだろう。自分と彼方の面会は遙の立ち会いの下もとになるはずだ。その状況で上う手まく彼方と話が出来るのか、それ以前に、遙からさっきの狂態について追及があったらどうかわすか……腕時計の秒針を無意味に見つめながら、思考を廻めぐらせる櫻。




「ちょっといいかいそこの君」




　そこへ突とつ如じよ、頭上から女の声が降ってきた。

　男子トイレの個室にいるはずの櫻さくらの頭上から、である。

　一体誰だれだ、と考える暇ひまもなかった。反射的に顔を上げると、個室の扉の上から、櫻の見知らぬ女生徒が顔を出していた。懸けん垂すいの要領で身体からだを引き上げ肘ひじをかけ、両腕を組んだ上にその豊満な胸をのしっと載せて体勢を安定させ、櫻を見下ろしてくる。

「……なんと……たわわな……」

　さっぱり状況が理解出来ない櫻は、無表情のままとりあえず健全なる男子高校生として、はちきれんばかりに強調されたその一部分を凝ぎよう視しする。反動の余よ韻いんでも残っていたのか、言わなくてもいい正直な感想を口に出してしまっていたが、それが自分の胸の事だと気付いた女生徒は嫌いやな顔をするどころかむしろ楽しそうな笑みを浮かべ、さらに見せつけるように胸を挟はさみ込んだ腕を寄せた。

「ふむふむ、なるほど……放課後、トイレの個室で、便器の蓋ふたを開けずに、そこに座って何やら物思いにふける一年生男子、と」

「……………………」

「水を流した様子もなし。臭においもしない。その事から、トイレの個室を本来の目的で使用していないのは明白である。では、一体何をしているのか」

「……………………」

「考えられる可能性はいくつかある。その中で最もありふれたものは、入学から一ヶ月経たってもクラスに馴な染じめず、どこか仲間外れな雰ふん囲い気きに悲観を覚え、こうやって放課後のトイレで泣き濡ぬれているというもの──しかしこれは、君の頰ほおに涙の跡がない事から否定される」

「……………………」

「いや待てよ？　例えばクラスに馴染めず孤立するなんてのはもう慣れっこで、ただ単にいつものように誰にも邪じや魔まされない場所で心穏おだやかな時間を過ごしてた、とかかな？　どっちにしても悲しい話だねぇ。あたしまで泣きたくなってきちゃったよ」

「……………………」

「で──君、何やってんの？」

「こっちの台詞せりふだぁぁぁぁぁ！」

　やっと我に返った櫻が思わず上げた叫び声が、トイレの壁かべに反射して幾いく重えにもこだました。

「おまっ、ここ、男子トイレ！　何やってんの!?　俺おれの後つけてきたのかよ!?　俺が本当に用足してたらどうするつもりだったんだよ！　っつーか誰!?」

　櫻にしては珍しく、混乱に任せてまくし立てる。そんな櫻に、謎なぞの女生徒は冷静に、説き伏せるように語りかける。

「うん。君は三つ間違っている」

「はあ？」

　思いっきり眉まゆ根ねを寄せて聞き返す櫻さくら。それに怯ひるんだ様子もなく、女生徒は指を一本立て、流れるように言葉を続けた。

「まず一つ。あたしは君をつけてきたんじゃなくて、君より先に隣の個室にいただけ」

「余計悪いじゃねぇか!?　なんで男子トイレに入ってるんだよ！」

「次に二つ。君が本当に用を足してたら音がするはずだから、流石さすがにそれが終わるまでは覗のぞかない」

「終わったら覗くのかよ!?　っつーかだからそんな問題じゃねぇ、ここは男子トイレだ！」

　一体何なんだこの女は。変態か、変態なのか。痴ち女じよなのか。そろそろ本気で恐怖を覚え始めた櫻に対し、女生徒は三本目の指を立てる。

「そして三つ。壁かべを見てごらん」

「え？　……あ？　なんだこれ……」

　示されて目を向けた先には、何やら見慣れぬ長方形のスピーカーらしき物が取り付けられていた。

　そこに書かれている文字を、櫻はたどたどしく口にする。

「……ＯＴＯ、姫？」




　ＯＴＯおと姫ひめ、とは──

　一九八八年に国内最大手の衛生陶器メーカーから発売された、トイレ用擬ぎ音おん装置の登録商標である。センサーに手をかざす事でスピーカーから水の流れる音を発生させ、排はい泄せつ時に発する恥ずかしい音を誤ご魔ま化かしてくれる、主に女性用トイレに設置されている音おん響きよう装置だ。

　つまり──

「そこのセンサーに手をかざしてごらん」

「はぁ……」

　四角いセンサー部に手をかざすと、水の流れる音が聞こえてきた。

「それはね、水が流れる音だけを出す機械だよ」

「何それ、なんの意味があるの？」

「女の子はデリケートなんだよ。その辺分かってあげないと嫌われちゃうよ？」

「はぁ……」

　男子の知らない女子トイレの秘密は、高校一年生が知るにはまだ早いようだった。

「だからね、ここ、男子トイレじゃないの」

「……………………………………………………………………………………は？」

「ここ、女子トイレだよ」

「……いや、そんなはずは……俺おれ、確かに手前の方のトイレに入ったと……」

「あー、そっか、知らないのか」

「え？」

「あのね、うちの学校ね、一階だけ男子トイレと女子トイレの位置が逆なんだよ」

「なんでだよ!?」

「知らないよ」

　一階は、教室側に男子トイレがあり、階段側に女子トイレがある。が、二、三階だと何な故ぜかそれが逆になっているのだ。取り乱していた事もあり、櫻さくらはそれに気付かなかった。

「じゃあ……俺おれは今、本当に、女子トイレに……？」

「うん」

「ああああああああああああああああああああ」

　相あい上がみ櫻、小学生の時の「やっぱりおっぱい」発言に次ぐ、人生二度目の大失態であった。

「ところでさぁ、なんか面白そうな話してたよねぇ」

　にんまりと笑い、女生徒はねちっこい視線を櫻に向けてくる。

（そうだ……この女、なんて言った？　俺をつけてきたんじゃなくて、俺より先に隣の個室にいた……だと？　それはつまり……）

　全部、聞かれていたという事だ。

「弁護士を呼べ！」

「うるさい。あと疲れた。鍵かぎを開けなさい、冷静に話し合おうじゃないか」

　言いながら女は扉から飛び降りる。鍵を開けるか開けまいか悩んだ櫻だが、鍵を開けない事で謎なぞの女が立ち去ってくれるとも限らないし、いつまでも鍵を閉めたまま女子トイレに立て籠こもっている訳にもいかない。やや躊ちゆう躇ちよしつつも鍵を開ける。

　そして扉を開け、ずんずんと進み、扉を閉めた。謎の女が。

「何故入ってくる!?　そして何故閉める！」

「返答その一、君と話がしたいから。返答その二、誰だれにも見られたくないから」

「だからと言ってトイレの個室で密会はイヤすぎる！」

「まあまあまあまあお構いなくね」

「なんだよおま……あー……」

　お前、と続けようとした櫻の口があやふやに閉ざされる。目の前の女生徒が履はいている上履きのラインの色が緑だったからだ。自分が履いているのは赤。三年生は青。つまり、目の前の謎の女生徒は、二年の先せん輩ぱいなのだった。流石さすがに先輩相手にお前はない。

（というか……厄やつ介かいな事になった……）

　それで少し冷静さを取り戻した櫻は、やっと女生徒の容よう貌ぼうを観察する余裕が出来た。

　身長は櫻より五センチ低い一六〇センチ。緩ゆるく波打つライトブラウンの髪は腰まであり、くるくると外にはねた前髪の下には強きよう烈れつな好奇心の光を宿すぱっちりとした瞳ひとみ。そして男の浪ロ漫マンが特盛りで詰め込まれた自己主張の激しいお胸が、目にも鮮やかな緑色のスカーフを押し上げている。穂ほ尾お付づき学園女子制服のスカーフは赤と決められているのだが、彼女は自分により似合う色というものを知っており、独自に調達した校則違反のスカーフを身に着けているのだった。

「あたし、二年一組の相あいヶが瀬せ茉まつ莉り。君の名前も教えてくれると嬉うれしいな」

　人ひと懐なつっこいその笑みに、櫻さくらもとりあえず警戒心は押し隠して素直に答える。

「ああ、えっと、一年一組の相あい上がみ櫻です」

「さくら君？　へぇ、男の子なのに珍しいね」

「まぁ、よく言われます」

「あいがみは、相談の相に上？」

「はい」

「あたしの名みよう字じの相ヶ瀬も、相談の相なんだよ。しかも次の『が』まで同じなんて……あたし達、もしかしたら相性がいいんじゃないかな？」

「はは……光栄です」

　心ときめく台詞せりふの内容とは裏腹に、何な故ぜかニヤリといやらしい笑みを向けてくる茉莉に対し、櫻は作った苦笑で返す。内心では「なんだこのアホ女は」と思っているが、上級生との繫つながりを作るチャンスは貴重である。この状況であまり多くは望むべくもないが、今後のためにも悪印象は与えないようにしなければならない。

（……まぁ、そもそも出会いが最悪だった訳だが……それに関しては、特に気を悪くした様子もないし……）

　その考え通り、茉莉は気を悪くするどころかむしろ機嫌が良さそうにぐっと親指を立てる。

「やだなぁ、敬語とか使わなくていいって。君、見てて楽しかったよ！」

「それはどうも。そして失礼します」

「ちょまちょまちょま。そんな逃げるように出てかなくてもいいじゃん。あたしは、あなたの人生の物語におけるヒロインかもしれないよ？」

「あり得ん！　そしてこんな状況でテッド・チャンの書名を出すな！」

「わお、その突っ込みは予想外だわ。もしかして読書家？」

「まぁ、多少は人より読んでるかもしれませんけど……」

「あたしは読んだ事ないけどなっ！」

「威い張ばるなっ！」

「あ～いいわ、君の突っ込み、クセになりそう……」

「極めて誤解を招きやすい発言はやめて下さい」

「そんな誤解だなんて、あたしと君の仲じゃない」

「どんな仲ですか」

「二人で女子トイレの個室に入った仲」

「……やばい、何一つ噓うそがない」

「ね～。あたしと君はもう、ただならぬ仲なんだよっ！」

　満面の笑顔で馴なれ馴れしく櫻さくらの肩を抱だいてくる茉まつ莉り。その柔らかい感触に負けそうになる煩ぼん悩のうを吹き飛ばすためにも櫻は大げさな溜ため息を一つつき、茉莉の手から逃れながら再び便座の上に腰を下ろした。ついでにここはお約束の流れだろうと口を開く。

「先せん輩ぱいはもうちょっと言動に気を付けるべきです」

「なんで？」

「俺おれが悪い男だったらどうするんですか。今ここで襲おそわれても自じ業ごう自じ得とくですよ？」

　──ここからは、櫻の脳内妄もう想そうである。

『君は、良いい人だね』

『は……？　なんでそうなるんですか？』

『本当に悪い人は、自分からそんな事言わないよ』

『…………』

『だから、君は良い人』

　──だいたい、そんな流れを櫻は想定していた。

　しかし現実は奇なり。茉莉は目を細め、蠱こ惑わく的な笑みを櫻に向ける。

「あたし……無理矢理とかって、嫌いじゃないよ？」

「ビッチだ！　乱れる若い性の権ごん化げがここに！」

「君は若いのに意外と堅かたいんだねぇ」

　表情を一変させ、茉莉は呵か々かと笑う。からかわれた事に気付き、櫻は頰ほおを引きつらせながらもかろうじて笑ってみせる。手玉に取るつもりが取られてしまった。せめて悔くやしげな顔を見せない事が櫻の最後の抵抗だった。

「で、話を戻すんだけどさ、さっきのって、何の話？」

　改めてそう聞かれ、櫻は返答に詰まる。

（……どこまで聞かれてたんだ？　というか、俺は何を喋しやべったんだ？）

　絶対時間の反動の間に口にした事は、櫻本人の記憶に残り難にくい。ほぼ無意識の状態で自動的に喋っているため、何を喋ったかがよく分からなくなってしまうのだ。

　焦あせった顔で黙り込んでしまう櫻。未いまだ座ったままのその肩に這はわせるように手を載せ、茉莉は上半身を屈かがめて顔を寄せる。間近に迫るその目と唇くちびるが、挑発的に妖あやしく笑っている。

「なんかさぁ、心を読む能力？　とか言ってたよね？」

　櫻の耳に熱い吐息がかかる。くすぐったいのに加えて、背筋に走る若じやつ干かんの快感。思わず首をすくめてしまう。なんでこの女のやる事はいちいちエロいんだ──と、櫻の頭はのぼせ気味になりつつあった。いけない、色香に惑わされるな──必死にそう言い聞かせる。

「とりあえず、あたしも座っていいかな」

「座るったって……」

　便座の上はせいぜい一人しか座れない。どちらかに避よけて半分ずつ座るというのも、逆に疲れてしまうだろう。仕方ないので立とうとした櫻さくらの膝ひざの上に、跨またがるように茉まつ莉りの臀でん部ぶが押し付けられた。
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「……………………」

　跨るようにと言うか、跨っていた。

「お話、しよ？」

　そして櫻の首の後ろに両手を回し、上うわ目め遣づかいで小首を傾かしげる茉莉。

（エロい！　この人エロい！）

　相あい上がみ櫻、高校一年生。相手など誰だれでもいい程ほどに、性的なあれこれに興味のあるお年とし頃ごろ。加えて今自分の膝の上に跨っている相あいヶが瀬せ茉莉、美人な上に胸も大きい。太ふと腿ももは柔らかく温かく、吐息がかかる程近くにある唇くちびるはしっとりと潤うるおっていてああああああああああ。

「それで？　櫻君は、もしかしてテレパシーとかが使えちゃったりするの？」

「……そんな訳ないじゃないですか。相ヶ瀬先せん輩ぱいは、そういうの信じてる人ですか？」

　色香に惑い、何の芸もない言い逃れになってしまうが、茉莉は全く気にした様子はない。

「あいがせせんぱい、とか呼び難にくいでしょ。舌嚙かんじゃうよ。茉莉でいいよ。敬語もなし」

「……茉莉先輩は、超能力なんて信じるんですか？」

　呼び名だけを修正する。『相あいヶが瀬せ先せん輩ぱい』が言い難にくいのはその通りだった。敬語を使わずに話すというのも悪くはなかったのだが、まだ相手の立ち位置が摑つかめない内から、下へ手たに距離を縮める事を櫻さくらは良しとしなかった。

　敬語のままを貫つらぬく櫻の姿勢にやや不満げに口を尖とがらせながらも、茉莉はその問いに答えようとする。

「んー……」

　どう答えたものかと、人差し指を口に当てて首を傾かしげ、視線を斜め上に向ける。そんな仕草の一つ一つがコケティッシュな魅み力りよくを生み、見ている者をさらに魅了する。狙ねらっているのと天然なのと、半々といったところか。あざとさとあどけなさの絶妙なバランスに、やっと落ち着いてきていた櫻の鼓こ動どうがまた高鳴り出す。

（くっ、なんというエロかわいさ……断じて屈しないぞ！）

　少なくとも、好きだと公言してしまった遙はるかよりもずっと、女性としての魅力を感じていた。

「……まぁ、正直言って、あんまり信じてはいないよね」

　茉まつ莉りが意外にも真ま面じ目めな声音で答えるので、櫻は慌あわてて脳裏を占めるピンク色を追い出しにかかる。去れ、我が煩ぼん悩のうよ。……なかなか去ってくれなかった。

「そりゃそうですよ。そんなものある訳ないです」

「でも、あったらいいな、って思わない？」

「もっと効率よく他人で遊べるからですか？」

　今まさに遊ばれている事への抗議も含め、嫌いや味みに言い返す櫻。

　茉莉は──櫻の予想から全く外れた、子供のように無む邪じや気きな笑顔を見せた。

「そんなんじゃないよ。そういうものが、もし本当にあったらさ。人を傷つけたり、傷つけられたり……そういう事、ほんのちょっとでも減るかもって、思ったりしない？」

　透き通るような、それでいてひどく脆もろそうな、茉莉の微笑。

　一いつ瞬しゆん、櫻は胸を衝つかれた。

　思い出したくない何かが、喉のど元もとを迫せり上がって叫びとなってしまいそうな、そんな突然の衝しよう動どうを必死で抑える。

（やめろ。そんな事を言うな。これはそんないいものじゃない。そんな綺き麗れいなものじゃいけないんだ……）

　茉莉の語る理想を、櫻は否定する。だが、口から出たのは裏腹な答えだった。

「……そうだったら、いいですよね」

　ぽつり、と呟つぶやいた言葉には、妙な実感が籠こもってしまった。

　それを聞いて、茉莉が嬉うれしそうに目を細める。悪女のように蠱こ惑わく的なのに、こんな少女のような表情をする。なんてずるい人だ、と櫻は思う。

「でしょ？　だからさ、噓うそでもいいの。さっきのお話、詳しく聞かせてくれないかな？」

「……嫌いやだと言ったら？」

「今後の学生生活を女子トイレ侵入犯として過ごす事になります」

　ぐ、と息を吞のむ櫻さくら。過あやまって女子トイレに入ってしまうという失態を握られてしまった以上、茉まつ莉りの言う事には逆らえない。だからと言って、まさか本当の事を話す訳にもいかない。さてどうするか……と考え、櫻が辿たどり着いたのは、割とベタな解決策だった。

「……茉莉先せん輩ぱい、ちょっと聞きたいんですけど」

「うん？」

「あのですね、小説の主人公が、人の心を読める超能力の持ち主って、どう思います？」

「……小説の、主人公？」

「はい。個人的には、ちょっとずるいかな、なんて思うんですけど」

　フィクションの事を考えていた──こう言ってしまえば、大たい抵ていの事には言い訳がきく。

　茉莉は薄うす藍あいの縁取りが印象的な目をぱちぱちと瞬しばたたかせる。

「小説の事を考えてたの？」

「気になり出すと止まらない性分でして」

「こんな場所で？」

「一人になれる場所って落ち着いて考えられるでしょ？」

「なんで声に出して？」

「口に出さないと考えがまとまらないタイプっているじゃないですか」

「数を数えてたのは？」

「時計を合わせる時って、一秒の狂いもなく合わせたくなるんですよね」

　危なげなく答えているように見えて、実際にはかなりギリギリの綱渡りだ。アドリブに弱い櫻にとって、矢継ぎ早な茉莉の追及をかわし続けるのはなかなかの難事だった。

　そしてその努力は、無む駄だに終わった。

「噓うそだね」

　あっさりと、茉莉はそう言ってのけた。

「噓？　噓なんかついてませんよ？」

　思わず表情に表れる内心の動揺を、心外だという抗議のそれにすり替える。その高度な心理操作を受けて、茉莉は笑う。お見通しだよ、とでも言うように。

「そうだね、君は噓すらついてない」

　流石さすがに、そこを突かれては返す言葉がなかった。そう、櫻は噓すらついていない。茉莉の質問に対し、一見して返答のように見えてその実は何の関係もないという、何一つとして言げん質ちを取られないような答え方しかしていないのだ。

　それをあっさり見破られ、次の一手を見失う櫻。その隙すきを逃さず、茉莉の反撃が始まる。

「櫻君、そもそも君は何で女子トイレに入ったのかな？」

「やっ!?　いやだから、それは！　二階のトイレが一階と逆なんて知らなくて！」

「そっか、それじゃまぁ仕方ないかなぁ。でも、いつもは一階のトイレを使ってるんだよね？　じゃあ今日は何で二階のトイレ？」

「二階で、ちょっと用事を済ませた帰りなんですよ」

「なるほど。それで一階まで我慢出来なくて、二階のトイレに駆け込んだの？　だから女子トイレって気付かなかったんだね」

「そ、」

　そうですよ──危うく、そう答えてしまいそうになるのを既すんでのところで踏みとどまった。

（……この女……）

　櫻さくらは気付いたのだ。自分が罠わなにはめられようとしている事に。

　二階で用事を済ませた帰りに催もよおし、一階まで我慢出来なくなり、二階のトイレに駆け込んだ。ところが、二階のトイレは一階とは男女の位置が逆だったため、急いでいた事もあり過あやまって女子トイレに入ってしまった──

　だったら仕方ないね、という、情状酌しやく量りようの余地をちらつかせた毒入りのエサにまんまと喰くらいついてしまうところだった。

　それを櫻が肯定すれば、取りも直さず櫻はトイレへ用を足しに駆け込んだ事になる。

　櫻の目的が小の方であれば、男性用のトイレが並んでいない事でそこが男子トイレではないという事実に気付いたはずだ。

　しかし、櫻の目的が大の方であれば、今こうやって下ろした便座の蓋ふたの上に座っているという状況がおかしい。

　つまり、どちらにせよ、櫻の目的が用を足す事だったのはあり得ない。

　茉まつ莉りはそれを分かった上で、女子トイレ侵入の免罪符を櫻に差し出し、決定的な噓うそをつかせようとしたのだ。

（なんだこの女……ただのエロかわいい先せん輩ぱいじゃないぞ……）

　警戒心が、逆に櫻を冷静にする。行き当たりばったりの回答で取り繕つくろうのが危険な相手である事に、櫻はようやく気付いた。

　茉莉が櫻に向ける笑顔に敵意はない。だからこそ不気味でもあった。

「……さっきから、あたしが聞いてばっかだね。なんか悪いから、あたしも答えるよ」

　現状における最適解かいを見み出いだせない櫻の焦あせりを知ってか知らずか、茉莉は急に話題を変えた。

「えっと？　小説の主人公が、人の心を読める超能力の持ち主だったら、だっけ」

　話題が変わった事に、しかし櫻は安心しない。油断をしない。それをしてはいけない相手だと、これまでの会話が如によ実じつに語っている。

「確かに、ちょっとずるいよね。それで主人公がお馬ば鹿かさんとかだったらいいかもしれないけど、もし頭のいい主人公なら、主人公が万能すぎて緊張感が生まれないと思う」

　注意深く耳を傾ける櫻さくらに対し、茉まつ莉りは楽しそうに人差し指をくるくる回しながら続ける。

「だから、主人公のその能力には、何らかの制限か代だい償しようがあるべきだよ」

　櫻は、さりげなく手の平を制服のズボンに擦こすり付けた。

　じっとりと滲にじんだ汗を、茉莉に気付かれたくなかった。

「……例えば？」

「そうだね……」

　立てていた人差し指を自分の唇くちびるに当て、首を傾かしげて視線を斜め上に向ける。茉莉が考え事をする時の癖くせであるその仕草に、しかし櫻は先さき程ほどのように魅み力りよくを感じる余裕がない。

　ただの偶然だ。そう思う。万能主人公に緊張感を持たせるために、能力に制限があるべき。なんという事もない、ごく普通の考え方だ──そう思う一方で、それは希望的観測に過ぎない、と警けい鐘しようが聞こえる。

　茉莉が只ただ者ものでない事は、もはや明らかだ。自分の能力とその反動の事を感付かれている可能性だって十分にある。だとしたら、非常にまずい。どうすれば──

「例えば、ものすごくお腹なかが空すくとか」

「……は？」

　良い事を思いついた、というようにぱっと表情を明るくさせ、茉莉は人差し指を櫻に向けた。

「能力を使う度たびに食べすぎちゃって、主人公がどんどん太ってくの。それを気にしてあんまり能力が使えない、とかどう？」

　茉莉の表情に、含むものは感じられなかった。

　内心で胸を撫なで下ろした……というのは、油断のしすぎだろうか？　しかしこの時の櫻に、とりあえずの窮きゆう地ちは脱したらしい、という安あん堵ど感かんを抱いだかないでいる事は不可能だった。思わず漏もれ出る笑みを、少し呆あきれたような、しかし親しみを込めたものに如じよ才さいなく変えられただけでも御おんの字というところだろう。

「なるほど……それは確かに、結構な制限になりそうですね」

「でしょでしょ？」

　楽しそうに身体からだを揺する茉莉。櫻の警戒レベルはひとまず高から中へ引き下げられた。

　ところで、二人は先程から全く同じ──便座の蓋ふたに座った櫻の脚の上に、茉莉が向かい合って跨またがり、その両手を櫻の首の後ろに回している──体勢のままであり、その状態で茉莉が身体を揺すると……警戒レベルを下げた櫻の脳内が途と端たんにのっぴきならない状況に陥おちいった事は、ご理解頂ける事と思う。

「他ほかには？　何が聞きたい？　好きな男の子のタイプとか？　お風呂に入ったら左腕から洗うよ。好きな食べ物はクリームシチューね、ちなみにシチューはご飯にかけるタイプです」

「質問はありません、そしてシチューをご飯にかけるな！」

「うわぁ……いいなぁ、あたし櫻君に突っ込まれるとゾクゾクしちゃうよ」

「そうやって誘惑しようとしても無む駄だです。俺おれの理性を甘く見てもらっては困る」

　大おお噓うそだった。櫻さくらの方こそゾクゾクしちゃっている始末、所しよ詮せん男子高校生の理性など吹けば飛ぶような儚はかないものである。実際の話、なんとか虚勢を保っている櫻の紙のように薄っぺらい理性は、次の瞬しゆん間かんあっさりと飛んでゆく事になる。

　首の後ろで組まれている手に、少し力が入る。茉まつ莉りの手首が、ほんの少し櫻の首を絞める。茉莉は自分の腰を少し櫻の方へ引き寄せ、逆に首はすくめて顔を少し離し、それまでの小悪魔的な笑みを一切打ち消して、甘えるのでもなく、寂しがるのでもなく、挑発するのでもなく……妙に無む垢くな上うわ目め遣づかいで囁ささやいた。

「櫻君は、あたしには興味、ないの？」

　その透明な表情とウィスパーボイスが、櫻の何らかのツボにはまったらしい。

「あ」

　茉莉の両りよう膝ひざの間で、櫻の股こ間かんのリトル櫻がスタンダップしかけていた。

「…………あら」

　櫻の視線を追ってそれに気付き、ぽつりと呟つぶやいた茉莉の顔も、流石さすがに赤くなっている。しかしそれ以上に赤いのが櫻の顔である。あまりにも恥ずかしく、情けない。

　櫻は両手で茉莉の身体からだをどかし、静かに立ち上がる。扉の方を向いて茉莉に背を向け、優ゆう雅がな所作で制服の皺しわを伸ばすと、首を廻めぐらせ背中越しに茉莉にちらりと視線を流し、紳士然とした態度と声音で言った。

「失敬、不可抗力です」

　そして軽い会え釈しやくを残し、櫻は個室を立ち去った。

「……逃げたか」

　一人残された茉莉は、まだ朱しゆの引かない自分の頰ほおに手を当ててぽつりと呟く。

「うーん……可愛かわいい子だ、櫻君」

　精一杯平静を装よそおっているつもりの櫻の目が潤うるんでいた事を、茉莉は忘れないだろう。




　　　　　二




　午後五時半頃ごろ。

　櫻は、琴こと宮みや姉妹の住んでいる一軒家の門前に、遙はるかと並んで立っていた。

　あの後、前まえ屈かがみになりつつ一階の男子トイレの個室に駆け込み、両手で顔を覆おおってしばらくめそめそと泣いていた櫻は、絶対に茉莉の弱みを握ってやる、という暗い情熱を燃料として立ち上がると同時に、やっと自分の本来の目的を思い出した。

　その時すでに時刻は五時過ぎ。記録や大会を目指して頑張っている真っ当な部活動はともかく、遊びの延長のような同好会はすでに帰宅していてもおかしくない時間である。慌あわてて二階の予備教室に戻ると、やはり創作遊ゆう戯ぎ研究会、略して創そう遊ゆう研けんの面々も帰宅準備を始めているところだった。

　ではこれから先せん輩ぱいの家にお邪じや魔まします、一緒に帰りましょう、と言う櫻さくらに対し、またもや夏か凪なぎが強い反発を見せてひと悶もん着ちやく起きそうだったのだが、遙はるか本人がそれを宥なだめ、ゲームに負けた事は事実だ、約束を違たがえるつもりはないと公正に言い切った事で事態は沈静化、櫻は狙ねらい通りこうやって琴こと宮みや家へと招かれた訳である。

　遙は櫻を待たせて家の裏手へ回り、鍵かぎを持ってすぐに帰ってきた。その鍵で門もん扉ぴを開けながら、櫻に確認する。

「相あい上がみ君、これからあなたを彼方かなたの部屋へ案内します。ただし、六時頃ごろには父が帰ってきますので、制限時間はそれまで。その間は私も立ち会い、部屋の扉を無理に開けるような行為は厳禁とします。それでいいですね？」

「分かりました」

　正直、遙が立ち会うというのは出来れば遠えん慮りよしたい櫻だったが、それはそれで別に問題ではなかった。六時まで約三〇分。上う手まく話を運べば、扉を開けさせる事くらいは出来るだろう。

　相手と顔を合わせれば、ミニッツが使える。頃合いを見て相手の心を読み、反動が来る前に琴宮家を辞してしまえばいい。そして家に帰って心の声をヒントにじっくり作戦を練り、後日再び説得に来ればいいのだ。

「では……どうぞ」

「お邪魔します……」

　琴宮家は、学園から徒歩三〇分の住宅密集地に建つ木造瓦かわら屋根の二階建てで、門を開くとそこは小さな庭になっている。敷地内には裏庭と車二台分の車庫があり、田舎いなかの一軒家としてはごくごく普通かやや狭いくらいである。

　門からほんの二、三メートルの間に敷かれている飛び石を渡り、遙と櫻は玄関をくぐって家の中へと入った。

「……いやぁ、琴宮先輩の家にお邪魔出来るなんて、光栄だなぁ」

「あらそう？　だったら彼方じゃなくて私の部屋に来る？」

「心惹ひかれるお誘いですが、今日はあくまでクラス委員長として来てますので」

「そうよね、相上君は私なんかより彼方に興味津しん々しんなんだもんね」

「それもこれも、先輩にいいとこ見せたいからですよ」

「相上君が私を信じて彼方の事を任せてくれて、このまま何もせずに帰ってくれれば、相上君に惚ほれちゃうかもなぁ」

「先輩が俺おれを信じて妹さんと二人で話させてくれたら、先輩にもっと惚れちゃうなぁ」

「いえいえそんな」

「いやいやそんな」

「ふふ、うふふ、うふふふふふふふふふふ」

「はは、うはは、うはははははははははは」

　──ちなみに、学園からここまでの道中、二人の間では気まずい沈黙とこんな会話が繰り返されていた。一体何が二人をそうまでさせるのか。

　廊下を進んで階段を上ると、正面が広めのベランダになっていて、右と左に一つずつの扉。二階にある部屋はそれだけだった。遙はるかは左の扉をノックし、扉に向かって声をかける。

「ただいま。あなたにお客さんよ」

　そして遙は窓を開けてベランダに出ると、そこにあった二つの籐とう椅い子すの一つを動かし、櫻さくらがベランダに出るのを塞ふさぐような位置で腰掛けた。

「そっちが彼方かなたの部屋よ。今……五時三五分。お父さんは大体六時過ぎには帰ってくるから、タイムリミットは五時五五分ね。私はここで監視しておくから……どうぞ」

　籐椅子に姿勢よく座り、右手の内側に巻いた腕時計の時刻を読み上げると、遙は芝しば居いがかった仕草でその手の平を開いて櫻に促うながす。その後は両手を膝ひざの上に揃そろえ、何も言わなくなってしまった。

　櫻は自分の腕時計で時刻を見、制限時間が二〇分である事を確認。そして一つ大きく息を吸い、彼方の部屋の扉をノックした。

「こんにちは、琴こと宮みやさん」

　返事はない。

「……一組の相あい上がみ櫻です。分かるかな？　一応、クラス委員長とかやってんだけど……お姉さんには、生徒会でお世話になってるよ」

　やわらかく話しかける。まずは少しでも警戒心を抱いだかせないために、姉と知り合いである事をアピール。自分がクラス委員長である事を告げるのは、その肩書きが安心感を与えると考えたからではなく、遙と知り合いである事に疑念を抱かせないためだ。

「琴宮さんの事は、二組の人から聞いてたよ。みんな、心配してた」

　不登校の生徒に対し、みんな心配してた、などと迂う闊かつに言ってはいけない。しかし、今回はその限りではなかった。櫻は事前に二組の生徒達から別々に事情を聞き、彼方の不登校の原因がいじめや仲間外れなどではない事を確信していたからである。

　では、何な故ぜ不登校になったのか……その理由までは、分かっていないのだが。

「でも、俺おれはさ、クラス委員長なんかやってるけど……実を言うと、そんな真ま面じ目めってワケでもなくてさ。学校なんか別に、サボってもいいと思ってんだよ」

　そう思っている事は事実ではあった。櫻は、サボりたいヤツは好きなだけサボって、遠い未来に後こう悔かいすればいい、と思っている。しかしもちろん、声色にそんな本音は乗せない。

「だから、俺が今日来たのはさ、別に学校来いとか言いに来た訳じゃないんだ」

　君の担任に言われて来たんだ、などという事も決して言わない。

「じゃあ何しに来たって話なんだけど、なんつーかな……まぁ実際さ、結構自分勝手な話になるんだけど……琴こと宮みやさんさ、運命とかって信じる？」

　いきなり何を言い出すんだこいつは、と遙はるかが眉まゆを顰ひそめる。しかしこれは順当な策略であり、唐とう突とつに一見無関係な話を振る事で、相手に興味を持たせるという作戦である。良くも悪くも、まずは聞く気にさせなければ文字通り話にならない。

「振っといてなんだけど、俺おれは信じてない。例えば恋人だけど、今の相手が運命の相手だ、なんて言ってる人がいたとしたら、俺どうしてもその人に聞きたくなるんだよな。あんた、今の地球の総人口知ってんの？　って。ちなみにもうすぐ七〇億人突破するらしいぞ。七〇億だぜ七〇億！　あんたその内の何人と知り合った上で、今の恋人が運命の相手とか言ってんの？　ってさ」

　なるほど、と遙は心の中で呟つぶやいた。櫻さくらの想定している流れが、だいたい読めたのだ。

「俺はさ、生まれてから今まで、たった百人の知り合いもいない。同じ学校の生徒とかでも、ほとんど誰だれだか分からない。ただすれ違っただけの人とか入れたって、多分一万人もいない。これから何十年生きても、お互いに顔と名前が一致するような知り合いなんて、絶対に千人も出来ないよな。そんな中に運命の相手とかさ、いる訳ねえよって思う」

　それが、彼方かなたを説得するために櫻が頑張って考えてきた事なのか、それとも常つね日ひ頃ごろから思っている事なのか……遙にはそれは分からない。分かるのは、その熱弁が全くの無む駄だになるであろうという事だけだった。

「でもさ、上う手まく言えないんだけど……という事は結局、その世界人口に比べたら本当にほんの僅わずかの知り合えた相手の中から、恋人なり作る事になる訳で。その条件でも一緒にいて楽しい相手が見つかるんなら、それを運命って呼ぶのは、まぁ、分からないでもない。でもそれって、言い方は悪いけどただの妥だ協きようかもしれないよな？　どうせ選せん択たく肢しは少ないんだから、たまたま近くにいてそこそこ気に入ったこいつにしとこう、みたいなさ」

　しかしまぁ……よくもこう立て板に水を流すように流りゆう暢ちように喋しやべれるものだ。途中途中に挟はさまれる「なんつーか」「上手く言えない」という類たぐいのフレーズは、相手に『出来すぎない感』を与えるための演出だろう。端はたから冷静に観察している遙に、櫻の人間性は手に取るように見透かされていく。その事に全く気付かず彼方の説得にだけ集中している櫻は、期せずして『出来すぎない』事を遙に露ろ呈ていしているのであった。

「だからさ、要するにどういう事かって言うと、それを運命って呼ぶには、自分に訪れた出会いのチャンスを片っ端から全力でものにしようと努力しないとダメだって思う訳よ。じゃないとほら、昨日声をかけなかった相手が、もしかしたら今日恋人になった相手よりも、ずっと相性が良かったかもしれない訳で」

　いい加減、終わってくれないかしら……遙はイライラと時刻を確認する。話の合間合間で櫻が彼方の反応を期待するような間を差し挟んだり、考えをまとめる振りをする時間を設けていたので、思ったよりも時間は経たっている。

　一方の櫻さくらは、ちょうど締めに入るところだった。今までで一番長い間を取り、少し声色を変えて、相手を落とすためのとどめの一撃を口にする。

「だからまぁ、その……何が言いたいかって言うと……俺おれにとっては、さ。琴こと宮みやさんが、そういう相手かも……しれないだろ？」

　決まった。これで心が動かない女などいまい。しかしここで油断はしない。せっかく精一杯恥ずかしさを演出したのだから、この後で照れ隠しを忘れてはならない。櫻は今度ばかりはリアクションを待たずにすかさず言い重ねる。

「あーいや！　別に恋人に限った話じゃなくてな!?　もちろん友達にしたってそうだし、もしかしたらほら、ライバルって事もあるかもしれない。恋人じゃなくてもいいんだよ！」

　ノりにノっている櫻の背後で、流石さすがの遙はるかもこめかみを引きつらせている。あんたは私の事が好きなんじゃなかったのか、と、それが噓うそとは分かっていても、あからさまに相手の好意を操り利用しようとしているその様に、もともと低い櫻への信頼度がさらに下がっていく勢いは開放されたダムの水位のごとし。

「とにかく、琴宮さんは俺の特別な人かもしれないって事！　七〇億人の中で、せっかくこうやって知り合えるチャンスが来たんだから、俺は絶対に琴宮さんと知り合いになりたい。欲を言えば、それ以上に」

　遙の視線の冷たさに、熱い演技を続ける櫻は全く気付かない。興奮して早口にまくし立てた後、ゆっくりと言葉の調子を落ち着かせていき、最後にはしっとりと、真しん摯しに想おもいを告げる。

「だから……顔だけでも、見せてくれないかな。それで、改めて自己紹介させてほしい。今日は、それだけでいいよ」

　完かん璧ぺきだ。自分の脚本を完璧に読み上げた事に、櫻は説得の成功を確信していた。

　しかし、一〇秒。二〇秒。三〇秒。沈黙の時間が過ぎる。ドアの内側からは何の返答もなく、もちろんドア自体も固く閉ざされたまま。

「……そろそろ、時間ね」

　一方で説得の失敗を確信している遙が、腕時計を見ながらぽつりと言った。焦あせって腕時計を見る櫻。すでに五時五〇分を過ぎている。制限時間はもう五分もなかった。

（マジかよ……あれで返事すらないとか、どんだけひねくれてんだよ琴宮彼方かなたってのは！）

　自分の熱演がどうやら完全にスルーされたらしい事に憤ふん慨がいした櫻は、微動だにせぬその扉に思わず拳こぶしを叩たたきつけたくなる。しかし、そんな事をやってしまってはおしまいだと懸命に自重する。落ち着け、焦るな、まだこれで負けたと決まった訳じゃない。そもそも、一日で勝負を決めるつもりなど最初からなかったではないか……必死で自分にそう言い聞かせる。

「……また、来るよ」

　しかしそれは、事実上の敗北宣言だった。

　その発言を受け、遙はるかは籐とう椅い子すから立ち上がった。そしてそのまま階段を下りていくその背中に、櫻さくらも仕方なくついていく。その胸中は納なつ得とくの出来ない思いでいっぱいだった。

「……妹さん、どういう人なんですか」

　消沈した声で櫻は呟つぶやく。説得が無む駄だに終わる事が分かっていた遙としては、流石さすがに少々気が咎とがめる……というような事は全くなく、ただ一刻も早く櫻を家から追い出そうとしていた。

「良いい子よ。とっても良い子」

　そんな訳があるか、と内心で毒づく櫻。どんな事情があるにせよ、あの名演を完全に無視出来るような高校一年の女子が良い子などであるものか……と、櫻お得意の決め付けである。

　そこまで考えて、櫻は一つ、最悪の可能性に気付いた。

（もしかして……琴こと宮みや彼方かなたは、部屋の中で音楽を聴いてたんじゃないか？　それも、ヘッドホンかイヤホンをつけて……）

　思いついてみると、そうとしか思えなかった。自分の話を無視していたとか、そういう次元ですらなく、そもそも自分の話は彼方には聞こえていなかったのではないか？　と。

　その考えが、半分だけ正しく──そして、事実はそれに輪をかけて最悪だったという事を、櫻はすぐに知る事になった。

　階段を下り、妙に早足で歩く遙の後を追って廊下を進む櫻。そこへ、唐とう突とつに横手のダイニングから現れた人影がぶつかった。

「あぅっ」

「おっ、と？」

　たたらを踏む櫻。とすん、と尻しり餅もちをついたのは、ぶつかってきた少女だ。その拍子に足首まであるマキシ丈たけの黒いワンピースがめくれて、露あらわになった白いふくらはぎと膝ひざ小僧が櫻の目に飛び込んできた。




　ふくらはぎ、とは──

　人間の下か肢しの一部、すねの裏側で、膝からかかとにかけて左右二つの筋肉で構成されており、膝を曲げたり足首を伸ばしたりする時に使われる筋肉である。その正式名称を腓ひ腹ふく筋きんという。

　腓腹筋の『腓』とは訓読みで『こむら』と読み、こむら返りになったり筋肉痛になったりで人々を悩ませる罪な筋肉でもある。

　さて、昨今ミニスカートの女性などというのは巷ちまたに溢あふれており、膝や太ふと腿もも、場合によっては股こ関かん節せつの間ま際ぎわまで、目にする事はさほどの困難ではない。

　翻ひるがえって、ふくらはぎ。そもそも穂ほ尾お付づき学園の女子制服のスカート丈は膝上なので、スニーカーソックス等の丈の低い靴くつ下したをはいている女生徒のふくらはぎは剝むき出しであり、それを目にするのは櫻にとって日常茶飯事ですらあった。

　なのに、何な故ぜ──

　今、目の前に倒れる少女、その黒いロングワンピースから覗のぞく、制服よりもむしろ露ろ出しゆつが少ない程ほどのふくらはぎから、櫻さくらは目が離せないのか──？

「……あ……」

　櫻の視線に気付いた少女の頰ほおが、みるみる赤く染まってゆく。俯うつむきながら恥ずかしそうに膝ひざをすり寄せ、右手でぎゅっとスカートの裾すそを握り、おずおずと膝を覆おおい隠す。

　何な故ぜだろう──ただそれだけの仕草に、櫻は茉まつ莉りに感じたソレに匹ひつ敵てきする程のナニをアレしていた。

「ご……ごめん。大丈夫？」

　静かにして壮そう絶ぜつなる内的戦いの後、かろうじて煩ぼん悩のうを調伏した櫻は、倒れた少女に紳士的に手を差し伸べる。

「あ……その、大丈夫です。私の方こそすいません……」

　少女はか細い声で謝罪を返し、櫻の手を取ってその場に立ち上がった。

　まず目に付いたのは、身長の高さだ。一六八センチという数字は、隣にいる遙はるかより実に一二センチも高い。その気弱そうな態度と幼さの残るあどけない顔からは、ややアンバランスにも見える。

　左側だけ長い前髪が左目を少し隠しているというアシンメトリーのショートカットは、頭のあちこちで外側に跳はねており、ワックスなどで無む造ぞう作さに整えられているようにも見えるが、その実はただのくせっ毛である。

　楕だ円えん形けいをしたノンフレームの眼鏡めがねの向こうで、切れ長でありながらもどことなく気弱で儚はかなげな印象を与える目が、櫻を見つめて不思議そうに丸くなった。

「えっと、お姉ちゃんのお客さん……？」

　その時櫻は、間違いなく聞いた。

　目の前の少女に聞こえない程の小さな音で、遙が「ちっ」と舌打ちをするのを。

　その遙の態度と、目の前の少女の外見的特徴が自分の知っているとある少女のそれと一致する事で、櫻はようやく自分が完全に罠わなにはめられていた事に気付いた。

　目の前の少女は、小さく頭を下げ、櫻に丁てい寧ねいな挨あい拶さつをする。

「妹の、琴こと宮みや彼方かなたです。いらっしゃいませ」

　琴宮彼方は、そもそも部屋にいなかった。

　そして、遙はそれを知っていた。

　櫻は延々と、無人の部屋の木製扉を口説いて、いや口説かされていたのだ。

「……こんにちは、琴宮さん。一年一組の、相あい上がみ櫻です」

「え……？　一年生？　隣のクラス？」

「うん。とりあえず、はじめましてかな」

「あ……はい、はじめまして。ごめんなさい、私、ずっと学校休んでるから、隣のクラスの人とかよく知らなくて……」

「だよね。じゃあ、これからよろしく、でいいかな？」

「あ、うん。よろしくね……」

　櫻さくらの差し出した手をそっと握り返し、小さく微笑ほほえむ彼方かなた。

　良いい子だ。櫻には彼方から溢あふれ出る良い子のオーラが目視出来るようだった。

　そして、その傍かたわらに悪い子がいた。

「……さて、先せん輩ぱい」

「……何かしら」

「何な故ぜ目を逸そらすのですか」

「いや、ガスの元栓が気になってね……」

「そうですか、ちゃんと閉めておきましょうね。ところでちょっと聞きたい事があります」

「父が帰ってくるから、また今度でいいかしら」

　必死で目を逸らそうとする遙はるかの肩をがっちり摑つかまえて顔を寄せ、彼方には聞こえないように小声で、櫻は糾きゆう弾だんを開始する。

「……俺おれを騙だましましたね」

「……騙してなんかいないわよ。私、ちゃんと聞いたじゃない。彼方の部屋へ連れていく、それでいいかって。部屋に彼方がいるなんて、一言も言ってないわ」

「それはペテン師の言い分ですよ。どうせ、帰る前に電話か何かで部屋にいないように言っておいたんでしょう？」

「それは穿うがちすぎよ。わざわざそんな電話してないわ」

「…………」

　遙を睨にらむ疑惑の目を、彼方が現れた部屋へと向ける。そこはダイニングキッチンで、奥には外へ続く扉がある。

　家の外観。玄関の位置。階段の向き。部屋の配置。

　櫻は頭の中に大まかな琴こと宮みや家の見取り図を描えがく。その中で、とある点と点が直線で結ばれている事に気付いた。

「……階段を上がった先に、ベランダがありましたね」

「…………」

「先輩はそこに、籐とう椅い子すを持ってきて座っていた。まるで俺がベランダに出るのを阻そ止しするかのように」

「…………」

「家の造りから想像するに……あのダイニングキッチンの奥の扉の向こうが、ちょうどベランダの下に当たりますね。場所的に、裏庭かな？」

「…………」

「もし先せん輩ぱいが、俺おれに裏庭を見せないためにベランダに座っていたのだとしたら……琴こと宮みやさん」

「え？　は、はい」

「琴宮さんってもしかして、よく裏庭にいたりする？」

「え……はい、あの……花か壇だんがあるので、暇ひまな時は、いつもお手入れを……」

「ふーん、そうなんだ。じゃあもう一つ質問。門の鍵かぎって、普段はどこかに隠してるの？」

　その質問をした瞬しゆん間かん、遙はるかが観念したように嘆たん息そくした。

「いえ……門の鍵は、家族みんなが一つずつ合鍵を持ってますけど……」

「なるほど、ね」

　家に入る前、遙は櫻さくらを門前に待たせ、裏手に回り、鍵を持って帰ってきた。

　それを見た櫻は、裏手に門の鍵が隠してあったのだろうと当然のように思った。しかし、実際には鍵は隠されておらず、家族みんなが一本ずつ合鍵を持っているという。

　遙はもともと門の鍵を持っていた。ならばあの時、何な故ぜ裏手に回ったのか？

「つまり先輩は……あの時、鍵を取りに行ったと見せかけて、本当は裏庭に妹さんがいるかどうか確認しに行ってたんですね？」

　櫻の華か麗れいなる推理に遙は下した唇くちびるを嚙かみ、それでも抵抗をやめようとはしない。

「……だとしても、私は噓うそをついてないわ」

　確かに、遙は「鍵を取りに行く」とは一言も言っていない。

「噓をついてない？　へえ？　誰だれもいないと分かってる部屋に『ただいま』だの『あなたにお客さん』だの言うのは噓じゃないと？」

　鋭い指摘に、しかし遙は平然と答える。

「噓じゃないわよ。あれ、扉に言ったんだから」

　ぬけぬけと言ってのける遙に、こめかみを引きつらせつつもなんとか笑顔を保つ櫻。

「へええええ？　先輩は扉に挨あい拶さつなんてするんですねぇ？　メルヘンだなぁ」

「そういう相あい上がみ君は、ウチの扉が運命の相手かもしれないんだって？」

（こんのクソアマアアアアア！）

　もはや限界を超えている櫻の作り笑顔に、遙は追い討ちのように開き直った。

「……相上君なら、この程度のトリックには引っかからないと思ってたのになぁ。買いかぶりだったのかなぁ」

「……琴宮先輩が、まさかこんな卑ひ怯きような手段を取るとは思ってなかったですからねぇ。恋は盲目ってやつかなぁ」

「ふふ、うふふ、うふふふふふふふふふふ」

「はは、うはは、うはははははははははは」

「……仲、良いいんだね」

　戸惑ったような彼方かなたの声に、はっと我に返る櫻と遙。

　遙はるかは慌あわてて櫻さくらの身体からだを押して離れ、両手を合わせて懇こん願がんした。

「本当に、お父さん帰ってくるのよ……だから、今日のところは……」

「……………………」

　本当ならその不誠実な行いを今すぐ徹底的に言明し、この場で謝罪するまでに追い詰めたいところだったが、親とのいざこざは確かに遠えん慮りよしたい。櫻は渋しぶ々しぶ矛ほこを収め、とりあえずこの場は退ひく事にした。

「……じゃあ、琴こと宮みやさん、今日は帰るよ。本当は、君に会いに来たんだけど……」

「え？　私に？　あ……その……学校の事、だよね。その……」

「それもあるけど、ちょっと違うかな。もっと個人的な事」

「え？」

「またすぐに来るよ。その時は、俺おれの話、聞いてくれるかな」

「え、あ、うん……それはもちろん」

「先せん輩ぱいも、いいですよね？　近い内にまた来ても」

「……ええ、そうね、もちろん」

「良かった。それじゃ、また」

　また来てもいい、と遙の言げん質ちを取った事でひとまず溜りゆう飲いんを下げた櫻は、爽さわやかな笑顔を残して玄関を出ていった。

　もちろん──

　玄関を出る頃ころには、ちょうど『ミニッツ』発動から一分が過ぎるところだった。




　苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で櫻を見送る遙に、彼方かなたが不思議そうに声をかける。

「……お姉ちゃん、相あい上がみ君、私に何の用だったの……？」

「さぁ……それより彼方、あいつにあんまり気を許しちゃ駄だ目めよ。絶対に何か企たくらみがあって、彼方に近付こうとしてるんだから」

「……うん、お姉ちゃんがそう言うなら」

　櫻に見せたのとはまた違う種類の微笑ほほえみを見せ、彼方は遙にきゅっと抱だきつく。遙も、学校では絶対に見せない溶けるような笑顔で、彼方の頭を優やさしく撫なでた。

　抱き合ったまま、姉妹はしばらくそうやってお互いの匂においを、鼓こ動どうを、温ぬくもりを感じ合っていた。




　　　　　三




　午後七時頃。

　相上家のダイニングキッチンでは、相上家の櫻と豊ゆたか、波は名な城しろ家のアザミと夕ゆう楓か、いつものように四人の夕ゆう餉げが終わったところだった。

「ごちそうさまです」

「です」

「今日も美味でございました」

「はいお粗そ末まつ様。じゃあ、後片付けお願いね」

　夕食後の片付けは男衆の仕事というのが両家の決まり事だった。食器を下げる櫻さくらの背後で、夕ゆう楓かがアザミを軽々と抱かかえあげる。

「じゃーアザミ、お風呂入ろうねー」

「ねー」

　仲なか睦むつまじく、二人は相あい上がみ家の浴室へと向かう。無論波は名な城しろ家にも風呂くらいはあるが、節約のため、四人揃そろって片方の家の風呂を交互に使う、というのも両家の決まり事である。

　相上家と波名城家。

　両家がこうして生活の大部分を共にしているのには、複雑な経緯いきさつがある。

　櫻の父である相上豊ゆたかとアザミの父である波名城デイゴは、もともと家が隣同士で仲の良い友人だった。たまたま同じ時期に結婚し、たまたま同じ時期に子供を授かった。

　そして、どちらも、出産時に妻を亡なくした。

　今現在のアザミの母である夕楓は、櫻達が小学五年生の時にデイゴが再婚した相手だ。

　その一年後。今度は、デイゴが交通事故でこの世を去ってしまう。

　それまでも協力し合って暮らしてきた両家だが、それ以降はより密接した暮らしを送るようになり、いまでは生計を共にする本当の家族のようになっていた。

　当然ながら、周りの人々は豊と夕楓がいつ再婚するのかと思って見守っている。

　何な故ぜ再婚しないのか、と問われると、夕楓は決まってこう答える。

「だって、私と豊さんが結婚しちゃったら、アザミと櫻君が結婚出来ないでしょ？」

　しかし、そうではない。

　豊が夕楓と──いや、相手が誰だれであろうと、再婚する事などあり得ないのだ。

　長く共に暮らす中で、夕楓は豊の本心をなんとなく感じ取り、再婚しない理由をそうやって冗談半分で誤ご魔ま化かしているに過ぎない。




　午後八時を過ぎると、夕楓はアザミを連れて隣の波名城家へと帰っていった。翌朝になれば、また櫻を起こしに来たアザミが、いつの間にかベッドにもぐり込んでいるだろう。

　アザミと夕楓を見送った櫻は、その五分後に上着を羽織って玄関へと向かい、靴くつを履はきながら居間にいる豊へ声をかける。

「父さん、ちょっと出かけてくる」

「こんな時間に父を一人ぼっちにするのか!?　寂さみ死しするぞ!?」

「すぐ帰るから」

　ばたばたと足音を立てて近付いてきた豊ゆたかが、玄関を開けようとした櫻さくらの腕を摑つかんだ。

　骨がきしむ程ほどの力で自分の腕を摑む父の笑顔に、櫻もまた笑顔を向ける。

「女じゃないだろうな？」

「女だけど、別にそういうんじゃないから」

「分かってるよな、櫻？」

「分かってるし、そういうんじゃないって」

　二つの虚実の笑顔は、どちらも本当の意味で相手を見てはいなかった。

　父がいつからその胎たい内ないに狂気を孕はらんでいたのか、櫻にはなんとなく分かっている。

　波は名な城しろ家との互助関係があるとはいえ、豊は男手一つで櫻を立派に育て上げている。金銭的な不自由をさせた事もないし、理り不ふ尽じんな暴力を振るった事もない。教育方針は比較的放任主義で、基本的には櫻のやりたい事をやりたいようにさせている。

　そんな豊が、唯ゆい一いつ櫻に強く禁じている事がある。

　それは、男女交際である。

　豊は、櫻の母親の事を深く愛していた。

　櫻が望まれない子供だった訳では決してないが、出産時、母体のトラブルにより子供か妻のどちらか片方しか助けられないと言われた時、豊は妻を助けたかった。

　しかし、子供を犠ぎ牲せいにして自らが助かる事を、母が許さなかった。

　その時、豊はまだ父というより男だった。しかし、女はもう母だったのだ。

　母は、自らの命と引き換えに、新しい命をこの世に送り届けた。

　なんの因果か、それは豊の、そしてさらにその父の出生と、全く同じ経緯いきさつだった。

　そして豊は、決して再婚しない事を誓った。

　小学校に入った頃ころ、櫻は、何な故ぜ自分には母親がいないのかと豊に問うた。そして、母親が自分を産むと同時に命を落としたという話を聞かされた。

　最初、櫻はそれを信じなかった。

　何故なら、櫻には母親と会話した記憶があったのだ。

　それがいつ、どこでだったかは、全く思い出せない。しかし確かに、自分は母親と会話した事があるのだ。そして母親は言っていたのだ。

　自分は今、とても幸せだと。

　そう話した幼い櫻を、豊は、後にも先にもその一度だけ、問答無用で殴なぐり飛ばした。

　母さんは苦しみながら死んでいった。お前の顔を見る事もなく死んだ。それを偽いつわる事は、どんなつもりであれ許さない、と。

　それ以来豊は、父としての義務を全まつとうする傍かたわら、櫻に呪のろいをかけ続けた。




「いいか、櫻さくら」

「俺おれとお前が、母さんを殺した」

「爺じいさんも、ひい爺さんもそうだった」

「いいか、櫻」

「相あい上がみの血は、呪のろわれてるんだ」

「愛した女を、必ず死なせてしまう」

「いいか、櫻」

「俺達は、女を幸せになど出来ない」

「俺達はもう、女を愛すべきじゃないんだ」

「いいな、櫻」

「俺もお前も、母さん以外の女を愛してはいけない」

「それが、母さんへの操みさおだ」

「いいな、櫻」

「決して女を愛するな。子を残すな」

「相上の血は、俺達の代で終わらせるんだ」

「いいな、櫻……」




　相上の血は、母殺しの遺伝子に呪われている。豊ゆたかはそう信じていた。

　もちろん、そんな呪いなどありはしない。相上家が三代続いて出産時に女親を亡なくしているのは事実だったが、それは不幸な偶然だった。

　しかし豊は、それを呪いのせいだと信じていた。呪いのせいにでもしなければ、遣やり切れなかったのかもしれない。

　だから豊は、櫻に男女交際を禁じている。もう二度と、自分達のせいで女を不幸にしないために。そんな事になるくらいなら、自分達が不幸になればいいと。

　だが、そんな呪いなどある訳がない。櫻は冷静にそう考える。

　母殺しの遺伝子と、自分に幸せだと言った母と。

　どちらが真実かと問われれば、迷わずに後者だと櫻は答える。

　なのに、その呪いは妄もう執しゆうとなって櫻を蝕むしばみ、櫻は人を愛する事が出来ないでいる。

　櫻は、自分にそんな下らない呪いをかけた父に、復ふく讐しゆうするために生きている。

「とにかく、行ってくるから」

　笑顔のままで告げる櫻に、豊もまた、笑顔のままで櫻の腕を摑つかんでいた手を離した。

「ああ、気をつけろよ。帰りにコンビニでたまごと牛乳と苺いちごマシュマロ買ってきてくれ」

「金くれ」

「お釣つりは持って帰んなさいよ」

　ごく普通の親子の会話に見えるそれは、真実と幻げん想そうの温度差によって刹せつ那なの泡うた沫かたに浮かぶ、蜃しん気き楼ろうでしかない。




　　　　　四




　時刻は午後八時。太陽が稜りよう線せんへ沈んですでに二時間近く、広い間隔で立ち並ぶ街灯だけが、静まり返った住宅街を物寂しく照らし出している。

　そんな薄暗い風景の中、民家の石いし塀べいにべたりと張り付き、こっそりと頭だけを出して中を覗のぞき込んでいる死ぬ程ほど怪しい人影一つ。誰だれあろう、相あい上がみ櫻さくらである。

　櫻は今、琴こと宮みや家の裏庭の様子を探っている。その理由は、今から約二時間程前、彼方かなたが言った「暇ひまな時はいつも裏庭の花か壇だんの手入れをしている」という言葉による。

　ならば、夜も裏庭にいるのではないか──そう考える事は、特に的外れでもないだろう。

　そして実際、彼方はいた。

　裏庭の地面の上に、衣服が汚れる事も厭いとわずに直接ぺたりと座り込み、愛いとしげに地面を撫なでながら、何やら小さな声で呟つぶやいている。あまり真っ当な光景ではない。

（……やっぱり何か、心の闇やみを抱かかえてるのか？）

　声をかけるのを躊躇ためらい、櫻はもう少し近付いて聞き耳を立てる。彼方の声はかなり小さく、何を言っているのかはほとんど聞き取れないが、どうも時折「お母さん」と言っているらしい事は分かった。

　ここからは見えない位置に母親がいるのだろうか？　そう思って場所を変えて観察してみるが、どうもそういった気配もない。まさか自分のあだ名の事か、と一いつ瞬しゆん思うが、入学してすぐに不登校となった彼方が知っているのも妙な話だし、かと言って姉を学校のあだ名で呼ぶとも考え難にくい。

　腑ふに落ちないものを感じながらも、いつまでもこうやっていても仕方ない、と思い直し、櫻は再び彼方へと近付いていった。

「琴宮さん」

　万が一にも家の中にいるであろう遙はるかやその親に気け取どられぬよう、櫻もまた小声で彼方を呼ぶ。しかし流石さすがに声が小さすぎたのか、彼方が櫻に気付いた様子はない。

「琴宮さん……こーとーみーやーさん」

　少しずつ少しずつボリュームを上げていく。するとやっと彼方が顔を上げ、辺りをきょろきょろと見回した。櫻は拳こぶしで石塀の上をこつこつと叩たたく。

「こっちこっち」

　その音と声のする方向に目を向け、眼鏡めがねをかけ直してやっと櫻の存在を視認した彼方は、驚おどろきながらも状況を慮おもんぱかって、櫻に倣ならい小声で返事をする。

「……相あい上がみ君？　い、いつから？」

「いや、今来たばっかだけど」

「あ……そ、そうなんだ……」

　それを聞いて、彼方かなたはほんの少し安あん堵どした様子を見せる。少し前から様子を窺うかがっていた事は言わない方がいい、と咄とつ嗟さの好判断だった。

「言ったろ、すぐ来るって」

「すぐって……確かに、言ってたけど……」

「琴こと宮みやさんも言ったよな、その時は話聞いてくれるって」

「……非常識だよ、もぅ」

　非難するように眉まゆ根ねを寄せた彼方だが、すぐに、少しだけどこか楽しそうな顔をした。

　確かに、普通に考えれば非常識極まりないやり方である。警戒されたり怖がられたりして当たり前とさえ言える。しかし今回、櫻さくらはその心配をほとんどしていなかった。

　夕方に琴宮家を立ち去る時、櫻はミニッツで彼方の心を読んでいた。

　彼方は、櫻に興味を持っていた。出来るならもっとその場で話を続けたかったが、それは時間が許さないので、せめてまた近い内に訪ねて来てほしい、という彼方の心の声が、櫻にはしっかりと聞こえていた。なので、多少の無茶は大丈夫だろうと判断したのだ。

「ごめんな。でも、琴宮さんもちょっと楽しそうじゃね？」

「えぇ……そんな事ないよ……」

　否定しながらも、共犯者めいた笑いを見せる彼方。

　良い。予想していたよりもずっと好感触だ。いきなり学校へ行くよう説得するのは無理だとしても、それなりに親密度を上げる事は出来るだろう。

「でさ、早速だけど、俺おれの話……」

　用意していたいくつかのパターンの内、相手の警戒がほぼなかった時用の会話を展開させようと、櫻が口を開きかけた時。

　彼方の表情は、唐とう突とつに、焦あせりに変わった。

「……あ、あのね、相上君」

「……ん？　何？」

「話を聞くのは、もちろん、いいんだけどね、あの、ほら、いきなりだったから、ちょっと、びっくりしちゃってね、混乱してるというか……」

「…………？」

　彼方の態度の変化が、櫻には理解出来なかった。もしかしたら、姉か親に気付かれたのかとも思ったが、どうもそういう様子はない。辺りを見回すが、人の気配もなし。

　怪け訝げんに彼方を窺う櫻に、彼方は、懇こん願がんするように言った。

「ごめんね相上君、少しだけ待って。ちょっとだけ、心の準備をさせて」

　そして、櫻さくらに背を向けてしまう。

　さっきから、彼方かなたの態度はどうにも奇妙だ。まあ、三週間も不登校を続けているのだ、情緒が不安定なのだろう、と櫻は判断し、言われた通り少し待つ。が、何もせずに待つというのは意外と苦痛なものだ。こんな時間にいつまでも塀へいを挟はさんで立ち話というのもあまりよろしくない。だんだんと手持ち無ぶ沙さ汰たになってきた櫻は、もういいだろう、と彼方を待たずに話し始める事にした。

「突然だけどさ、琴こと宮みやさんって映画とか好き？」

　彼方は背を向けたまま、相あい槌づちを打つ様子もない。やや鼻白む櫻だが、気を取り直して続ける。

「実はこの前、雑誌の懸賞で映画のペア招待券が当たってさ。ほら、今話題の３Ｄのヤツ」

　ちなみに、雑誌の懸賞というのは噓うそだ。櫻は映画のチケット二枚を普通に代金を払って購入している。それをわざわざ当たったなどと言うのは、相手を誘い出す時に余計な遠えん慮りよをさせないためである。もともと見ようと思っていた映画だし、少しの出費で不登校児を手なずける事が出来るなら一石二鳥という事だ。

「公開が今月いっぱいなんだけど、友達がみんな予定つかなくてさ……このままじゃ、せっかくのチケットが無む駄だになるんだ。だから……」

　相変わらず相槌の一つも打たない彼方の体が、その直後、ぴくりと反応する。

「よかったら、一緒に行かないか？」

　そしてやっと、彼方が返事をした。

「……うん……ごめんね、ありがとう……分かっては、いるんだ……いつまでも不登校なんかしてちゃダメだ、って……」

（……なに？）

　一いつ瞬しゆん、彼方が何を言っているのか、櫻は理解出来なかった。

（なんだ？　会話が嚙かみ合ってないぞ？　さっきから、どうもおかしい……）

　櫻は今、雑誌の懸賞で映画のチケットが当たったという話をしていた。その答えが何な故ぜ、不登校の話になっているのだろうか。

（もしかして「一緒に行かないか」ってのが、遠回しに「学校に」と言ってるように思われたのか？　だったら……やはり、警戒されてるのか……）

　無理に学校に行く事を強要するようなつもりではなかった櫻としては、その誤解はいただけないものだった。もっと搦からめ手で攻めるつもりだったのだが。

（いや、それとも……少し被害妄もう想そうが入ってるのかもしれないな。どんな言葉でも、脳内で自分を追い詰める方向に変換してしまう……その方があり得るか……）

　だとすれば、どうするか。櫻は考える。辿たどり着いた手段は、極めて単純なものだった。

　すなわち──相手の全肯定。

「……琴宮さんは、ちょっと勘かん違ちがいしてる」

「え……？」

「俺おれはね、そんな話をしに来たんじゃないんだよ。言ったろ？　もっと個人的な話だって」

「個人的な……？」

「うん。例えばさ、琴こと宮みやさんって、運命とか信じる？」

「運命……？」

「そ、運命。ちなみに俺は信じない。例えば、運命の恋人って話にしてもさ……」

　遙はるかの謀ぼう略りやくにより、空っぽの部屋の前で延々と垂れ流した独り言と成り下がっていた例の説得用エピソードを、櫻さくらは改めて彼方かなたに披ひ露ろうする。相手の反応を見ながら話す事が出来るので、その演出はより完かん璧ぺきなものとなる。

「……だからまぁ、その……最終的に言いたい事としては、だ。俺にとって、琴宮さんが、そういう特別な人かもしれない、って事」

　気分を入れて話していると、櫻も自然と盛り上がってきてしまい、最後には演技なのかどうなのか自分でも分からない程ほど、妙に恥ずかしくなってしまっていた。しかしそのおかげで、目の逸そらし方や頰ほおの紅潮が絶妙なエッセンスとなり、結果的にその説得は絶大な効果を上げる事となる。ちらりと目をやると、彼方は星明かりの下でも分かる程、頭から湯気でも噴かんばかりに首から上を真まっ赤かに染めていた。

　本来ならこの後、「別に恋人に限った話じゃなくて」という照れ隠し演出用の台詞せりふが続くのだが、現場の判断で急きゆう遽きよカット。無む駄だなステップも廃止、締めの台詞を即興でアレンジして、一気に勝負を決めにかかる。彼方と二人きり、つまり厄やつ介かいな遙の監視がない今が、絶好のチャンスだった。

「だから俺は、もっと琴宮さんと知り合いたい。そのために、もっと同じ時間を過ごしたい。こんな事、言うつもりなかったんだけど……でももうダメだ。我がまま言わせて下さい。琴宮さんの制服姿がもっと見たいです。夏服も冬服も見たいです。体操服とか、水着とか、そんなのも見たいです。体育祭で汗をかいて健康的なエロスを醸かもし出す琴宮さんが見たいです。文化祭で恥ずかしがりながらもメイド服を着る琴宮さんが見たいです。卒業式で顔をくしゃくしゃにして泣く琴宮さんが見たいです」

「あ、あ、相あい上がみ君、あの、ちょっと、本音ダダ漏もれすぎじゃないかな……」

　半分は勢いに任せてしまったところもあるが、しかしそれも計算である。早い内に自分が人並にエロい事に興味のあるただの男子高校生ですよ、というのをアピールしておけば、それが必ず後々でプラスに働く時が来る。

　否いな、なにも後々でなくとも、即効でプラスにする事も出来るのだ。こんな風に。

「琴宮さんと一緒に、学校生活を過ごしたいです」

　やや引かれるくらいに欲望丸出しの発言を並べ立てた後で、真しん摯しに落とす。

　効果はご覧らんの通り──彼方は、その両目に涙すら浮かべて、櫻の発言に感動していた。

　息を吞のみ、呼吸を落ち着けて──それでも上ずってしまう声で、彼方かなたは必死に、櫻さくらの言葉に答えようとする。

「……わ、私はね、相あい上がみ君……すごく……ものすごく、怖がりなの。学校にいるとね、自分が誰だれにも必要とされてないんじゃないかって……一人ぼっちなんじゃないかって、すごく、怖くてね……でも、家にいると、一人なのが当たり前だから、大丈夫なの……お姉ちゃんが帰ってきたら、二人でいられるしね……」

　今にも泣き崩れてしまいそうな表情で、それでも真っ直すぐに櫻を見つめ、自分の内心を打ち明ける彼方。その湿った雰ふん囲い気きに釣つられて、櫻の涙るい腺せんも緩ゆるんでくる。相手が泣いているという事実だけで何な故ぜだかもらい泣きしてしまう自分の体質は、今回は役に立ちそうだが本当に厄やつ介かいだ、と櫻は奥歯を嚙かみ締める。

「だから……私が、学校に行ったら……そんな事、言ってくれる……相上君、に、頼っちゃうよ？　すがっちゃうよ？　休み時間ごとに、会いに行っちゃうよ？」

　それは面倒臭くさいな、と、半分の冷静さで思う。しかし、最大の目的は彼方を登校させ、それにより谷たに岡おか教諭から生徒ポイントを獲かく得とくする事だ。それさえ成ってしまえば、後は知った事ではない。もちろん適当に相手はするが、一から十まで面倒を見る必要もないだろう。それにそもそも、彼方は別にクラスで仲間外れにされているという訳でもない。それはただの被害妄もう想そうなのだ。登校さえすれば、友人なり恋人なりが出来るだろう。そうすれば後は全部そっちに任せてしまえば良い。

　だから、今するべき事は、相手の喜びそうな返事をする事だ。

「いいよ。頼ってくれていい。いつでも会いに来ればいい」

　この場合、多少目に涙くらい浮かべていても問題はあるまい、いい演出になる。櫻は自分の目め尻じりの涙を隠そうとせず、優やさしい笑顔を作って彼方に向ける。

　その作り笑いを受け取った彼方は、一いつ瞬しゆん、とても切なそうな表情を見せた。微かすかに眉まゆ根ねを寄せて、薄く開いた唇くちびるからは吐息の漏もれる音、そしてしゃくり上げるような吸気。そんな彼方の様子に、櫻は何故か妖あやしい色気を感じてしまう。

　彼方は眼鏡めがねをずらして目元を拭ぬぐい、ゆっくりと櫻へと歩み寄った。石いし塀べい一枚を隔へだて、手を伸ばせばすぐに触れ合える距離で向き合うと、家の敷地内の方がやや地面が高いため、ただでさえ櫻より少し身長の高い彼方が、櫻を見下ろす形になる。

　胸の前で両手をもじもじとすり合わせ、目線を逸そらしながら、彼方が小さく呟つぶやく。

「……あのね……さ……櫻君、って……呼んでも、いいかな……」

　先さき程ほどの妖よう艶えんな態度はどこへやら、一転して清純な乙女の空気を纏まとったその一言に、今度は演技でもなんでもなく、櫻の心臓が高鳴った。

（……か……可愛かわいい……かもしれない）

　これが上うわ目め遣づかいであれば、もっと破壊力が上がったのだろうか。しかし、自分よりも目線の高い少女から、おどおどとした視線で見下ろされるというのも、これはこれで倒とう錯さく的で悪くない……などと、無意味な考えを必死で抑え込む。

「あ、ああ、もちろんいいよ。じゃあ俺おれも……琴こと宮みや、って呼び捨てでいいかな？」

「……彼方かなた、でも、いいよ？」

　一いつ瞬しゆんくらりときてしまう櫻さくらだが、しかしそこまでやってしまうと、二人の仲が特別なものとして互いにも周りにも浸透してしまう気がする。今、彼方とそのような関係が定着してしまう事にメリットはほぼなく、逆にデメリットはいくつもある──

　──このように、自らの内に芽生えた純粋な気持ちよりも、損得を優先して異性関係を考えてしまうあたり、父親の呪のろいは、実際には無意識の部分で確実に櫻を蝕むしばんでいるのだった。

「……いや、それはちょっと、恥ずかしいから……琴宮、でいいかな？」

「……うん、いいよ」

　花が咲くように、小さく微笑ほほえむ彼方。

（よし、落ちたな）

　胸のときめきは奥深くに押し込め、実務的な勝利だけを考えるよう努める櫻。これで彼方は明日にでも登校してくるだろう。そして谷たに岡おか教諭に生徒ポイントを発行してもらい、またポイントを稼かせげそうな事を探す。生徒会選挙まではその繰り返しだ。それだけでいい。今は、余計な事に気を割さく余裕などない──

「じゃあ、琴宮」

　また学校で、そう言って櫻がこの場を立ち去ろうとするよりも一瞬早く、琴宮邸の裏庭の扉が開いた。

「彼方ー、お風呂入ろ、う……」

　そこから顔を覗のぞかせたのは、私服に着替えた琴宮遙はるかだった。

　遙は石いし塀べいの向こうに誰だれかがいる事に気付いて驚おどろいたが、それが自分の見知った、そしてなるべく妹に近付けさせたくない顔である事が分かると、その普段は優やさしそうな目を鋭くした。

「……相あい上がみ君……こんな時間に、何してるの？　いくらなんでも非常識じゃないかしら」

　最悪だ。あと一〇秒遅ければ、俺はもうここにはいなかったのに……などと嘆なげいても後の祭りである。こうなってしまった以上、なるべく速すみやかに、かつ穏おん便びんにこの場を立ち去らなければならない。立ち去らなければならないのだが──

「……それはないでしょ。だって俺、夕方言いましたよね、またすぐ来るって。先せん輩ぱいにも聞きましたよね、いいですか、って。そしたら先輩、なんて答えました？」

　ええ、そうね、もちろん。遙は間違いなくそう答えた。

「……なるほどね。あの時すでに、私に引っ掛けられた事に対する仕返しの準備をしてたって訳だ」

「いやだなぁ先輩、妹さんに誤解されますよ？　それじゃあまるで、先輩が俺に卑ひ劣れつな罠わなを仕掛けた事があるみたいじゃないですか」

「……いやぁねぇ相あい上がみ君、妹の前で人聞きの悪い事言わないでくれるかしら。私はただ、相上君ってすごく後々の事まで計算して動いてるんだなぁって感心しただけよ」

「いやいや、先せん輩ぱいの慧けい眼がん程ほどじゃないですよ」

「いえいえ、相上君の遠えん謀ぼう程じゃないわよ」

「はは、うはは、うはははははははははは」

「ふふ、うふふ、うふふふふふふふふふふ」

　なるべく速すみやかに、かつ穏おん便びんに──など、当然ながら望むべくもなかった。この二人は今や、顔を合わせれば相手を言い負かす事を考える、そんな剣けん吞のんな間柄になっていた。

　友好的とは程遠い、相手に挑みかかるような笑顔を互いに向け合う二人の間に、平然と割り込んできたのは彼方かなただった。彼方は遙はるかに向かって、穏おだやかな、しかし確かな意志を感じさせる声で宣言する。

「お姉ちゃん、私、明日から学校に行くよ」

「えっ……」

「心配かけて、ごめんね。櫻さくら君が、頼ってもいいって、言ってくれたんだ」

「そ、そう……」

　身体からだを寄せ、遙の肩口に顔をうずめる彼方。遙はその頭を優やさしく抱だき止めながら、櫻を憎にく々にくしげに睨にらみつける。妹に見られていないからか、それを隠そうともしない。

　その視線を平然と受け流し、櫻は一つ確信していた。やはり遙は、彼方を心配しているというよりも、ただ彼方を学校に行かせたくなかったのだ。

　それは、例えば独占欲なのだろうか。妹を誰だれの目にも触れさせたくない、そんな歪ゆがんだ愛情に遙は取り憑つかれているのだろうか。

　ともあれなんにしても──

（勝った）

　今この瞬しゆん間かん、自分が遙に勝利した事は確実だ。遙の視線に、櫻は勝ち誇った笑みを返す。

　しかし、勝利の余よ韻いんに浸ひたるには、まだ早すぎた。

　櫻の笑みに対し、遙もまた、その表情を笑みへと歪める。一層強く彼方の頭を抱き、目線は櫻に向けたまま、言葉だけ彼方に投げかけるように口を寄せる。

「……おめでとう、相上君。あなたの勝ちね。私も嬉うれしいわ」

　その表情と声音と、そして遙が続けた言葉に、櫻の余裕が吹き飛んだ。

「だって相上君は、私の事が好きなんだもんね。私に気に入られたくて、私のために、妹を学校に行くように説得したかったんだもんね」

（しまった──！）

　ここに来て、櫻は自分の最大の失策を悟った。遙が出てこようと、構うべきではなかったのだ。遙はるかの事など無視して、さっさと帰るべきだった。

　自分がいない場で遙が彼方かなたに何を言おうが、彼方が信じなければそれまでである。だが、そこに自分がいる以上、櫻さくらには弁解の義務が生じる。そして、厄やつ介かいな事に、遙は何一つ噓うそをついていないのだ。

　櫻が遙の事を好きだというのは、噓だ。彼方を説得したのが遙のためだというのも噓だ。しかし、その噓をついたのは、他ほかならぬ櫻自身なのである。

（どうする？　どうするべきだ？　俺おれはここで、先せん輩ぱいの言葉を肯定するべきか？　否定するべきか？　肯定すれば、俺は先輩の事が好きで、先輩に近付くために彼方を利用した事になる。彼方が学校に来る気になったのは俺への好意が大きいはずだから、それは論外だ。しかし否定すれば、俺が先輩に噓の告白をした事が確定する。そうすれば、噓つきの説得なんて信しん憑ぴよう性せいが一気に失われる。どっちにしても彼方は学校に来る事をやめるだろう）

　どちらにしても、彼方からの信用を一気に失う事もあり得る、致命的な失敗だった。

　この状況では沈黙すらも傷を広げる要素である。悠ゆう長ちように考えている時間はない。

（もはや傷は避けられない。ならばせめて最小の傷で済む道を探れ。肯定も否定も、全すべてが水の泡になりかねない選せん択たく肢しだ。何か、第三の選択肢はないか──）

　第三の選択肢。

　それは、櫻にも遙にも予想外のところからもたらされた。

「お姉ちゃんは、櫻君の事、好きなの？」

　遙の肩に顔をうずめたまま、ぽつりと彼方が呟つぶやいた。

　動揺したのは遙である。その質問の意味を理解し、解釈し、そして、その質問一つで事態が自分にとって極めて好ましくない様相を呈ていしてきた事に気付く。

　彼方と櫻が、どの程度、何を話したのか、遙は知らない。しかし、彼方が学校に行くと言い出した以上、櫻の説得が功を奏した事だけは確かだ。そして、今の彼方は櫻に少なからず好意を抱いだいているであろう、という事も。つまり、この質問は──

　遙を抱だき締める彼方の両手に、ぐっと力が込められる。

　櫻とは逆に、遙には、選ぶべき選択肢など一つしかなかった。

「そんな訳ないでしょ。私は、相あい上がみ君に返せる好意は持ってないわ」

　不思議なもので──

　お互い様のはずなのに、そうはっきりと言われると、胸がやや痛むのを櫻は感じた。

「そう……じゃあ、櫻君は今、お姉ちゃんに振られちゃったんだ」

　彼方が振り向き、櫻に視線を向ける。櫻は今、状況がどう転ぼうとしているのかが理解出来ていない。自分が遙の事を好きだというのは、本当だという事になったらしい。という事は、自分は彼方を利用した事になった。そして、自分は遙に振られたらしい。ではここからどうなるのか。利用された彼方は、どう出るのか。櫻には想像もつかない。

「……櫻さくら君は……今でも、お姉ちゃんが、好き？」

　イエスかノーか。どう答えるべきか。

　櫻には分からない。

　彼方かなたが今、何を考えているのか。何を望んでいるのか。全く分からない。

　だから。

　櫻は、彼方の目を見つめ返し、心の中で呟つぶやいた。




（ミニッツ）




　瞬しゆん間かん──櫻の絶対時間が発動し、その脳内に切実な想おもいが直接響ひびく。

『そんな事ないよね？』

『もう、お姉ちゃんの事、好きじゃないよね？』

『私の事、見てくれるよね？』

　決まった。答えはノーだ。

　そもそも、遙はるかの事が好きだなどと、もともと大おお噓うそだ。それでも妙な意地を貫つらぬくために、好きだと偽いつわり続けていた。それをこれ以上続ける事にメリットなどないのだ。幸い、自分は噓をついていないという事で話は終わろうとしている。自分の好意は本物だったが、その想いが遂とげられる事はなかったという事になったのだ。ある意味、これ以上ない結末ではないか。

「……いや……流石さすがに、こうはっきり振られたらな……潔いさぎよく、諦あきらめるよ」

　偽りの恋心に、櫻は自らの手で終止符を打った。

（これで一つ、厄やつ介かい事ごとが片付いた）

　豊富な作り笑いのパターンを組み合わせ、ふっきれた笑顔を作る。

「……明日、学校で会おうね、櫻君……」

　それを見て、嬉うれしそうに笑う彼方。櫻は自分に言い聞かせる。順調だ。彼方は学校に来る。俺おれは生徒ポイントを得る。余計な噓はもうつかなくていい。何の問題もない。胸の痛みなど気のせいだ。

　それにしても──櫻は、彼方にどこか羨うらやむような視線を送る。

　自分が利用されていたという事が分かって、それでも彼方に、櫻への好意を失った様子はない。自分だったらまずあり得ない、と櫻は思う。裏切られても貫けるような、そんな好意があるのなら、それはもしかして、愛と呼んでもいいんじゃないのか。自分にもいつか、そんな風に人を愛する日が来るだろうか……

「ああ……じゃあな」

　考えている内に、一分間の絶対時間が終わろうとしている。手を振り、今度こそ立ち去るその間ま際ぎわ、櫻の脳裏に彼方の心の声が流れ込んできた。

『……上う手まくいった、かな……』

　──なんだ、結構したたかじゃないか──と、櫻さくらは苦笑した。













　　　第四章　欠片




　　　　　一




「おはよう！　アザミ様とその従者！」

『おはようございます！』

　学生坂に、ヒコ先せん輩ぱいと愉快な仲間達の元気な挨あい拶さつがこだまする。

　親衛隊のメンバーを見ていると、呆あきれるのを通り越してごくたまに羨うらやましさすら感じてしまう櫻さくらがいた。あれこれと悩んでいるのが馬ば鹿からしくなってくる。

「アザミ様、本日は新たな輿こしの形状を考案してまいりました。どうぞお試し下さい」

「そんな事までやるんですか……」

「もちろんだよ相あい上がみ君。アザミ様に気持ちよく登校して頂くための我々のパフォーマンス、まだまだ完成されては、おりまー!?」

『せぬゆえー！』

「ゆえー」

　足を肩幅に開き、両手を後ろに組み、直立不動の姿勢で並んだ四人の唱和。最近では、ついにアザミが後に続くようになってしまった。一緒になってやってみたら、意外と気持ち良いいかもな……などと考えてしまう櫻は、どうも精神的な疲労が溜たまっているようだ。

　何やら組体操のような事を始めた四人に、依より子こを抱だいたまま興味深げに近付いていくアザミ。彦ひこ星ぼしはそれを見守って満足げに頷うなずくと櫻に向き直り、その隣の人影に目を向けた。

「……しかし、今け朝さはまた随ずい分ぶんと、愉快な有様だったねぇ？」

　櫻の隣で親衛隊の挨拶に目を丸くしているのは、遙はるかと彼方かなたである。久しぶりの学校に、彼方が櫻と一緒に登校したいと言い出したので、遙も一緒に学生坂の下で櫻を待っていたのだ。

　やって来た櫻がアザミと手を繫つないでいるのを見て、遙は露ろ骨こつに顔をしかめた。別にアザミが不愉快だったのではなく、仮にも自分に告白したり、妹を誑たぶらかした身でありながら、別の女子と手を繫いで登校とは、やはり信用出来ないと再認識していたのだ。

　櫻がアザミを二人に紹介し、互いに自己紹介を済ませると、四人は揃そろって学生坂を上り始めた。一体なんなんだこの状況は、というのも櫻の悩みの一つであった。

　ちなみにアザミは、会った瞬しゆん間かんからその目をまん丸く見開いて彼方の事を凝ぎよう視しし続けており、彼方は彼方でそれに戸惑いつつも、櫻と手を繫いでいるアザミの事が気になり、結果ちらちらと視線を送りながら並んで歩いていた。彦星をして「愉快な有様」と言わしめるのも、むべなるかな。

「おはようございます、ヒコ先せん輩ぱい」

「おはようヒコ君、朝から元気ね」

　櫻さくらに続き、遙はるかも彦ひこ星ぼしへ苦笑しながら挨あい拶さつを返す。遙と彦星は一年の時から同じクラスで、気軽に挨拶を交わす程度の仲ではあった。

　彦星は二人の様子を見て、意味ありげな笑みを深くする。

「んんん～？　相あい上がみ君と琴こと宮みや君が一緒に登校しているという事は……おめでとう相上君っ、君の想おもいは成じよう就じゆしたのだね！」

　そして学生坂に響ひびき渡る大声で叫び、両手を広げて櫻に抱だきついてきた。

（いらん事言うなこのハゲがぁっ！）

　思わず全力でそう突っ込んでしまいそうになる。そう言えば、彦星にはそんな風に勘かん違ちがいさせたままだった事を今いま更さらながらに思い出す櫻。その話はもう終わったのだ。彼方かなたの攻略が済んだ以上、それを蒸むし返す事に何のメリットもない。ましてや、櫻への好意をもって登校を決めたであろう彼方の前においてをや。

　ちらりと彼方の表情を盗み見る櫻。しかし予想に反し、彼方は特に気にした風もなかった。少なくとも、表面上は。

「いやぁ、アドバイスした甲か斐いがあったよ！　仲人なこうど役も悪くないねっ！」

　一方、彦星の叫びを聞いてきょとんと丸くなっていた遙の目は、だんだんと疑念へ、そして困惑へ変わっていく。彦星の台詞せりふが、第三者まで利用して噓うそを補強しようとした櫻の謀ぼう略りやくの結果なのか、それとも櫻の好意が真実であった事の証左なのか。測りかねて戸惑っているのだ。

　櫻はそんな遙の反応を見て歯は嚙がみしている。

　告白は噓だった。遙はそれを分かっていた。彼方には、それを本当だと思い込ませた。その上で、振られたという事になった。この話はそこで終わるはずで、それ以上にこじれる事など考えていなかった。彦星には勘違いさせておくだけのはずだった。

　しかし今、遙と彼方と彦星の三人が揃そろっているこの状況で、その全すべてを同時に成立させる事は出来ない。好意を否定すれば、また彼方の信用を失いかねない。かと言って肯定すれば、今度は遙がそれを信じてしまうかもしれない。それは実に都合が──

（……悪く、ないんじゃないか？）

　はたと、櫻はその事実に気付いた。

　すでに彼方には、遙への好意が本物だったと信じられている。それは彦星も同じだ。しかも茶番だったとは言え、遙に振られたという既き成せい事実が出来てしまった以上、それが本当だという事になっても、なんの問題もないのではないか？

　いや、問題どころか──

（……ここで先輩が、俺おれの告白が実は本気だった、と勘違いしたらどうなる？　先輩ははなっからそれを信じようとせず、しかもその告白を利用して俺をいいように操ろうとまでした。終しまいには、よく分からないままに一方的に振られてしまった。もし、ここで俺おれの告白が本気だったって事になれば……）

　琴こと宮みや遙はるかは、相あい上がみ櫻さくらの好意を、手て酷ひどく踏みにじった、となりはしないか？

　そうなればそれは、琴宮遙に対する、大きな貸しとなるのではないか……？

　長い沈黙の果て、櫻はその結論へと辿たどり着いた。自然と緩ゆるんでくる頰ほお。色々と予定外の事もあったが、結局最後には自分にとって都合よく話がまとまる。流石さすがだ、流石は相上櫻。俺は天から愛されているのではないか？　……すぐに増長するのが櫻の悪い癖くせだ。

「……や、ヒコ先せん輩ぱい……俺は、その……振られたんですよ」

　思わず浮かべてしまった笑みを自じ嘲ちように変え、哀あい愁しゆうを滲にじませる渾こん身しんの演技が炸さく裂れつする。

　これは失敗、と笑顔を引きつらせる彦ひこ星ぼし。遙は内心の動揺を表に出さないよう、奥歯で頰の内側を嚙かむ。彼方かなたはあどけない表情で、アザミは……親衛隊と遊んでいる。

「あー……えーっと……なんというかその……え？　でも、じゃあなんで一緒に？」

　フォローよりも先に疑問を口にしてしまう彦星。確かに、振った女と振られた男が一緒に登校するというのはおかしな話だ。さぁどう話を持っていくか、上う手まい具合に事実と虚実を織り交ぜて、最善の着地点を見み出いださなければならない。

「それは……その事とは、直接関係はないんですよ。こっちの子が、事情でしばらく学校を休んでて。で、久しぶりの登校だから、その付き添いで……」

「……一年二組、琴宮彼方です。はじめまして」

　彼方が一歩進み出て、両手で眼鏡めがねの位置を直しつつぺこりと頭を下げる。

「え、ああ、二年二組、御み幸ゆき院いん彦星です……え、じゃあ、琴宮君の妹さん？」

「はい」

「あ……あのねヒコ君。妹は、ちょっと体が弱くて、しばらく学校を休んでたの。それでその、相上君は同じ学年だし、クラス委員長だし、ちょっと縁もあったから……その、それで今日は付き添ってもらってて」

　彼方に続き、遙も櫻に話を合わせようとする。早速罪悪感が芽生えてきたのだろうか、いい感じだ……櫻は内心でほくそ笑む。

「ああ、うん、なるほど……？」

　いまひとつ納なつ得とく出来ないながらも、積極的にそれを疑う理由もなく、彦星は曖あい昧まいに頷うなずいた。

　四人は向き合ったまま、実に微妙な空気で黙り込む。

「ごーごー」

『アイ・サー！』

　その向こうでは、親衛隊メンバーが作った組体操の飛行機の上に座ったアザミが、無表情で前方を指差しゴーサインを出していた。




　　　　　二




　ほぼ一ヶ月ぶりに登校した彼方かなただったが、櫻さくらの見通し通り、クラスの生徒達は何のわだかまりもなく彼方を受け入れた。

　その日の放課後、櫻は谷たに岡おか教諭から三〇〇ポイントという大量の生徒ポイントの交付を秘密裏に受けた。そこに昼休みの賭かけ事の勝ち分も加え、櫻の生徒ポイントはすでに二〇〇〇ポイントに迫っていた。ちなみに、普通に通学しているだけで一年生がこの時期に手に入れられるポイントは本来一〇〇〇に満たない。櫻がいかに効率よくポイントを稼かせいでいるかが分かろうというものだ。

　また、宣言通り彼方は休み時間の度たびに櫻に会いに行き、それをきっかけに一組の生徒とも仲良くなっていった。かんざしの女生徒に引き続きまたも不登校の生徒を登校させたという事で、櫻に対する教師や生徒からの評価もより一層のものとなっている。

　再び順調に転がり出したかのように見えた櫻の『一年生徒会長計画』だったが──その計画に不ふ穏おんな影を落とそうとする人物がいた。

　遙はるかでさえ、妹の話を出されるまでは櫻に何の疑念も抱いだいていなかった中、唯ゆい一いつ最初から櫻の事を「胡う散さん臭くさい」と評していた人物。

　一年二組、岸きし良ら夏か凪なぎである。

　琴こと宮みや遙と同じ創作遊ゆう戯ぎ研究会に属していて、妹の彼方と同じクラスでもある。櫻とは予備教室でほんの少しやり合った以外に何の交流もないのだが、しかし夏凪にとって、櫻は非常に不愉快な存在だった。

　なんとなれば、岸良夏凪は、琴宮遙に思慕の情を寄せているのだ。

　だからこそ、怪しげな理由で遙に近付く櫻を、夏凪は許せなかった。

　夏凪は、決して自分が櫻の事を嗅かぎ回っているなどと誰だれにも悟られないように、巧たくみに他人を動かして情報を収集・分析した。




　──相あい上がみ君？　超かっこいいよね！　頭もいいし優やさしいし、文句ないな～。

　──先生に内緒で賭けポーカーとかやるんだぜ。優等生ぶってないのがいいよな。

　──お母さんとか呼ばれてもノリがいいし、結構面白い人だよ。

　──どっか抜けてるとこあんのな。完かん璧ぺきすぎないから憎にくめないんだよなぁ。

　──彼女いないよね？　いたらちょっとショック……いや、アザミちゃんは違うでしょ。

　──生徒会長になりたいんだと。まぁ櫻なら応援してもいいかな。




（──そんな人間、いる訳ねぇだろ）

　実は夏か凪なぎもまた、櫻さくらとは違う意味で、自分の本性を狡こう猾かつに隠している人間である。

　そのため、夏凪は相あい上がみ櫻という人間を、かなり正確なところまで分析してしまった。

（相上櫻は、生徒ポイントを搔かき集めている。委員長としての八方美人な活躍も、不登校の生徒を学校に連れてくるのも、目的は生徒ポイントだ。それだけでは飽あき足らず、昼休みにはギャンブルで愚ぐ鈍どんな同級生から生かさず殺さずポイントを搾しぼり取るような事までしている。しかもそれでいて、反感を買わないように適度に負けているという念の入れようだ。それもこれも、いずれ生徒会長になるための下準備だろう……）

　流石さすがにそれが「いずれ」ではなく「一年生の内に」だというところまでは想像が及ばなかったが、それでも櫻の思おも惑わくは八割方が看破されていた。

　夏凪としては、他ほかの生徒が騙だまされようが櫻が生徒会長になろうが、それはどうでもいい事だった。そんな事に興味はない。

　ただ、遙はるかにまで手を出す事は許せない。

　とは言え、遙自身は櫻の告白を全く相手にしておらず、それどころか妹に近付けさせまいと忌き避ひすらしている様子だったので、あまりでしゃばる事もないだろうと思っていたのだ。

　しかし、その後の流れがどうにも気に食わない。

　結局のところ櫻は思惑通り遙の家へ行き、翌日には彼方かなたが登校してきた。しかも、彼方は随ずい分ぶんと櫻に懐なついてしまっている様子だ。

　琴こと宮みや家で何があったのかは知らないが、状況は櫻にとって決して悪くない方に転がったらしい。それが夏凪にはひどく気に食わなかった。

　そして、ある日の放課後。




「琴宮」

　偶然にも出席番号の並んでいる夏凪と彼方は、その日の日直だった。他の生徒が皆帰ってしまった教室に二人で残り、日誌を書いている彼方に、唐とう突とつに夏凪は話しかけた。

　ちなみに、二人はそれまで会話らしい会話など全く交わした事がなく、日直としての必要最低限のやり取りの中でも、互いに名前を呼び合った事すらなかった。

「え……？　あ、えっと……何？　岸良、君」

　初めて名前を呼ばれた彼方は、無意味に眼鏡めがねを触りながらぎこちなく呼び返す。

「お前、一組の相上と仲良いいよな」

「え？　う、うん……」

　なので、夏凪の発言内容が日直としての業務連絡ではなかった事に、彼方はひどく驚おどろいた。

「あいつの事、あんま信用するな。お前、あいつに利用されたんだよ」

「え……」

「知ってるか？　お前を学校に連れてきた事で、あいつ、谷たにさんから大量に生徒ポイントもらってんだよ。最初からそれが目的でお前に近付いたんだ」

　夏か凪なぎはとりあえず、彼方かなたの櫻さくらに対する信用を剝はぎ取ろうとした。遙はるかは、妹に対してかなり過保護な節がある。遙の櫻に対する不信をより深めるために、妹を揺さぶる事は効果的だと考えたのだ（ちなみに谷たにさんというのは一年二組の生徒達による谷たに岡おか担任の愛称である）。

　入学早々、一ヶ月近くも学校に来ていなかった彼方の人間性を、当然ながら夏凪はよく知らない。彼方がどんな反応を見せるか、あっさり信じてショックで落ち込むか、むきになって反論してくるか、それとも冷静に事実を確認しようとするか……

　しかし、彼方の見せた反応は、夏凪が想像したそのどれとも違った。

　彼方は何な故ぜか、驚おどろいたように見開いた目を眼鏡めがねの奥から夏凪に向けていた。

「……すごい、ね」

「……あ？」

「岸きし良ら君は……怖い人かと思ってた。でも……良いい人、なんだね、きっと……」

「はぁ……？」

　怪け訝げんな声を上げつつも、夏凪は彼方の人物評を組み立てつつあった。

（なるほど、この女、底抜けにお人好よしなタイプか。おそらく俺おれの言葉を、自分の事を心配しての忠告だと取ったんだな。それで相あい上がみにもころっと騙だまされたってワケか……）

　という、その人物評が全くの的外れである事は、すぐに知れた。

「岸良君は……純粋に、人を、信じられるんだね……」

「……ん？」

「私は……利用し合わずに相手を信用するなんて、無理だな……」

「……………………」

　彼方のその言葉は、完全に夏凪の予想外のものだった。

「分かってるよ、私が利用されたって事……でも、てっきりお姉ちゃんが目当てだと思ってたんだけど、それは違ったんだね……そっか、うん、そういう事ならもっと信用出来るよ……それなら櫻君、しばらくは私の事、ないがしろに出来ないもんね……」

　彼方は、笑っていた。嬉うれしそうに。何の邪じや気きもなく。

　耳から滑すべり込んでくる呟つぶやき声に、夏凪は何故か、ぞくり、と背筋が疼うずくのを感じた。その口元が意識せずに笑みの形になる。

「お姉ちゃんの事が好きって、噓うそだったんだ……よかったぁ……じゃあ、そっちの心配はもうないんだね……後は、お姉ちゃんの方……」

　最後の呟きの意味は、夏凪には理解する事が出来ない。しかし、自分が琴こと宮みや彼方という人間を完全に見誤っていた事だけは理解出来た。

　彼方は、自分が利用された事を知っていた。それ故ゆえに裏切られる事はないと、櫻を信じていたのだ。そして、彼方もまた、櫻を何らかの形で利用している。

　それが一体どういう形なのか、夏か凪なぎには分からない。しかしどうも、事態は櫻さくらの思い通りに進んでいる訳ではないらしい。それが分かっただけでも十分だった。

　独り何やら楽しげな思索に耽ふけっていた彼方かなたは、やがて夏凪の視線に気付き、やっと自分の失言に思い至り、あたふたと無意味に眼鏡めがねを触りながら視線をさ迷わせた後、内緒話をするように夏凪に顔を近付け、立てた人差し指を自分の唇くちびるに当てた。

「……櫻君には、内緒だよ？」

　そのあまりに無む邪じや気きな仕草に、思わず失笑してしまう夏凪。

（流石さすがは、先せん輩ぱいの妹。とんでもない曲くせ者ものだ）
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　　　　　三




　──夜。

　カーテンの隙すき間まから差し込む月明かりに、一つのベッドで仲なか睦むつまじく寄り添う姉妹の白しろ肌はだがどこか妖あやしく浮かび上がっている。

　姉の頭を胸元に抱だいて、妹は気だるい声で話しかける。

「……ねぇ、お姉ちゃん……」

「ん……なぁに……？」

　姉の方は、妹の温ぬくもりに包まれてすでにうとうととしている。胸の中でもぞもぞと動きながらぼんやりした声で返事を返す姉がいとおしく、妹はくすりと小さな笑いを零こぼす。

「あのね……櫻さくら君はね、私を学校に行かせて、先生から、生徒ポイントをたくさんもらったんだって」

「……………………え？」

　その意味がゆっくりと脳に浸透し、姉の意識は覚かく醒せいした。

「櫻君は、生徒ポイントが欲しかったんだね……それで、不登校の私を利用するために、お姉ちゃんに近付いたんだって……」

　その声色は、あくまでも穏おだやかだ。なんらかの感情が強く乗せられているという事はなく、しかしだからこそ、姉の耳には冷たく響ひびく。

「どうして……なんで、そんな事……」

「優やさしい人がね、教えてくれたんだ……」

　優しい人は、妹がそれを姉に告げる事を許きよ諾だくしていた。その優しい人も、最終的には姉にそれを伝える事が目的だったのだから。

　月光に溶けてしまいそうな儚はかない声で喋しやべる妹。その身体からだを、姉はたまらない想おもいで力強く抱だき締める。

「あいつ……！　そういう事だったんだ……やっぱり、全部、噓うそだったんだ！　ごめん、ごめんね、私がもっと……あの男……！」

　姉の声は、昂たかぶるにつれて涙声になっていく。妹は、姉の泣き声がとても好きだった。

「どうして、お姉ちゃんが謝るの？」

「だって！　私は、あなたを守るためにいるのに！　あんな胡う散さん臭くさいヤツ、近寄らせちゃいけなかったのに！」

　歯を鳴らして姉は悔くやしがる。妹はそんな姉の頭を優しく撫なで、穏おだやかに続ける。

「私はね……櫻君の事、好きだよ」

　姉にとって、それは一番聞きたくない言葉だった。

「どうして！　あんなヤツ！　利用されてたのよ!?」

「うん……ねぇ、お姉ちゃん。私を利用するって、すごい事だよ？　だってそれって、お姉ちゃんを出し抜いた、って事でしょ？」

「……それは……」

　それは、いかに普段、妹が姉を高く評価しているかという事の証左でもある。だが、その信頼が今は辛つらかった。結局姉は、その信頼を裏切ってしまったのだから。

「お姉ちゃんを出し抜くなんて、すごい事だよ。きっと、すごく考えて、すごく準備して、お姉ちゃんに負けないように、頑張ったんだよね……」

「でも、そんなの……！」

　その結果、妹が、自分を出し抜いた相手に惹ひかれてしまうなど……身を引き裂さかれそうな程ほどに、我慢出来なかった。

「だから……きっと、利用するだけ利用して、後は知らないなんて、そんな危ない事、しないよ。そんな事したら、私やお姉ちゃんが何をするか、分からないでしょ？」

　姉は、理解している。妹が、相手に何を求めているかという事を。

「だから……きっと、これからも私の事、見てくれるよ……」

　そうなのだ。妹は、それでいいのだ。

　理由やきっかけなどはどうでもいい。それが愛であろうが打算であろうが、とにかく、確実に自分を見てさえもらえれば、それでいいのだ。

「私が見てる！　私がずっと見てるから、だから、あんな男いらない！」

「お姉ちゃんが、いつも私を見ていられるとは、限らないよ。お姉ちゃんにもいつか、好きな人とかが出来るかもしれないし……」

「そんなのあり得ない！　私は彼方かなたがいればそれでいい！」

「学校とかもそうだよ。お姉ちゃんは学年が違うから、会いに行き難にくいよ。でも、櫻さくら君は隣のクラスだから、授業が終わるごとに会いに行けるんだ……」

「だったら、学校なんか行かなきゃいいじゃない！　私がいい大学に行って、いい会社に入って、たくさんお給料もらって、ずっと面倒見てあげるから……」

　自分の胸の中で、泣きながら自分を独り占めしようとする姉に、妹はたまらなく幸せな気持ちになる。ああ、もう、お姉ちゃんさえいればそれでいい……そんな風に、本気で思ってしまいそうになる。

「……ねぇ、お姉ちゃん」

　しかし、それでも──

「お姉ちゃんは私のものだけど、私はお姉ちゃんのものじゃないんだよ……？」

　まだ、足りない。

　耳の中に優やさしく滑すべり込んできた無声音に、姉はぞくりと背筋を震ふるわせる。

「分かってる、よね……？」

　もっとだ。もっと。まだ満たされない。

　この胸に空あいている、たまらなく切ない隙すき間まを埋めるには、もっともっと、執着が要いる──
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　月曜日の放課後。

　遙はるかに呼び出され、櫻は三階の予備教室へと来ていた。

　三階の予備教室へ入るのは初めての事だ。他ほかの予備教室のように弱小同好会が居座っていたりはせず、そこにいるのは遙はるかと櫻さくらの二人だけだ。櫻が教室に入ると、遙は教室にある二つの扉の両方に鍵かぎをかけた。

　櫻は、自分が呼び出された理由をいくつか考えていた。その中で、櫻にとって最も理想的なものは、先日の事で遙が自分の告白を本気だったと思い、心ないあしらい方をした事を謝罪してくる、というものだった。

　そして、遙の切り出し方は、まさしく理想通りのものだった。

「あのね、相あい上がみ君……前、私にしてくれた告白って、本気だったの？」

「……もう、いいじゃないですか、その事は。終わった話です」

　決して、自分からは肯定しない。可能な限り噓うそをつかない。相手を騙だますのではない、相手が勝手に勘かん違ちがいするのだ。いつもそうやって、櫻は自分を正当化している。

「……終わって、ないわ」

（ん？）

　少し予想外だった。後に続くのは十中八九謝罪だろうと櫻は思っていたのだが、終わってない、という言葉がどう謝罪に繫つながるのだろうか。

「私は、あなたの告白を、全然本気にしてなかった。だから、あんな対応になった。でも、あれが本気だったなら、私の返事は違うの」

（……なに？）

　さらに予想を外れていく。この女を相手にしていると、なんだかこんな事ばかりだ。櫻にはそれが不愉快でもあり、しかし同時に、少しだけ、どこか楽しくもある。とは言え、本人に明確な自覚はないのだが。

「終わって、ないでしょ？　まだ間に合うよね？　本気で告白してくれたのなら、本気で答えさせてほしいの」

（なんだ……なんだなんだこの流れは……これじゃあ、まるで……）

　自分を真っ直すぐ見つめてくる遙の瞳ひとみに、櫻の鼓こ動どうが僅わずかに高鳴る。

　その言葉の続きがなんなのか。ほんの少しだけ、期待してしまっている櫻がいた。

「相上君の気持ち、受け入れたいの」

「…………」

「最初は、あなたが彼方かなたを狙ねらってるんだと思ってた。でも、違うのなら。彼方じゃなくて、本当に私を好きでいてくれたのなら」

「……………………」

「私は……もう一度あなたに、私の事を見てほしい……」

「…………………………………………」

　櫻の思考回路は、完全に固まってしまった。

　切なそうに櫻を見つめる、遙の濡ぬれた瞳。櫻の心臓はもう呼吸が苦しいくらいに早はや鐘がねを打っている。しかし理解出来ない。否いな、今言われた事を、日本語として意味は理解しているのだが、それが全く脳に馴な染じんでこない。

　中学時代、櫻さくらは女子に告白された事が何回かあった。それを受け入れ、ごっこ遊びのようではあったが恋人関係になった相手もいた。

　しかし、こんな気持ちになった事は一度もなかった。

　気に食わない女。憎にくたらしい女。自分を騙だまし、欺あざむき、邪じや魔まばかりしてきた女。

　そんな女が、今、しおらしい顔で自分を見つめている。

　櫻は今、人生最大と言ってもいい程ほど、混乱の坩堝るつぼにあった。




　一方、遙はるかは。

　一世一代のその演技が、櫻を騙しおおせるか否か、気が気ではなかった。

　一いつ瞬しゆんたりとも気を抜く訳にはいかない。今度こそ、なんとしても今、この男を騙し抜かねばならない。これが最終手段である事も分かっている。もう、失敗は許されない。

（彼方かなたを、渡したくない）

　そのためならば、遙は自分の全すべてをなげうつ覚悟だった。

　そして、休日の間に散々考えた答えが、これだ。

　櫻は、無表情のままで沈黙を貫つらぬいている。無理か？　私の噓うそなど見抜かれているのか？　告白された事はあるが、自分から告白した事も、付き合った事もただの一度も経験のない身で、やはり無理があったのか？　その焦あせりを、必死で希こいねがう表情へ変える遙。上う手まくいっているだろうか、自信は全くない。

　しかし遙には、まだ切っていない札があった。出来れば切りたくはないが、おそらく自分の目的を達成するためには何よりも効果的であろう札。

　彼方を渡さない。そのための覚悟。遙は、腹を決めて口を開く。

「……やっぱり、信じてもらえないかしら」

「……………………」

「そう、よね……私、あなたにひどい事したものね……」

「…………………………………………」

「虫がいいのは、分かってる。だから、今度は私の本気を見てほしい」

「……………………………………………………………………………………」

　そして遙は、制服の胸元に手をやり、赤いスカーフを抜き取った。

　スカーフはするりと指を抜け、音も立てずに教室の床へと落ちる。

　その指先が、今度は胸元のボタンを、ゆっくりと、一つずつ外していく。

　俯うつむいた遙の頰ほおが、スカーフにも負けないくらい真まっ赤かに染まっている。

　細い肩口を、白い腕を滑すべり落ちた制服が、曲げられた肘ひじに引っかかって止まる。

　窓から差し込む放課後の陽光を艶なまめかしく照らし返す、薄い水色のサテン生地のキャミソールから、二つの控えめなふくらみとそれを包む真っ白な下着が僅わずかに覗のぞいている。

「……信じて、くれるなら……」

　顔を伏せたまま、遙はるかはぽつりと、最後の札を切った。

「…………私を、好きにして、いいよ…………」
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　櫻さくらは──

　その言葉を聞いて、一いつ瞬しゆんの逡しゆん巡じゆんの後、ゆっくりと遙に歩み寄った。

　予備教室に二人きり。邪じや魔ま者ものはいない。鍵かぎは内側からかけられている。

　櫻の心臓が、口から飛び出てしまいそうな程ほどに暴れている。

　それは遙にとっても同じ事で、体の内側でうるさい鼓こ動どうを聞いている。

　櫻の手が、遙の剝むき出しの二の腕に伸ばされる。

　体を竦すくませ、ぎゅっと固く目を閉じる遙。

　震ふるえているその腕に、櫻の手がそっと重ねられる。

　一瞬で伝わってきた熱さに、息を吞のむ遙。

　そして櫻は、遙に向かってゆっくりと唇くちびるを近付け──




「──騙だまされるかよ」




　耳元で、そう囁ささやいた。

　愕がく然ぜんと、目を見開く遙はるか。

　顔を上げ、至近距離で櫻さくらと視線を交わす。

　櫻は、呆あきれたような、嘲あざけるような、そしてどこか──傷ついたような顔で、肘ひじまで脱げていた遙の制服を肩に戻した。

「そうやって俺おれを誘惑しておいて、俺が手を出してきたら大声を上げる。この時間、隣の生徒会室に確実に人がいるように仕事を残してきたってんだから恐れ入るよ。で、駆けつけてきた生徒なり教師なりに、俺に襲おそわれたと証言する。流石さすがにそんな事しでかしたんじゃ、退学もあり得るわな」

　予備教室に二人きり。邪じや魔ま者ものはいない。鍵かぎは内側からかけられている。

　つまり──逃げる余地が十分にある事を確認した上で、櫻はミニッツを発動させて遙の心を読んだのだ。

　何も言えずに、ただ呆ぼう然ぜんと櫻の言葉を聞いている遙。

　もう駄だ目めだ。何な故ぜだか分からないが、自分の企たくらみが全すべて見抜かれている。相手が一枚上手だった。遙は驚きよう愕がくし、そして、自分の敗北を悟った。

「一つ聞きたいんだけど、ドアを破られる前に俺が自や棄けになって本当に襲いかかったら、あんたどうするつもりだったんだよ？」

『襲いかかってきてもよかった。それで彼方かなたを守れるなら、私なんてどうなっても構わない』

「……覚悟の上、かよ。信じらんねぇ……」

　遙の心を読みながら、櫻は内心、苦々しい思いでいっぱいだった。

　確かに、敵対していた。騙し合うだけの関係だった。

　それでも──遙にここまでやらせてしまったという事実に、櫻ははっきりと傷ついていた。

「なんでそこまでするんだよ？　そんなに俺が嫌いか？」

『嫌いだ。彼方が奪とられちゃう』

「……妹を、俺に奪られたくなかったのか。だからってここまでするかよ……おかしいだろ、あんた達の関係……」

『やめて』

　櫻の言葉を、追及を、遙の心の声が拒否する。次々と内心を言い当てられる事に、遙は心の底から恐怖していた。

「やめて……やめてよ……私の中、覗のぞかないでよ……なんなの、怖いよ……なんで私から、彼方を奪ろうとするの……そんなにしてまで、なんで生徒ポイントが欲しいの……」

　遙の瞳ひとみから、銀の雫しずくが細く零こぼれる。

　今度は櫻さくらが動揺する番だった。

　自分が、生徒ポイントのために彼方かなたを学校へ連れ出した。その事は、見抜かれてもおかしくないとは思っていた。しかし、昨日の朝までは少なくともそんな様子はなかった。それが何な故ぜ、今日いきなり、こんな事になっている？　昨日、自分の知らないところで何があったのだ？

　……普段の櫻なら、真っ先にそういう事を考えていただろう。

　否いな、それ以前に、普段の櫻ならすでに絶対時間が一〇秒程度しか残っていない事に何よりも注意を払っていたはずだ。

　しかし、櫻の頭の中には今、欠片かけらもそれらの懸け念ねんは浮かんでいなかった。

　櫻の脳裏を占めているのは、自分の弱みを握り、自分を騙だまそうとし、自分の邪じや魔まばかりし、そして今はただ、目の前で体を竦すくめて小さく震ふるえる、その女の事だけだった。

（なんだ……？　俺おれは一体、何をやってるんだ……？　なんのために、こんなにこの人を傷つけて、追い詰めて、怖がらせてるんだ……？）

　自分が女を泣かせている。その事実が、櫻をひどく動揺させる。

（今度こそ、俺の勝ちだった。そうだ、これが俺が望んだ結果のはずだ。……これが？　こんなものが？　こんな、この人にこんな顔をさせるために、俺は──？）

　唐とう突とつに。

　何故か櫻は、自分の人生で最も忘れてしまいたい事を思い出した。

　痛く、悲しく、寂しく、怖い、その記憶を。




　　　　　五




　それは、櫻が小学四年生だった頃ころだ。

　櫻のミニッツは、その日唐突に発動した。

　その日は、特別なんでもない日だった。ただ、父親の豊ゆたかが部屋を片付けた際に亡なき妻の遺品を見つけ、妻を亡くした哀かなしみに再び囚とらわれていた。

　その頭を占めるのは、決して抱いだいてはならない、一つの思いだった。

　妻の願いと、妻への誓いと、そしてやはり父親として、決してそれを態度に出す事はなかったが、それでもどうしても、その思いを自分の中から完全に追い出す事が出来ず、そんな自分を嫌けん悪おしてまた沈み込む……そんな悪循環の繰り返しだった。

　まだ幼かった櫻に、父親が何に傷ついているのか、何を望んでいるのか、何を考えているのか……それが分かるはずもなく、結局二人は、同じ家で過ごしていながら長い間言葉も交わさない程ほどに、親子関係が冷え切っていた。

　当時はまだ健在だったアザミの父、デイゴも色々と気にしてくれたのだが、父との間に横たわった深い溝みぞは、どうしても埋められなかった。

　その日、それにうんざりしていた櫻さくらは、部屋の片隅で母の遺品を胸に抱だいて塞ふさぎ込む父の背を見つめ、心の底からこう願った。

（一分で良いいから、父さんが何を考えてるのか知りたい）

　それは、切実な祈りだった。

　すると次の瞬しゆん間かん、櫻の頭の中に、父親の心の声が、その心が求める欠片かけらが、唐とう突とつに流れ込んできた。それが、櫻の絶対時間が初めて発動した瞬間だった。

　父の心は、亡なき母を求める想おもいと、もう一つの禁じられた思いで渦巻いていた。

　そして、櫻はそれを聞いてしまった。




　──櫻さえ産まなければ──




　その心の声は、小学四年生だった櫻を打ちのめした。

　それでも櫻は、歯を喰くいしばった。本能的に悟った。これは、自分が聞いてはいけない事だ。自分に聞こえるはずのない声だ。言ってはいけない。気付かれてはいけない。それを自分が知ってしまった事を、そして自分が今考えている事を、決して口に出してはいけない。

　顔をぐしゃぐしゃに歪ゆがめながら、櫻は必死で耐えた。背中を向けている父が振り向く前に、自分の中に渦巻く黒いものが叫びとなって溢あふれる前に、その場を立ち去ろうとして踵きびすを返す。

　その時、ミニッツ発動より一分が過ぎた。




　その日から、呪のろいは本当の意味で櫻を、豊ゆたかを蝕むしばみ始めた。

　それ以来櫻は、ただの一度も父に対してミニッツを使った事がない。

　怖いから。




　じっとりと重い空気が、教室内を満たしている。

　まるで心を守ろうとするかのように、自分の腕を抱いてうずくまる遙はるかを、櫻が呆ぼう然ぜんと見下ろしている。

　回想に苛さいなまれる櫻を嘲あざ笑わらうかのように、父親の呪いが蘇よみがえる。

　──いいか、櫻──

　──俺おれ達は、女を幸せになど出来ない──

　その瞬間、櫻は「何な故ぜ生徒ポイントが欲しいのか」という遙の問いかけへの答えを、無意識に思い浮かべていた。そしてそれは、自動的に櫻の口から零こぼれ出た。

　動揺のあまり、現実でミニッツ発動から一分が経過した事に、櫻は気付かなかった。

「それは……母さんが幸せだったって、父さんに思い知らせてやりたいから」

「……え？」

　ぽかんと、遙はるかは目と口を開き櫻さくらを見た。あまりと言えば唐とう突とつに過ぎるその言葉に戸惑い、恐怖も忘れて素直に問いかける。

「どういう事……？」

　櫻もまた、素直に答える。

「父さんが言うんだ。俺おれと父さんで母さんを殺したって。俺さえ産まなければって」

　早くこの教室を出なければならない。トイレの個室に籠こもって、一人きりで一分間を過ごさなければならない。なのに、櫻の頭にはその考えが浮かばなかった。

「俺は、女を愛しちゃいけないって、呪のろわれてるから子供を作っちゃいけないって、父さんが言うんだ。絶対に、女を幸せに出来ないって」

　唐突に始まった、その到とう底てい理解出来るはずもない打ち明け話を、遙は怯おびえたように眉まゆを顰ひそめて聞いていた。最初の内は。

「だから、俺は生徒ポイントを貯ためるんだ。それで生徒会長になって、内申を良くして、いい大学に行って、いい会社に入って、金をいっぱい稼かせいで。それで、夕ゆう楓かさんもアザミも、俺が幸せにしてやるんだ」

　淡々と言葉を紡つむぐ櫻の声が、感情の昂たかぶりに合わせて少しずつ震ふるえ出す。

「それで俺は家を出て、愛する人を見つけて、結婚して、子供を作って……その幸せな姿を、父さんに見せつけてやるんだ……呪いなんかないって、分からせてやるんだ……！」

　誰だれにも言った事のない心の中の本音を生まれて初めて他人にぶちまけながら、櫻は泣いていた。自分がすぐに泣いてしまう事など誰にも知られたくなかったが、遙にはすでに知られているから、別にいいや、と思った。

「みんな……みんな！　俺が幸せにしてやるんだ！　それで、一回で、いいから……っ！」

　反動のせいで言いたくないのに言っているのか、それとも自分の意志で聞いてほしいと願っているのか、櫻は自分にも分からなかった。

「俺が……っ！　俺が、生まれて良かったってっ！　そう、言わせてやるんだ……っ！」

　そしてミニッツ発動から二分が経過し、反動は終わった。

　いつの間にか、櫻の頭は遙の胸に抱だかれていた。

　実際のところ、遙にはよく分かっていなかった。いきなり父さんだの母さんだの子供だの呪いだのと言われても、すぐに理解出来るはずもない。

　ただ、櫻が苦しんでいる事は分かった。目の前で子供のように泣いている事は分かった。自分と似たような事に傷つき、悩み、苦しんでいる事は、よく分かった。

　そして、その泣きべそをかいた頭を胸に抱いてやれば、きっと泣きやむはずだという事も。

　気付けば恐怖心などどこかへ霧む消しようし、自分でも不思議な程ほどたおやかな気分で、遙は櫻の頭を優やさしく撫なでつけていた。

　しかし櫻は、温かく柔らかい胸に包まれて、それからしばらく泣き続けた。




　　　　　六




「……………………」

「……………………」

　開いた窓の桟さんに並んで座り、櫻さくらと遙はるかは顔を真まっ赤かにして俯うつむいている。ちなみに櫻はとっくに泣きやみ、遙もきちんと制服を着ている。

　気まずいなどというものではない。恥ずかしいやら悔くやしいやら情けないやら居たたまれないやら照れくさいやら決まりが悪いやら無意味に腹立たしいやらだけど何な故ぜか妙に心地好よいやらそれがまた悔しいやら穴があったら入りたいやら……一体自分がどんな感情を抱いだいているのか、ありったけの語ご彙いを尽くしても表現しきれぬ程ほどの煩はん悶もん懊おう悩のうに焼き切れそうな中、互いに共通して唯ゆい一いつはっきりとしているのは、とても相手の顔が見られない、という事だった。

「……あの、先せん輩ぱい」

「……はい、なんでしょう」

　たったそれだけの言葉に、どれ程の勇気と覚悟を要した事だろう。

　逆方向に顔を逸そらし合い、二人はぎこちなく言葉を交わす。

　互いに、言いたい事も、聞きたい事も、言い訳したい事も、確認したい事も……とにかく、話したい事はいくらでもあった。しかし、何から話せばいいのか、どう話せばいいのか、それが全く分からなかった。

　当たり前といえば当たり前だ。何故なら、櫻と遙がこれまでに交わしてきた会話は、そのほとんど全すべてが騙だまし合いだったのだから。

　素直に話す事など、急に上う手まく出来るはずがなかった。

「……その、なんか、すいませんでした」

「いえ……こちらこそ、色々と、ごめんなさい」

　何がどうすいませんでごめんなさいなのか、該がい当とうする事項が多すぎて、逆に「なんか色々」で十分に伝わってしまう程である。

「……………………」

「……………………」

　そして、再び沈黙。

　時刻は夕方五時過ぎ。グラウンドからは、この学校の数少ないまともな部活である陸上部の掛け声が聞こえてくる。日没はまだ遠く、傾き始めたばかりの西日が二人の影を教室内にゆっくり伸ばしてゆく。

　優やさしく吹き込む初夏の風が、少しずつ、二人の頰ほおから熱を奪うばっていった。

「……ねぇ、相あい上がみ君？」

「……はい」

「間違ってたらごめんね。相あい上がみ君……お母さん、いないの？」

「……はい。俺おれを産んだ時に」

「そっか……」

　やはり視線は合わせないままだったが、もう互いにそっぽを向いてはいなかった。自分の足元を中心に広がる視界の端には、確かに相手が見えていた。

「あのね、相上君。私も同じ。お母さん、いないの」

「え？」

「彼方かなたを産んだ時にね。死んじゃった」

「…………」

　横目でちらりと、遙はるかの方を見る櫻さくら。遙は視線を落としたまま。その横顔からは、遙が今どんな想おもいで語っているのか、窺うかがい知る事は出来ない。

「お父さんはね、お母さんが死んだのは、彼方のせいだって言うの。小さい頃ころは私も、それを信じてた。彼方のせいで、お母さんが死んじゃったって」

「…………」

　これは、呪のろいの話だ。遙と彼方が、櫻と同じように父親からかけられた、呪いの話。

「彼方を、泣いて責めた事もあるの。お母さんを返して、って。ひどいよね……私もお父さんも、最悪」

　そこが少し、櫻とは違う点だった。櫻は、父親の豊ゆたかに一方的に責められた事はない。豊はいつでも、俺とお前が、そう言っていた。しかし、もしそれが「お前が」だったとしたら。

「中学生になった時にね、やっと分かったの。彼方は全然悪くないって。それから、それまでひどい事をした分、精一杯彼方を愛したわ。今思えば、勝手な話よね」

　そうなのだろうか。愛するという事がどういう事なのかよく分からない櫻には、それが本当に勝手な話なのかどうかもまた、分からなかった。

「でも、彼方は私を許してくれた。あんなにひどい事をした私を、愛してくれたの。本当に、優やさしい良いい子なのよ」

　櫻は思う。もし自分が彼方の立場だったとしたら、遙を許せただろうか。

（俺は……本当は、父さんの事を……）

　憎にくんでいるのだろうか。恨うらんでいるのだろうか。それとも。

「でも、お父さんは今でも、彼方が悪いと思ってる」

「…………」

「だから私は、家を出るの」

「え？」

「いい大学に行って、いい会社に入って、お給料をいっぱいもらって。それで家を出て、彼方と二人で暮らすの」

　それは、どこかで聞いたような話だった。

　ずっと自分の足元を見ていた遙はるかが、その視線を櫻さくらに向ける。二人の視線が絡からまると、ふっと遙は微笑ほほえんだ。

「似てたのね、私達」

　すとん、と。

　自分の中にあった焦こげ臭くさいわだかまりが、その照れ隠しのような微笑みに溶かされて胸の奥へと落ちてしまったのを、櫻は感じた。

（ああ、もう駄だ目めだ）

　櫻はもう、遙を憎にくむ事は出来ないだろう。

　同病相あい憐あわれむ。傷を舐なめ合うという事を、櫻はひたすらに不気味な行為だと思っていた。だが今はただ、そのおぞましい快感の中、遙をとても近くに感じていた。そして同時に、強く彼方かなたの事を想おもっていた。

「でも、相あい上がみ君の方がすごいよね。私はお父さんから逃げようとしてるだけで、相上君はみんなを幸せにしようとしてる……似てるなんて、失礼だったかな」

　そうなのだろうか。本当に、そうなのだろうか。本当は自分もただ逃げようとしているだけなのに、美しく虚飾された言葉でそれを偽いつわっているだけではなかったのか。その答えを出す術すべは、今の櫻にはない。

「……逃げてみないと、分かんないですよ」

　だから櫻は、素直にその言葉をぶつける。反動など無しに、思った事を、そのまま遙へ。

「逃げた後で、自分がどうするのか。そのまま逃げてしまうのか。それともどこかで立ち止まって、振り向いて、逆ぎやく襲しゆうを開始するのか。逃げてみなけりゃ分からない」

「……意外と弱気なのね？」

「違いますよ、先せん輩ぱいの事です。先輩が逃げた後、逃げたままかどうかなんて分からない」

　先さき程ほどとは逆に、真っ直すぐ前を向いて話す櫻の横顔を遙が見つめている。どうやらそれが自分への激げき励れいだったらしいと気付き、少し目を丸くする遙。

　逃げてもいい、ではなく。逃げてみなければ分からない。

　そんな事を考えるのは、遙は初めてだった。

「……というかそもそも、俺の知ってる先輩なら、逃げる振りして追いかけてきたやつの足を引っ掛けてやろう、くらい平気で思ってる気がするんですけど」

「……私の知ってる相上君は、それを見抜いた上で追いかける振りをして、引っ掛けてきた足を踏んでやろう、くらいは思ってそうね」

「いやだなぁ、それは買いかぶりですよ。俺は先輩程頭が良くないんですから」

「いやぁねぇ、謙けん遜そんしちゃって。知恵比べじゃ相上君に勝てる気がしないわぁ」

「はは、うはは、うはははははははははは」

「ふふ、うふふ、うふふふふふふふふふふ」

　交わされる憎にくまれ口には、しかしどうにも敵意が入り切らない。自分を睨にらみつける相手の視線からも、どうしても互いに親しみを感じ取ってしまっていた。

　不敵な笑みのまま、奇妙な距離感の睨めっこをしばらく続けていた二人だが、急に遙はるかがその笑みを潜ひそめ、眉まゆ根ねを寄せて口をすぼめ、何やら櫻の顔色を窺うかがい始める。

「……あの、ところで相あい上がみ君」

「はい？」

「……一つだけ、お願いがあるんだけど」

「はぁ」

　何の事やら分からず、間の抜けた返事を返す櫻さくら。何な故ぜか遙は続きを口にしようとはせず、躊ちゆう躇ちよするように黙り込む。よく見ると、その頰ほおがだんだんと赤みを帯びてきている。

　そして櫻は唐とう突とつに、思春期男子特有の突発性の病やまいに罹り患かんした。

（……これは……まさか！　まさかの三度目の正直か!?　こ、今度こそ、本当の告白タイムなのか!?　やはり本心では俺おれにメロメロだったのかこの女!?）

　自意識過か剰じようでナルシストな面を持ちながら、実のところは意外に純情でちょっとバカというこの男、とんでもなく不ふ遜そんな事を本気で考えながらも心臓はバクバクである。

　俯うつむいたり、手をもじもじと擦こすり合わせたり、上うわ目め遣づかいでちらちらと櫻を見てきたり。遙の態度は、櫻から見ればもう完かん璧ぺきに恋する乙女のそれだった。

（間違いないだろコレ……おおおどうする、俺はどうすればいいんだ!?）

「その……さっきの事、秘密にしてくれる……？」

「やっ、まっ、その、俺も別に、嫌いじゃないっていうか……は？」

「……………………」

「さっきの事……？」

　完全に予想外のその言葉に、櫻の頭が真っ白になる。

（……告白じゃ、なかったのか）

　途と端たんに、櫻の顔面が火がついたように赤くなった。それも当然、この勘かん違ちがいは恥ずかしい。

　しかし何故か、遙は櫻のその反応にさらに顔を赤くし、恥ずかしそうに身を捩よじった。

「やっ、やだっ、思い出さないでよ……っ」

「え……ああ……いや……」

　特にそういう訳ではなかったのだが、言われてしまうと思い出してしまう。先さき程ほどのあられもない遙の姿。恥じらいに染まる頰、恐怖に震ふるえる肩。目まの当たりにした肌はだの白さが、櫻の脳のう髄ずいを白く灼やいてゆく。

「ね？　お願い、誰だれにも言わないで……」

「……というか、アレはマジでやりすぎでしょ……先せん輩ぱいと妹さんの事情は、まぁ分かりましたけど……それにしたっていきすぎじゃないですか？　なんか、血縁も性別も超えた愛情みたいなものを感じるんですけど……」

　本気で、言った訳ではなかった。

　櫻さくらは、自分が感じた疑問を、やや大げさに表現しただけだった。

　しかし、それに対する遙はるかの反応は、劇的だった。

「ちっ……違うわよ！　違うのよ!?　私も彼方かなたも、そういうんじゃないの！　ただ、ほら、ずっと一緒にお風呂に入ったり、一緒に寝たりしてるから……テレビでね、ちょっとそういうシーンを見ちゃった日にね、なんか、妙な雰ふん囲い気きになっちゃって……」

　頭を振ったり手を振ったり、完全に取り乱して一方的にまくし立てる遙の言葉を、櫻はかろうじて日本語としての意味だけ理解する。

（うん、なるほど、姉妹仲が良いいという事はよく分かった。で、この人は何か聞いてもいない事を勢いで暴ばく露ろしているみたいだが、なんというかこう、何かこう、とてつもなくこう、聞いてはいけない事を、聞いてしまっているようなそんな気が……）

「でも、違うの！　ほんの少し、単なる好奇心で……あるでしょ!?　そういうのって誰だれでもあるよね!?　でも、そんなのダメだって思って、大した事は何もしてないのよ!?」

　そして、致命的な一言を、ついに遙は口にしてしまった。

「キスとかしか、した事ないんだから……っ」




　鱚きす、とは──

　西太平洋からインド洋まで、広く分布する、釣つりや食用に人気のある白身魚の事だ。

　一般に日本で『鱚』と言う場合は体長三〇センチ程度のシロギスを指す事が多く、塩焼き、刺さし身み、吸い物や酢すの物など、様々な方法でおいしく頂く事が出来、中でもてんぷらは特に美味であるとされる。脂し質しつが１％と極めて低いのも特徴で、揚あげ物のカロリーを気にするご婦人にも嬉うれしい魚である。

（ああそうか、つまり先輩は、テレビでちょっと釣りのシーンを見ちゃった日に、なんか漁な雰囲気になっちゃって、ほんの少し、単なる好奇心で魚を料理したくなって、でも、魚って意外と脂し肪ぼうが多くて高カロリーだからそんなのダメだって思って、揚げ物とか大した事は何もせず、鱚の塩焼きとかしか料理した事ないって事か……）

「現実から目を背そむけるな、俺おれっ！」

　沈黙の後、唐とう突とつに叫んだ櫻に遙がびくっと肩をすくめる。

　櫻の脳内劇場で、親指を立てているよく陽ひに焼けた漁師の笑顔がかき消え、代わって先日見た妙に蟲こ惑わく的な顔の彼方と、先さき程ほど見た半裸の遙が、何な故ぜか天てん蓋がい付きの大きなベッドの上で身を寄せて唇くちびるを重ね合うシーンが上映開始された。

　遙はるかの言った事は、それはつまり、そういう事で。

「……ガチ百ゆ合り姉妹っ!?」

「大声を出すなーーーーーーーーーーっ！」

　そう言う自分の声が一番大きい、というお約束をかましながら、遙は両手で櫻さくらの口を塞ふさぎにかかった。

「だから、違うってば！　キ、キスって言っても、中学生の頃ころに一回しただけだし……」

「去年じゃねぇか！」

「私は一昨年おととしよ！」

「しかも、キス『とか』って……」

「追及するなぁ！」

「というか先せん輩ぱい……ものすごい勢いで墓穴を掘ってる事に気付いてますか……？」

「…………？　…………っ!?　～～～～っ！」

　ただでさえ真まっ赤かな遙の顔が、物理的に発火可能な程ほど限界まで赤く染まる。その瞳ひとみに滲にじんだ大粒の涙さえ、頰ほおの熱で蒸じよう発はつしてしまいそうな勢いだった。

「言わないで言わないでお願い誰だれにも言わないで！　なんでもする！　なんでもするから！」

　半泣きの上うわ目め遣づかいで櫻に懇こん願がんしてくる遙。櫻はと言えば、これだ、この顔が見たかったのだフハハという優越感と、ついに釣つり銭が来る程に大きな弱みを握る事が出来た満足感と、しかし流石さすがに洒落しやれにならない事を知ってしまったという若じやつ干かんの焦あせりと、そして引き続き絶賛上映中の桃色脳内劇場でこちらも軽く混乱に陥おちいっている。

　だがそんな中でも、櫻の耳は相手の漏もらした不用意な一言を聞き逃さなかった。

「なんでも……とな」

　なんでもする、などと女性に言われるのは男の憧あこがれのシチュエーションの一つである。あんな事やこんな事、出来たらいいなという事が、年頃を問わず男という生き物には数え切れない程に存在する。それはもちろん、櫻も例外ではない。

　とは言え──この状況でその欲望を遠えん慮りよなく口にするなど、流石にそこまでは出来ない櫻であった。

　予期せぬ事で握った相手の秘密。それを口外しないための条件。

　最初から、一つしかなかった。

「……じゃあ、代わりに……俺おれの、る、涙るい腺せんが弱いって事、誰にも言わないで下さい」

　そもそも、一番最初はただそれだけだった。下らない事で自分がすぐ泣いてしまうという事を知られてしまい、その対抗手段として弱みを探る。櫻にとって遙とは、ただそれだけの相手のはずだった。

　それが、何がどうなったのか、いつの間にやら生まれてこの方誰にも語った事のない本心をさらけ出すような事になってしまった。本当に、想定外の事態の連続だった。

　とは言え、それももう終わりだ。

　一番最初の目的は、今やっと達成された。生徒ポイントも手に入れた。最後の懸け念ねんも、あれよあれよという間にまとまってしまった。今後は、生徒会副会長で、隣のクラスの女生徒の姉という、ただそれだけの他人となる。互いに秘密を握り合っているという、やや特殊な事情はあるものの。

　事実上、二人の関係の最後を告げる気持ちで、ほんの少しの寂せき寥りようと共に吐き出した櫻さくらの交換条件に、遙はるかは首を傾かしげた。

「……何の事？」

　この期ごに及んでとぼけるか、とんだ腹黒女だな、それともまさか、俺おれとの関係を切りたくないのか？　やっぱり俺に惚ほれてるのか？　……様々な事を考えながら溜ため息をつく櫻。

「何ってだから、俺がその、な、涙もろいって事ですよ」

「……？」

「階段で、一緒に『お母さん』って呼ばれた時。俺が泣いたの、見てたんでしょ？　代表定例会で、脅おどすみたいに言ったじゃないですか。大変だね、って」

　人差し指を目元に当て、遙にやられた仕草を悪意特盛りで再現してみせる。そんな櫻の様子を見ても、遙はいまいちピンと来ていない。それもそのはず──

「うん、まぁ、言ったけど……花粉症大変だね、って」

　櫻の表情が固まった。

「…………………………………………え？」

　長い沈黙の後、やっとその一音だけを喉のどの奥からひねり出す。

「いや、私は分からないんだけどね、この時期って花粉が多いんでしょ？　私の友達も、いっつも涙とか鼻水とか出てる子がいるから、相あい上がみ君もそうなのかな、大変だなって……」

「……………………………………………………………………………………」

　遙は、櫻の泣き虫体質になど、全く気付いていなかったのだ。

「……じゃあ、涙の跡が消えてるって言ったのは……」

「だから……花粉症でしょ？」

　今いま更さら特大の墓穴を掘っていた事に気付いても、完全無欠に後の祭りである。

「はい、花粉症です」

「……花粉症じゃ、ないの？」

「花粉症です」

「涙るい腺せんが弱い……」

「花粉症です」

「もしかして、相上君って……」

「花粉症です」

　顔を見られないよう、背中を向けてしまう櫻さくら。しかし遙はるかは、今櫻がどんな顔をしているのかを想像してだんだんと意地の悪そうな笑みになる。ちなみに、遙の想像が当たっていたかどうかは、この後すぐに振り向いた櫻の顔を見る事で明らかになる。

「そっか、あははっ、相あい上がみ君は、泣き虫なんだ！　あはははは！」

「うるせぇ！　笑うな！　泣き虫って言うな！」

「あはははは！　ご、ごめん、悪かったわ。謝るから、な、泣かないでよ！　私がいじめてるみたいじゃない……あはははは！」

「泣いてねぇよ！　花粉症だ！」

「そ、そうだね、さっきもすごい泣いてたもんね……あははっ」

　女の胸の中で泣いてしまう、という最悪の醜しゆう態たいを思い出し、しかもそれを笑われた櫻は、自分と同程度あるいはそれ以上のダメージを相手に与えるべく、声帯という名の薬室に女性に対する非人道的弾丸を込め、舌という名の引き金を引いてしまった。

「……先せん輩ぱいの胸が、思ってたより小さくて、哀かなしくなっただけですよ」

　櫻の言葉に、遙のこめかみが引きつった。

「……嫌いやだわ相上君、普段から女性の胸の大きさなんて想像してるの？」

　遙の言葉に、櫻の拳こぶしが握り締められる。

「俺おれのような紳士がまさかそんな。妹さんと比べての感想です」

　櫻の言う通り、琴こと宮みや姉妹は身長も胸の大きさも妹の方が勝まさっている。そしてそれは、遙の密ひそかなコンプレックスだった。

「そうよねぇ、あの状況で女に手も出せないようなお優やさしい相上君が、そんないやらしい事考えてる訳ないわよねぇ」

　いわゆる草食系という類たぐいの言葉は、男子に対する最大の侮ぶ辱じよくだと櫻は思っている。それは、女性に対しここぞという時に強気に出られないというコンプレックスの裏返しであった。

「どう見ても経験のなさそうな先輩に強引にはいけませんからねぇ！」

「残念だなぁ、相上君の初めてもらってあげたかったのになぁ！」

「はは、うはは、うはははははははははは！」

「ふふ、うふふ、うふふふふふふふふふふ！」

　一種異様な雰ふん囲い気きで、異様な笑みを浮かべながら睨にらみ合う二人。

　陽ひが傾いてゆく。

　少し涼しさを感じるようになった風が、笑い声が止やんで静まり返った教室の中にゆっくりと吹き込んできた。

「…………先輩」

「…………何かしら」

「やめましょう。俺達は今、少しおかしい」

「そうね、その通りかもしれないわね」

　冷静になり、今、自分達がどれ程ほど恥ずかしい事を口にしていたのか気付いたようだ。特に遙はるかの最後の一言は、いくら勢いとは言えひどすぎた。櫻さくらも遙も努めて取り澄ました顔をしているが、頰ほおの朱しゆが一向に引いていかない。

「……学校では、妹の事、よろしくお願いします」

　気持ちを切り替えるために話題を変え、遙は櫻に向かって深々と頭を下げた。いきなりの態度の変わりように面食らう櫻。

「……どういう心境の変化です？」

「相あい上がみ君の事、少し誤解してたみたい。少なくとも、彼方かなたをどうこうするつもりは無さそうだしね。彼方も言ってたけど、学年が違うと色々と難しいのよ。あ、学校以外では余計な事しなくていいのよ。ま、相上君は紳士らしいから、大丈夫よね？」

　櫻の彼方に対する想おもいは、遙との一連のやり取りでかなり変わりつつあった。遙が櫻と似ているなら、彼方は櫻と同じと言ってもいい。何な故ぜなら、どちらも出産という形で母親を死に追いやった原因だからだ。責任はないにしても、自分さえ生まれなければ、そう考えた事は何度もあった。

　今ならきっと、また違う気持ちで彼方と向き合い、言葉を交わせるだろう。

　しかしそれでも──

「……まぁ、クラス委員長として、他ほかの生徒と同じくらいには気にかけますよ」

　遙の申し出を、櫻はやんわりと拒否した。

　自分は、全すべての生徒に慕われる生徒会長になる。そのためには、誰だれか一人と個人的に関かかわっている余裕などない。アザミの事も、いつかは独り立ちさせなければと思っている。だから、彼方の事も深入りしない。

　自分は、皆に慕われながらも、本質的な部分では孤高でいなければならない。櫻はそう誓っていた。本心は別として。

「っつーかそれ以前に、妹さんなら普通に友達が出来ますって。可愛かわいいし良いい子なんだから、恋人だって作れるでしょ」

　だから今回も、必要以上に彼方を特別扱いする必要はないし、そのつもりもない。そう遠まわしに告げたのだが──遙は、寂しそうに笑った。

「……どうかな」

「え？」

「あの子は……彼方は……」

　彼方は、何なのか──耳を澄ますが、遙はそこから先は続けずに唇くちびるを引き結び、無理矢理にも見える笑顔を浮かべた。

「……ううん、なんでもない。そうよね、相上君は生徒会長になるために、たくさん生徒ポイントを貯ためないといけないんだもんね」

「あ……あのー、その事は……」

「うん、分かってる。秘密にしておいてあげるわ。私だって同じ事やってるし」

「え？」

「私が副会長やってるのだって、生徒ポイントと内申書のためよ」

　なるほど、どうやらそこまで同じ事を考えていたようだ。生徒会役員を務めていたというのは、いい大学に行くにもいい会社に入るにも、役に立つ肩書きである……と考えたところで、櫻さくらの脳裏を嫌いやな予感がよぎった。

　役に立つ肩書き。それは当然、クラス委員長より生徒会副会長。そして、副会長より──

「……あの、先せん輩ぱい。もしかして……生徒会長、狙ねらってたりします？」

　櫻の問いに、遙はるかはにんまりと、優越感たっぷりの笑みを浮かべた。

「入学してまだ一ヶ月ちょっとの新入生が、一年以上貯めてる私の生徒ポイントにどこまで近付けるか……楽しみにしてるわ」

「…………………………………………」

（──こいつは、敵だ）

　ようやく、本当の意味でそれに気付いた櫻であった。













　　　第五章　お母さんの歌
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「おはよう！　アザミ様とその従者！」

『おはようございます！』

　学生坂に、ヒコ先せん輩ぱいと愉快な仲間達の元気な挨あい拶さつがこだまする。

　彼らの奇行をまだ見慣れない遙はるかと彼方かなたは、そのテンションに若じやつ干かん引きつつもぎこちなく挨拶を返す。もちろん彦ひこ星ぼしをはじめとした親衛隊メンバーは、それを気に留めた風もなくいつものようにアザミに傅かしずいている。

「アザミ様、今日は日差しが強うございます、こちらの麦むぎ藁わら帽子をどうぞ。そのお美しい御お髪ぐし、紫外線に蹂じゆう躙りんなど、させはしまー!?」

『せぬゆえー！』

「ゆえー？」

　つばの広い麦藁帽子をかぶせられたアザミは、落ちないように両手でそれを押さえながら櫻さくらの顔を仰あおぎ見る。

「おお、似合う似合う。可愛かわいいぞアザミ」

　帽子越しに頭を撫なでる櫻の手に合わせ、メトロノームのように首を振るアザミ。例によって猫のような無表情のままではあるが──

「おお……アザミちゃんがあんなに嬉うれしそうに……」

「可か憐れんじゃあ。野に咲くタンポポのようじゃあ」

「俺おれまで幸せになってくるよぅ」

「俺の天パもヴィダルサスーンだぜ……」

　今のアザミがとても機嫌が良いという事を分かるあたり、親衛隊のアザミに対する愛情は本物であると言えた。

　微笑ほほえましい櫻とアザミのその様子を、しかし複雑な表情で見ているのが遙である。

　今日も櫻は、アザミ、遙、彼方の三人と一緒に登校しているのだが、やはりその手はアザミと繫つながれたまま。先日の事もあり、遙は以前にも増してそれが少し気に入らない。彼方の前で他ほかの女の子と、という想おもいと──自分自身の胸の内にちらりと湧わき上がる正体不明の不愉快さには、努めて気付かない振りをする。

　遙はちらりと彼方を見やる。とりあえず、彼方の表情は穏おだやかだ。

　しかし、そこへきてさらに──

「櫻さくら君みーっけ！」

「うぉっ!?」

　駆け寄りざま、体当たりするように、相あいヶが瀬せ茉まつ莉りが櫻の腕を抱だき締めてきた。

「茉莉先せん輩ぱい……」

　押し付けられるたわわな量感に、どぎまぎと視線を泳がせる櫻。それを覗のぞき込むようにしながら、茉莉はニヤニヤと反応を楽しんでいる。これには遙はるかだけでなく、流石さすがの彼方かなたもやや眉まゆを顰ひそめる事となった。

「朝っぱらから女の子三人も引き連れて、櫻君もやるねぇ。しかも一人は副会長の琴こと宮みやさん？　どんなテクで落としたのかなぁ……うわっ？」

　と、余裕の口調で櫻をからかっていた茉莉が、唐とう突とつにびくりと身を竦すくませた。

「……………………」

　櫻の右手と手を繫つないでいるアザミが、櫻の左腕に抱きつく茉莉を血走り気味の見開いた目で見つめていた。その視線に気付いた茉莉は、対抗するように目を丸くしてアザミを見返す。

「……この子は、まむしドリンクでも飲んできたの？」

「いや、そいつはそれがデフォルトです。あまり気にしないで下さい」

「ふーん……」

　ホラーチックな日本人形のようなアザミと、薄いアイシャドーが小悪魔的な表情を引き立てる茉莉。全くタイプの違う二人が無言で目を丸くして見つめ合うのを、遙も彼方も、彦ひこ星ぼしや親衛隊までもが固かた唾ずを吞のんで見守っている。

　やがて──茉莉はアザミに向かってにっこりと笑い、櫻の腕を離してその手を差し出した。

「あたし、二年一組の相ヶ瀬茉莉。よろしくね」

「一年一組、波は名な城しろアザミ。よろしく」

　全く表情を変える事なく、しかしアザミは自然にその手を握り返した。なんとなく、ほっと胸を撫なで下ろすギャラリー一同。

「依より子こ」

「あはは、ちっちゃいアザミちゃんだ。依子ちゃんもよろしくー」

　アザミが小さな両手で胸に抱いた日本人形の依子を掲げると、茉莉もまた自然な様子で依子の小さな手と握手を交わす。

　この時櫻は、内心で相当に驚おどろいた。

　依子は、アザミにとってのライナスの毛布だ。亡なき母の形見であり、亡き父との思い出の詰まったその人形を、アザミはどこへ行くにも一緒に連れていくし、寝る時ですら常にその胸に抱いている。

　そんな大事な依子だが、やはり様々な場面で他人に気味悪がられたりからかわれたりしている。そのため、アザミはよほど気に入った相手でなければ依子を紹介したりしないのだ。

　ほんの少し視線を交わしただけで、二人にどんな通じるところがあったのか。それは当の二人以外には誰だれも分からなかった。

「アザミちゃんは、櫻さくら君の事好き？」

「すき」

「あたしも櫻君好きー。可愛かわいいよね」

「ん、ん」

　その通り、と言うように二度肯うべなうアザミ。二人の女子に好意を示された櫻は、しかし「可愛い」というその評価が納なつ得とくいかず、憮ぶ然ぜんとした表情を見せる。

　そしてそのやり取りに殊ことの外ほか動揺したのは、彼方かなたではなく遙はるかだった。

「ちょっ……あ、相あいヶが瀬せさん、好きって……!?」

　遙と茉まつ莉りは一年の時に同じクラスだったので、互いに顔と名前くらいは見知っている。お互い『真ま面じ目めな委員長』『今時の女子高生』と分かりやすいイメージを抱いだいていたのだが、その印象はやや変わりつつあった。

「いやー、まさか琴こと宮みやさんみたいな人が櫻君のハーレムの一員だなんてね。琴宮さんは櫻君のどこが好きなの？　やっぱり可愛いとこ？」

「私は違うわよ！　というか、そんな簡単に、す、好きとか、言うもんじゃないでしょ!?」

　自分や櫻が口からでまかせで「好き」と言い合っていた事は完全に棚たなの上に置いた発言をする遙に対し、茉莉は、嘲あざけりや皮肉ではなく、純粋な疑問を返した。

「なんで？」

「え？」

「好きだって言うのって、そんな難しく考える事かなぁ。あたしは、チャンスさえあれば一人でも多くの人に好きって言いたいけど……」

「…………」

　そんなのは誠実じゃない──そんな風に思う遙だったが、妙に無む垢くな茉莉の表情を見ていると、何な故ぜか言い返せなくなってしまった。

「全く……琴宮君をお前のような能天気と一緒にしちゃいけない」

　溜ため息をつきつつ口を挟はさんだのは、それまで黙って事の成り行きを見守っていた彦ひこ星ぼしである。

　彦星と茉莉も一年の時に同じクラスだったのだが、二人とも目立つ者同士だったせいか、その時から妙に反発し合っており、二年になってクラスが別となった今でも犬けん猿えんの仲である。

「聞きたまえ相ヶ瀬茉莉。好意とは、愛とは、そのように安っぽいものではないのだ。切ない想おもいを胸の内に秘めて秘めて、その愛の雫しずくが溜まりに溜まって心の堰せきを切り、そしてついに溢あふれ出すその現象をこそ……」

「櫻君、こんなバカに付き合ってるとバカが伝う染つるよ？」

「……ふっ、あらゆる教科において俺おれより成績の劣るお前に言われたくはないな」

「櫻さくら君、こんなハゲに付き合ってるとハゲが伝う染つるよ？」

「これはハゲではなぁぁぁぁぁい！」

　五月の朝日を眩まぶしく照り返す彦ひこ星ぼしの禿とく頭とうは、もともとは宗教上の理由で剃そり上げていたものである。が、それが存外気に入ってしまって、今では自らの意思でそのヘアスタイルを続けている……のだが、茉まつ莉りにとってハゲはハゲだった。

「ねぇ、あなたもそう思うでしょ？」

　なおも何かを言い募ろうとする彦星を完全に無視し、それまで静かに、ほんの少し取り残されて寂しそうに様子を見ていた彼方かなたへ、茉莉は唐とう突とつに水を向けた。

「えっ……？　わ、私……ですか？　ええと、私は、禿とく頭とうというのも素敵だと……」

「や、そうでなくて。あなたも櫻君の事、好きだよねぇ？」

「…………っ」

　問われた途と端たん、彼方の頰ほおが赤く染まっていった。手を開いたり閉じたり、無意味に眼鏡めがねを触ったりしながら、恥ずかしそうに俯うつむいてしまう。

「……ねえねえ櫻君、なにこの子、めちゃくちゃ可愛かわいいんだけど」

　それに関しては櫻も同感だった。櫻の周りにいる女性達は、どうにも恥じらいに欠ける。例えば、もし茉莉のエロさに彼方の恥じらいが加わったなら、それはもう非の打ち所もない程ほどの男の理想となるのではないか──などというどうでもいい妄もう想そうを、櫻は咳せき払ばらいで打ち払う。

「……琴こと宮みや彼方さん。琴宮先せん輩ぱいの妹さんですよ」

「へえ？　あんまり似てないね」

「それより茉莉先輩、何か用ですか？」

「へ？　あ、そうだったそうだった。ちょっと耳かして」

　手招きされ、櫻は身を屈かがめて顔を傾ける。その耳元へ、茉莉が片手を添えて囁ささやきかけた。

（あのね、昼休みヒマ？　ちょっと話があるんだけど）

　囁きと共に耳をくすぐる熱い吐息に、櫻はぞくりと背筋を震ふるわせる。

（いや、昼休みはちょっと……）

　疼うずくような快感を我慢しながら、かろうじて拒否の意思を伝える。昼休みは、お馬ば鹿かな同級生から生徒ポイントを奪うばうための大事なギャンブル・タイムだ。しかし──

（女子トイレ）

（…………分かりました）

　そう言われては、櫻に拒否権はない。改めて、とんでもない弱みを握られてしまった事を認識する。遙はるかとは弱みを握り合った事でひとまず休戦状態だが、次は茉莉の弱みを探らなければならない、そう決意する櫻であった。

（じゃあ、昼休み迎えに行くから、教室にいてね）

（は、はい……）

　どうにも吐息多めの茉まつ莉りの囁ささやきに、返事をする櫻さくらの声が上ずってしまう。それに気付いた茉莉は、にんまりと小悪魔の笑みを浮かべ──小さく、舌を伸ばした。

（～～～～～っ!?）

（……へへっ。櫻君のエッチ）

（意味が分からん！　エロいのはアンタだろ！）

　一いつ瞬しゆんだけ耳の軟骨を撫なでた湿った感触に、櫻はそれだけで腰が砕けそうになる。周りに聞こえないよう小声で抗議しながら茉莉を睨にらみつけるが、少し潤うるんだその瞳ひとみは余計に茉莉を喜ばせただけだった。

　顔を寄せ合ってこそこそと内緒話を交わす二人を、遙はるかは不機嫌さを隠そうともしない顔で睨んでいる。その向こうでは、

「いたいのいたいのとんでいけー」

『アァァァアイッ・サァァァァァ！』

　彦ひこ星ぼしの指示のもとに何やらアクロバティックな人間輿こしを作ろうとして転倒した親衛隊員の頭を、アザミがぽんぽんと撫でて感動されている。

　なので──

　俯うつむいたままの彼方かなたが、妙に暗い表情を湛たたえている事には、誰だれも気付いていなかった。




　　　　　二




「……で、なんでまたここなんですか」

「だって、あたしと櫻君の想おもい出の場所じゃない……」

「なんかありましたっけ？」

「何があったか、あたしの口から言わせたいのかな？　それはＳなの？　Ｍなの？」

「……すんません」

「相あい上がみ櫻君のご子息がぁ、あたしの太ふと腿ももの間でぇ」

「すんませんでしたぁっ！」

　昼休み、櫻は弁当を広げる間もなく相あいヶが瀬せ茉莉に捕まり、二階女子トイレの個室まで問答無用で拉ら致ちされた。

　先日の女子トイレ侵入事件及びリトル櫻暴走事件を、案の定茉莉は櫻に対する切り札としたようだ。これ以上弱みを握られては本当に頭が上がらなくなってしまう。

　それにしても、遙や彼方相手には余裕を持って強気に対する事も出来るのに、何な故ぜ茉莉相手だとこうも手玉に取られてしまうのか。おそらく、天敵のようなものなのだろう。

　ちなみに今日は、茉莉の方が便座に座っている。茉莉は自分の太腿をぽんぽんと叩たたき「おいでおいで」するが、流石さすがにそれは無視する櫻さくら。

「で、何の用ですか」

「あのね、実は櫻君に読んでほしい本があるんだ」

「本？」

　茉まつ莉りの誘いは、あまりに唐とう突とつで予想外のものだった。

　これが本当に単なる読書のすすめだとしたら、はっきり言って時間の無む駄だ、付き合う意味はない。が、相手が相手である。その真意は一応確認しておかなければならない。

「なんの本ですか？」

「うん。あたしね、こう見えても郷土史とか結構好きなんだ。で、櫻君、心を読める超能力を持った主人公の話を気にしてたじゃない？　だったら、ちょうどそういう事が書かれてる本があるんだよ。興味あるかなーって」

「はぁ……郷土史、ですか」

　流石に、何と反応すればいいのか分からない櫻。茉莉が郷土史が好きだというのも意外だったが、先日のでまかせを覚えていてそんなオススメをされるとは。

　いや、それとも──

（……あれがでまかせだと知った上で、なんらかの揺さぶりをかけてきてるのか……？）

　あの時はあやふやに終わってしまったが、茉莉の態度は完全に警戒を解くには至らないものだった。警戒レベルが高から中へ引き下げられたという事は、逆に言えば、警戒レベルが低なら中へ上がっていたという事だ。

「だからね、今から一緒に図書館に行かない？」

「それが用事ですか？」

「うん、そうだよ」

「……あの……だったら、女子トイレに集まる意味って……」

「櫻君がまた可愛かわいい顔見せてくれるかなーって」

「……………………」

　からかうような目を向けてくる茉莉に、櫻は嘆たん息そくする。流石に茉莉の芸風にも多少慣れてきたようだ。さほどの動揺もなく、茉莉の提案を思し慮りよの俎そ上じように載せる。

（フィクションではなく、郷土史というのが少し気になるな。この町の郷土史に、ミニッツ能力に似たような事が書かれているのだとすれば……もしかしたら、ミニッツのルーツが分かるかもしれない……？）

　何な故ぜ自分にこんな能力があるのか。それは櫻も気になっていた。今まではその手がかりすら何一つとして見つけられなかったが、これがその最初の欠片かけらになるのかもしれない。

「……そうですね……じゃあ」

「しっ！」

　行ってみましょうか、と言いかけた櫻さくらの唇くちびるを、急に茉まつ莉りの人差し指が塞ふさぐ。同時に茉莉は素早く右手を振り、ＯＴＯおと姫ひめのセンサーを作動させた。他ほかの女子生徒がトイレに入ってきたのだ。個室内に響ひびく流水音が、櫻の気配を誤ご魔ま化かしてくれる。

　隣の個室の扉が閉まる音。しばらくして、隣でもＯＴＯ姫が作動する。さらに数秒、今度は本当に水の流れる音。少しの衣きぬ擦ずれの音、再び扉を開閉する音、水道を使う音が聞こえ、そして足音が遠ざかっていった。

　櫻の唇から指を離し、流石さすがに焦あせった様子の茉莉が口を開く。

「……あっぶなかったぁ～……この時間なら、みんなまだお昼ごはん食べてると思ったんだけどなぁ」

「茉莉先せん輩ぱい……お願いですから、こんなとこで話すのはやめましょう……」

　破は裂れつしそうな程ほどに鼓こ動どうを高鳴らせながら言う櫻。茉莉は残念そうな顔をして、

「えー、それはちょっとつまんないなー」

　と、拗すねる子供のように、何気なく左手の人差し指を自分の唇に当てた。
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「……………………」

　櫻はついつい、その指先とリップの塗られた茉莉の唇を凝ぎよう視ししてしまった。

（えーと……その人差し指、さっきまで俺おれの唇を塞いでたよな……それを自分の唇に当てるって、それは……）

　急に黙り込んだ櫻さくらの目線を追い、茉まつ莉りは自分の口元に目をやって不思議そうに首を傾かしげる。

　が、すぐにその視線の意味に気付いた茉莉は──

「…………っ！」

　驚おどろいたように目を見開いて、自分の人差し指を右手で包みながら、顔を斜め下に逸そらし──その頰ほおを、朱しゆ色いろに染めた。

「……………………」

「……さ、図書館行こっ。昼休み終わっちゃうよ」

　そして身を翻ひるがえし、櫻を置いてさっさと個室を出ていってしまう。

　残された櫻は、呆ぼう然ぜんと、今の茉莉の仕草と表情を反はん芻すうしている。

（反則だろ……アンタ、そんな反応は反則だろおおおおお!?）

　例えば、もし茉莉のエロさに彼方かなたの恥じらいが加わったなら──その破壊力を、櫻は身を以もつて知ったのであった。




　穂ほ尾お付づき学園の図書館として校舎に併設されている大きな建物は、一〇〇年以上の歴史を誇る鬼灯ほおずき一族の蔵書館である。

　地上三階建てで、一階部分は一般の利用エリア、二階部分は学園生の利用エリアとして公開されている。専任の司書が勤める他ほか、二階部分では学園の図書委員も貸し出しや本の整理の仕事を担当している。

　禁断の地下閉へい架か庫こが存在する、などという噂うわさが実まことしやかに囁ささやかれる程ほどに敷地面積は広く、単純に建物のみの話をすれば校舎のそれを上回る。正確に言うならば、校舎が図書館に併設されている、の方が正しいのだ。

　そもそもこの図書館は、鬼灯一族が住む屋敷の離れの一つであった。

　鬼灯一族は、先祖代々から様々な書しよ籍せきの蒐しゆう集しゆう癖へきがあった。その蔵書館も、最初はやや大きめの離れくらいだったらしいのだが、日々増え続ける蔵書をなるべく良い状態で保存するため、増築に増築を重ねた結果、内部に迷宮を擁ようする巨大な館やかたになってしまった。

　その蔵書館を、先代当主が「せっかくだから町のみんなに見てもらおう」と地方公共団体に働きかけ、穂尾付町立図書館として一般公開した。蔵書の中には希少本がいくつもあり、県外からの利用者や、研究機関の貸し出し依頼、果てはテレビの取材などが後を絶たず、今では穂尾付町の重要な名所となっており、俗に『穂尾付町の迷宮図書館』などと、某ぼう海外ミステリのごとくに呼ばれている（が、別に正六角形をしている訳ではない）。

　妙に早足で歩いていく茉莉の背を追い、到着した図書館のカウンターには、ぶ厚い眼鏡めがねに三つ編みお下げのいかにもな図書委員が詰めていた。長めの前髪が半分以上目を覆おおい隠しており、何やら陰気な印象を醸かもし出している。上うわ履ばきのラインの色は青。三年生だ。

「すいません、この本って今書架にあります？」

　怯ひるんだ様子もなく気軽に声をかける茉まつ莉り。僅わずかに顔を向け、図書委員は茉莉の手にしたメモ紙を見る。そこには『鬼灯ほおずき村誌総論編』『穂ほ尾お付づき町民俗史研究』『庄しよう屋やの弁明』と、三冊の書しよ籍せき名が書かれていた。

「……もしかして、鬼おに火び憑つきの事を、お調べですか？」

「え、すごい、なんで分かったんですか？」

　ぽんと手を叩たたき嬉うれしそうな茉莉を、図書委員はしばらく無言でじっと見つめ、そして視線を外し、今度は櫻さくらを見つめてきた。

「…………？」

「……この三冊なら、書架にあります。少々、お待ち下さい」

　そしてゆっくりと視線を外し、カウンターを出て図書館の奥へと歩いていった。

「持ってきてくれるのかな？　流石さすが図書委員だね」

「ええ……そうですね……」

　生返事を返しながら、櫻は先さき程ほどの図書委員の視線が妙に気がかりだった。あの、感情の読めない視線には、一体どんな思いが込められていたのだろう。

　図書委員は、すぐにその手に三冊の本を抱かかえて戻ってきた。そしてどの本のどの辺りに該がい当とう箇か所しよがあるか、目次も見ずに丁てい寧ねいに教えてくれる。

「もっと詳しい資料をお探しでしたら、持ち出し厳禁の書籍もあります。ですが、そちらは専用の閲えつ覧らん室しつでなければお読み頂く事が出来ませんし、予約も必要になります」

「あ、いーですいーです。これで十分」

　ひらひらと片手を振る茉莉だったが、櫻はそちらの書籍にも興味を引かれた。が、時間もない事だし、とりあえずは渡された三冊から目を通してみる事にする。

　礼を言う二人に小さな会え釈しやくを返し、図書委員はカウンターへと戻っていった。

「……まさか、図書館の本全部、内容を覚えてるとか……？」

「いや、それこそ超能力者でしょ……」

　などと、実まことしやかに囁ささやき合う櫻と茉莉。彼女には、そんな荒こう唐とう無む稽けいな事を信じさせてしまう程の雰ふん囲い気きがあった。

　近くの机には二年の男子生徒が突っ伏して寝ていたので、少し遠くに二人で座り、早速書の一冊を広げる。

「まずは『鬼灯村誌総論編』からね。えっと、どこだっけな……」

　茉莉は先程の恥じらいをどこへ落としてきたのか、密着するように櫻に体を寄せ、目次を頼りに分厚い書籍のページをめくる。

（ああもうこの人はまた……そんな、組んだ腕の上にお胸を載せたりして……）

　計算半分、天然半分の茉莉のお色気攻撃に耐えながら、櫻は茉莉が開いて指し示すページをつらつらと目で追った。

　その内容を要約すると、だいたいこのようなものだった。

　まず、『鬼灯ほおずき村誌総論編』に載っていたのは、穂ほ尾お付づき町には昔からごく稀まれに、人には見えないものを見たり、人には聞こえない音を聞いたり出来る人が現れた、という事。人々は彼らを選ばれた人間として、『鬼おに火び憑つき』と呼んで特別な地位を与えたという。

　彼らには奇妙な特徴があった。例えば、人に見えないものを見た人は、そのあと少しの間、人に見えるものが見えなくなる。同じように、聞こえないものを聞いた人は、聞こえるものが聞こえなくなる、という具合に。

　なるほど確かに、これは絶対時間とその反動によく似ていた。

　次に『庄しよう屋やの弁明』。これは、鬼灯一族の先祖が百ひやく姓しようや藩はん士しを相手に見るからに不審な先物取引を繰り返していたとして、その真しん偽ぎを明確に回答せよ、と藩庁から受けたお達しに対する鬼灯一族の回答書の控えであるという。これによると、今で言うインサイダーのような何らかの卑ひ劣れつな裏取引があったのではないかとする藩庁の疑いに対し、一族は様々な言い訳に加えて「我らの身内には作物の豊ほう凶きようを予知出来る者がいる」と弁明していた。

　そして『穂尾付町民俗史研究』。そういった記述を照らし合わせながら考えると、どうも穂尾付町では、昔から人の上に立つ特別な人間の中に『鬼火憑き』とされる奇妙な能力の持ち主がいたという事らしい。

（つまりなんだ……俺おれの能力は、昔から、この町で選ばれた人間にのみ目覚める特殊能力だったとか、そういう訳か……？）

　自尊心を刺激され、少し心が浮うわつく櫻さくら。

　今開いている本は、純粋な郷土史というよりも、現代科学の見地から郷土史を研究している本だった。そこから先は、現代的な解説文が書かれている。櫻はそれをどんどん読み進める。

　何の心構えもせずに。

『文献に残る彼ら鬼火憑きの特殊な能力は、いずれも個人的感覚に因よるものであり──』

（ふむふむ……）

『その現象を第三者が客観的に観測出来ない事からすると──』

（……ん？）

『それらは典型的な幻げん視しや幻聴など、いわゆる幻覚の症状に酷こく似じしており──』

（…………なに？）

『要するに、鬼火憑きと呼ばれた人々に見られた現象は、現代で言うところの──』

（……………………ちょっと待て）




『ある種の精神疾しつ患かんの症状だったのではないかと考えられる』




　一つの結論として掲げられたその仮説に、櫻は愕がく然ぜんとした。

「あたし、前からこの『鬼おに火び憑つき』って人達に興味があってさ。そしたら、偶然櫻さくら君が同じような事言うじゃない？　もうびっくりしちゃって」

　呆ぼう然ぜんとその一文に目を落とす櫻に、茉まつ莉りが無む邪じや気きに声をかける。

「あたしはさ、『鬼火憑き』って、本当に超能力者だったんじゃないかって思うんだ。それでもしかしたら、今でもこの町のどこかに、ひっそりといるのかもしれないって」

　茉莉が何な故ぜ櫻にこれらの本を読ませたのか。その狙ねらいは櫻には分からない。

「櫻君は、どう思う？」

　茉莉の質問に、櫻は答えない。答える事が出来ない。

　カウンターから、図書委員が二人の姿に感情のない視線を向けていた。
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　放課後。今日は委員長としての活動が何もないので早く帰れるのだが、櫻は心ここにあらずといった感じでぼんやりと自分の席に座ったままだ。昼休み以降、授業中もずっとそんな感じだった。

（鬼火憑き……精神疾しつ患かん……じゃあ何か、俺おれに聞こえる心の声はただの幻げん聴ちようで……だとしたら、俺は……いや、まだミニッツと鬼火憑きが同じものだと決まった訳じゃない……それに、茉莉先せん輩ぱいが言ってたように、そもそもあの本に書かれてた事が本当かどうか、分からないじゃないか……これは本当に選ばれた者だけの特殊能力で、普通の人間には精神疾患のようにしか見えないだけかも……そうだ、そうに違いない……でも……）

　思考はずっと堂々巡りを繰り返す。

　特殊能力を使える、選ばれた人間。櫻は自分の事をずっとそう思っていた。

　そこへ唐とう突とつに突きつけられた、もう一つの仮説。

　自分は、精神を病んでいるのではないか──

　それは、鼻で笑い飛ばすには少々重すぎ、不気味な現実感を伴う仮説だった。

「相あい上がみ君、ばいばーい」

「ん……ああ」

　同級生の挨あい拶さつに、櫻はかろうじて笑顔で手を振る。いつもと様子の違う櫻に、アザミと遊んでいる親衛隊からシチサンが抜け出してきて声をかけた。

「櫻、お前まだ帰んないの？　今日もなんかあるのか？」

「ああ……いや、そういう訳じゃ」

「……なんか疲れてる？　お母さんは大変だなぁ」

「そう思うなら労ねぎらってくれよ。母の日はもう過ぎたぞ？」

「ははっ、そうかそうか。よし、イガグリの頭を撫なでていいぞ」

「これが意外と癒いやされるんじゃあ」

「やめろよぅ。俺おれの頭はアザミちゃんのもんだよぅ」

「だったら櫻さくら、俺の天パをトリートメントしていいぜ？」

　親衛隊が次々と寄ってきて、櫻にちょっかいをかける。どこかずれた彼らなりの気き遣づかいに、櫻は苦笑を返す余裕もなく、内心で溢あふれそうになる激情を抑えていた。

（俺を、慰なぐさめるつもりかよ……俺の事なんて何一つ解わかっちゃいないくせに、友達面づらで善行気分か？　余計なお世話だ。何も出来ないくせに、うっとうしい……）

　拭ぬぐい去れない不安が、櫻の心を黒く染めてゆく。絶対的優位だったはずの自分の立ち位置が足場から揺らいでいるその心細さを、攻撃意識にすり替えて誤ご魔ま化かそうとしている。作り笑いも限界だ。心のままに笑みを歪ゆがめ、目の前の同級生達に自分の本音をぶつけてやれたら、どれ程ほど気が楽になる事か。

（そうさ……誰だれからも好かれる委員長？　そんな努力が必要なのか？　周りの顔色を窺うかがって、喜ばれるように、不愉快にさせないように？　まるで奴ど隷れい根性だ。その労力に見合う費用対効果が得られるのか？　嫌われたって、何の不都合がある？　下らない小細工なんかやめて、問答無用で支配する事だって俺なら出来るはずだ。そっちの方がよほど効率が──）

「んぐっ!?」

　音もなく近付いてきたアザミが、櫻の脳天に、思い切り手刀を振り下ろした。

「ア、アザミちゃん!?」

「何事じゃあ！」

「ど、どしたのアザミちゃん？」

「天パびっくり……」

　突然のアザミの凶行に、親衛隊一同が慌あわてふためく。アザミは基本的に大人おとなしく、自分から人に対して何か働きかける事はほとんどないし、ましてや暴力を振るうところなど一度も見た事がなかった。たとえそれが大して痛くもなさそうなチョップだったとしても。

「……アザミ……」

　殴なぐられた頭に手をやり、櫻もまた呆ぼう然ぜんとアザミを見返す。アザミはといえば、いつもの目を見開いた猫のような無表情で、ただ真っ直すぐに櫻の目を見つめている。

　そして無表情のまま、左手を櫻へ差し出し、言った。

「帰ろ」

　しばらく無言でアザミと見つめ合っていた櫻は、やがてどこかふてくされたような顔をして、それでも素直にアザミの手をとった。




　教室を出た瞬しゆん間かん、廊下の向こうから元気のいい声が聞こえてきた。

「おーっと、ナイスタイミン。櫻君にアザミちゃん、一緒にかーえろ」

　言いながら、茉まつ莉りが小走りに近寄ってくる。

「茉莉先せん輩ぱい……」

　すでに冷静さを取り戻していた櫻さくらは、先さき程ほどの自分の内なる醜しゆう態たいに恥じ入り、どこか気まずい気分で茉莉から顔を逸そらし、その横を通り過ぎた。

「……ん？　えーと……」

　後に続いてぞろぞろと出てきた親衛隊に、茉莉は小声で問いかける。

「なに？　なんかあったの？」

「いや……俺おれらにもよく……」

「茉莉」

　櫻に手を引かれているアザミが、小さく振り返り茉莉を呼んだ。

「ん？　なに？」

「そっち」

「どっち？」

　顎あごをくぴくぴと動かし、櫻の左側を示す。首を傾かしげた茉莉がその位置に来ると、アザミは櫻と繫つないだ手を少し持ち上げて見せた。

「そっち」

「えーと……こう？」

　躊躇ためらいがちに、茉莉が櫻の左手を握る。それを見て満足そうに頷うなずくアザミ。

「ん、ん」

「……なに？　どしたの？」

　不思議そうに並んで歩き始める茉莉に、アザミはぽつりと一言だけ答えた。

「アメちゃん」

　櫻が思い切り顔をしかめた。

　そして、そんな三人の背中を、親衛隊が眺ながめている。

　シチサン「……なぁ、お前ら」

　カリアゲ「……なんじゃい」

　シチサン「何な故ぜだろうな……俺は今、無性に櫻を殴なぐりたい……」

　カリアゲ「おお、気が合うのぉ……」

　イガグリ「アザミちゃんと、なんか解わかり合っちゃってる感じでさぁ……」

　テンパー「俺らの励はげましはガン無視でなぁ……」

　イガグリ「イガグリを投げつけてやろうか……」

　テンパー「天パの呪のろいをかけてやろうか……」

　妬ねたまれず、嫉そねまれず、疎うとまれず。誰だれからも慕われ頼られる、気さくな優等生──

　櫻の狙ねらいは、本人のあずかり知らぬところで、ついに小さく失敗したのだった。




　　　　　四




　校門前。

「おてて繫つないで幸せそうだな、おかーさんよぉ？」

「……そういう岸きし良ら君も、美人姉妹をはべらせて」

「何が岸良君だ気色悪わりぃ」

「……じゃあ、岸良」

「呼び捨てにすんな、馴なれ馴れしい」

　共に美少女を連れた男二人が、ぎすぎすとした空気を醸かもし出している。

　一人は相あい上がみ櫻さくら。右手にアザミ、左手に茉まつ莉りの個性的な花。

　一人は岸良夏か凪なぎ。その背後に琴こと宮みや遙はるか、彼方かなたの姉妹花。

　何な故ぜか、三人一緒に校門で櫻を待っていたのだ。琴宮姉妹はともかく、何故そこに夏凪が加わるのか。疑問の目を向けると、彼方が苦笑いで両手を振った。

「あのね櫻君、違うんだよ、岸良君がずっと教室で寝てて誰だれも起こしてあげないから……」

「優やさしー琴宮が起こしてくれたんだよな。んで、一緒に帰るかって。ねー先せん輩ぱい？」

　夏凪に話を振られた遙は、こめかみを引きつらせながら微笑ほほえんだ。

「彼方がね、どうしても相上君と一緒に帰りたいって言うから待ってたんだけど……まあ両手に花で羨うらやましい事ねぇ」

「あ、いや、これは……」

　たじろぐ櫻。アザミと茉莉は見せつけるように繫いだ手をぶんぶんと振ってみせる。

「別に、相上君が誰と仲良くしようが、私は一向に構わないんだけど……でも、せめて彼方の前ではもうちょっと気を遣つかってあげてよ」

「いや、それは……でも、琴宮、別に俺おれが一緒に帰らなくても平気だろ？」

　焦あせったように口にする櫻に、彼方は儚はかなげに微笑むだけで返事をしない。

「っていうか、学校では彼方の事をお願いね、って昨日言ったばかりじゃない」

　責めるような遙の声に、彼方の笑みが翳かげる。

「彼方は、あなたを頼ってるんだからね？　もうちょっと責任持ってよ」

「別に、ないがしろにするつもりはないですよ。ただ、クラスの友達をですね」

　睨にらみ合っていながらも、その空気からはどこか親しみが感じ取れる。一歩引いた夏凪は、彼方にだけ聞こえるように、小声で煽あおる。

「俺らの事は無視か。仲が良いいなぁ」

　その言葉に、ぴくり、と彼方の肩が震ふるえる。

「なんで……？」

　そしてぽつりと、口を開いた。

「なんで、お姉ちゃんと櫻さくら君、仲良くなってるの……？」

「え……？」

　彼方かなたの言葉の意味が、遙はるかには咄とつ嗟さに理解出来ない。

「お姉ちゃんは、学校で他ほかの誰だれかが私の面倒を見るの、平気なの？」

「平気、って……だって、それは彼方が……」

「櫻君は、私が他の誰かと一緒に帰っても、気にしないの？」

「いや……それは別に、悪い事じゃ……」

「なんで、二人とも、そんなに気を許し合ってるの……？」

　俯うつむいたままの顔から、搾しぼり出すように紡つむがれたその声は、小さく震ふるえている。

「い、いや琴こと宮みや、別にそういうワケじゃ……」

「そ、そうよ彼方。こんなヤツに気を許してなんかないわよ」

　自分から否定したにもかかわらず、遙の「こんなヤツ」呼ばわりにぴくりと眉まゆを動かす櫻。

「……へぇ。先せん輩ぱいは、気を許してない相手にあんな事するんですか」

「あ……あんな事って、何よ……私、何かした？」

「なんでしたっけねぇ、確か、信じてくれるなら？　私を好きに？」

「あー！　わー！　わー！　言う!?　それを彼方に言う!?　だったらこっちも……」

「あ、すんませんでした先輩、もう言いません、反省してますマジで」

「いやぁ、あの時の相あい上がみ君、可愛かわいかったなぁ。私の胸の中で、目を真まっ赤かに……」

「うおおおおお！　やめましょう、お互い傷つくだけです！」

　この期ごに及んで、端はたから見ればじゃれ合っているようにしか見えない二人に、夏か凪なぎは思い切り顔をしかめ、彼方は──

「やめて……」

　暗く沈んだ声で、二人の会話に冷水を浴びせた。

「やめて……そんなの変だよ……私、頑張ったのに。お姉ちゃんと櫻君がケンカするように、一生懸命頑張ったのに。なのに、なんで私の事、相手に任せたりするの……？」

　か細く響ひびく怨えん嗟さの声。それは遙はもちろん、櫻の耳にも届いていた。

（なんだ？　彼方は何を言ってる？　俺おれと先輩がケンカするように頑張った？）

　その疑問に答えるかのように、彼方の呪じゆ詛そは続く。

「お姉ちゃんは私だけを見てて。櫻君も私だけを見てて。私を無視して、二人で話さないで。仲良くなってちゃ、意味ないじゃない。もっとケンカしてよ。もっと私を取り合ってよ。もっと、どっちが私に優やさしく出来るか、競い合ってよ」

「琴宮……お前……」

　その独白のような呟つぶやきを聞き、櫻はやっと理解した。彼方が一体、何を考えていたのか。何を求めていたのか。

　彼方かなたは、とにかく自分を──誰だれかに、自分だけを、見て欲しかったのだ。

　その誰かは、それまでは遙はるかだけだった。

　しかしそこに、櫻さくらが入ってきた。

　そこで彼方は、こう考えた。どちらか片方に自分を見てもらうのではない。どちらにも、自分だけを見てもらえばいい。

　そのために、彼方は二人をけしかけたのだ。

　櫻が遙に振られるように誘導した。遙が櫻を憎にくむように誘導した。そして、自分を手に入れるには相手が邪じや魔まだと、そう互いに思わせるように仕向けた。

　状況を支配していたのは、彼方だった。

　彼方は、櫻と遙に、呪のろいをかけていたのだ。

　しかしそれも、あの時、櫻と遙の心が触れ合うまでだった。

　あの時、互いに本気の心をぶつけ合う事で、彼方の呪いは無効化されたのだ。

「なんで、誰も、私の事、見てくれないの……？」

　砕け散ってしまいそうな、それでも微笑ほほえみをその顔に湛たたえている事が、逆に不吉なものを櫻に感じさせた。

「琴こと宮みや……そんな事ないぞ？　俺おれだって先せん輩ぱいだって、お前の事を見てる」

「……他ほかの女の子と、そんなに仲良くしてる」

「えっ!?　いや、これは違うぞ！　ほら、離した！」

　慌あわててアザミと茉まつ莉りの手を離す櫻。完全に話に置いていかれている他の面々は、しかしその場に漂ただよう異様な緊張感に何も口を挟はさめずにいる。

「本当だ。お前の事を思ってる。そりゃ、その、お前の事だけを、って訳にはいかないかもしれないけど……」

　以前なら、それは噓うそだった。櫻にとって彼方は、生徒ポイントを稼かせぐための道具でしかなかった。しかし、遙と語り合い、彼方の事を知った今、それは紛まぎれもない櫻の本心だった。

　自分を産んだ事で、母が命を落とした事。父と姉にそれを責められた事。とても他人とは思えない境遇の彼方を、気にしないなどという事の方が無理だった。

　しかし、そんな櫻の言葉は彼方には届かない。

　彼方は知っているからだ。櫻が自分を利用していた事を。自分が櫻を利用していた事を。

　相手を信じる、という事が、彼方には出来ない。

「……問題を出すよ、櫻君」

　だから彼方は、策を弄ろうする。

「例えばね、櫻君……今、ここにいるみんなが崖がけから落ちそうになってるとして……誰か一人しか助けられないってなったら、誰を助ける？　私を助けてくれる？」

　そんな正解のない問いを投げかけてくる。

　これは、思考ゲームだ。相手を満足させる答えが正解となる。ここでは彼方かなたを助けると即答するのが、彼方にとっての正解なのかもしれない。だが、櫻さくらはギリギリの誠実さで、そうは答えなかった。
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「全員助ける。少なくとも、そう出来るように最大限の努力をする」

「例え話だよ。どうしても一人しか助けられないとしたら？」

「どうしても全員助ける」

　無論──それがただの綺き麗れい事ごとだと、櫻には分かっている。だが、櫻は自分にその努力をする義務があると確信していた。それが、人の上に立とうとする者の務めであると。

「……そっか。櫻君はすごいね」

　やっと、少しだけ、彼方がやわらかく微笑ほほえんだ。櫻のその頑固な答えに呆あきれてしまったのかもしれない。

「じゃあ、問題を変えるよ。櫻君は全員を助ける。でも、全員を一度に助ける事は出来ないよね？　じゃあ……櫻君は、一番最初に誰だれを助けるの？」

「それは……」

　この質問に、全員を、と答える事は出来ない。

（この場合、どう答えるのが正解だ？　彼方は今、何を求めている？）

　最良の選せん択たく肢しを探り、櫻さくらは彼方かなたの表情の下の本心を探る。

（ミニッツを、使うか……？　しかし、これだけの人の前では……）

　櫻と彼方のやり取りを、遙はるかが息を詰めて、アザミと茉まつ莉りが戸惑い気味に、夏か凪なぎはどこか愉快そうに見守っている。この状況では、流石さすがに反動のリスクが大きすぎる。

　櫻は、この問題の答えを探す手段に理詰めを選んだ。

（岸きし良らはどうでもいい。琴こと宮みや先せん輩ぱい、しっかりしてるから大丈夫だろう。茉莉先輩、この人も大丈夫そうだ。アザミ、アザミは──そうだ、親衛隊がまだ校内に残ってるなら──ダメか、これは例え話だ。俺おれが全員を助ける、というのが前提条件にある。それを崩しては……）

　前提条件を崩してはいけない。自分のその思考に、櫻は突破口を見み出いだす。

（いや待てよ、全員を助けるのが前提という事は、逆に言えば、絶対に全員助けられるって事か？　だったら、誰だれを最初に助けてもいいって事だな？　そうか──）

「……そうだな。琴宮を、最初に助けるよ」

　理屈の上では、それが正解のはずだった。

「……本当に？」

「ただし、もちろんその後は他ほかのみんなを助けるぞ。全員を助ける、って前提なんだから」

「……約束する？」

「約束する。絶対に、お前を最初に助けてやる」

　力強く頷うなずく櫻。自信満々なのも当然だ。

　何な故ぜなら、そうそうそんな事が起きるはずはないのだから。

　机き上じようの空論と砂上の楼ろう閣かくは違う。空論は、机上において砕けない。

　砂上にさえ、出なければ。

「……櫻君」

　彼方は、俯うつむいて地面の方に顔を向けている。

「私はね……言葉だけじゃ、安心出来ないんだ」

　なので、今彼方がどんな表情をしているのか、誰にも分からない。

「だから」

　ただ、少なくとも──

「少しだけ、試させてもらってもいいかな、櫻君」

　安心して笑っているような──そんな声音では、なかった。

「……試す……って、どういう事だ……？」

「簡単だよ。櫻君が、本当に私を最初に助けてくれるか、どうか」

　言いながら彼方は数歩後ずさり、校庭の隅にある植え込みの前へ立つ。

「皆さん……こっちに来てもらえますか？」

　皆さん、というのは皆さんの事だ。首を傾かしげながらも五人は彼方のいる場所まで近寄り、各おの々おの顔を見合わせる。

　彼方かなたは背中を向けて座り込み、植え込みの陰で何かをしている。やがて立ち上がると、その両手にはいっぱいの小石が包まれていた。

　そして、彼方は。

「せー、のっ」

　その両手を、勢いよく上へと振り上げた。

「っ！」

　動いたのは、櫻さくらだけだった。

　他ほかの全員が彼方の両手を追ってぼんやりと視線を上へ向けている時、櫻は宙に舞った小石が頭上に降り注ぐ事をすぐに想像し、咄とつ嗟さに、アザミをかばってしまった。

　アザミを抱だきかかえて丸くなる櫻の耳に、ぼとぼとと小石の落ちる音が聞こえてくる。

「いてっ」

　夏か凪なぎの声。櫻の体には石は一つも当たっていない。遙はるかや茉まつ莉りは大丈夫だろうか、ゆっくりと櫻が顔を上げると、悲しそうな顔の彼方と目が合った。

「…………やっぱり…………噓うそだった」

　やっぱり、最初に助けてくれなかった。

　その乾いた声に櫻が覚えたのは、約束を違たがえてアザミを助けてしまった事への焦あせりではなく、あまりにも身勝手な彼方の行動への怒りだった。

「琴こと宮みや……今のやり方は、フェアじゃないだろ」

　いくらなんでも、今ので責められるべきは自分ではない。その思いが櫻の口を滑なめらかにする。

「やる事がいきなりすぎる。あれじゃあ、一番近くにいる相手を助けるしかないじゃないか。だいたい、俺おれを試すためにみんなに石を投げるなんて、」

「はははっ」

　弁解の言葉は、夏凪の笑い声に遮さえぎられた。

「分かってねぇな、相あい上がみ」

「……なんだよ、岸きし良ら」

「琴宮は、石を投げたりしてねぇよ」

　夏凪の言葉に、櫻の表情が凍りついた。

　見ると、皆の頭上に降り注いだはずの石は、全すべてが彼方の足元に固まって落ちている。痛い、と声を上げた夏凪のところにさえ、ただの一つもない。

　彼方は、石を投げる振りをして、自分の頭上に石を降らせただけだった。

　櫻がそれを見ていないのをいい事に、夏凪は咄嗟に石がぶつかった振りをしたのだ。

「琴宮はな、お前が自分をかばうかどうか、そんな事を確かめたんじゃねぇ。お前が琴宮の事を信じてるか、ひいては琴宮がお前を信じてもいいかどうか、確かめたんだ」

　妙に楽しそうな夏か凪なぎの言葉に、櫻さくらは例えようもなく不吉な予感を覚える。自分は何か、自分でも気付いていない致命的な失敗をしてしまったのではないか、そんな不安。

「お前、さっき自分で言ってたよな。他ほかの全員が助かるのが前提なら、琴こと宮みやを最初に助けてやるってよ」

　そうだ。確かに櫻は自分でそう言った。

「なのにお前が今そこのちっこいのをかばったって事は、お前は琴宮がほんとに俺おれらの頭の上に石を投げると思ったって事だろ？」

　そうだ。でなければ、アザミをかばう必要などない。

「琴宮は、お前を試すために人の頭に石を投げたりしない。お前はそれを信じて、琴宮を最初にかばうべきだった。それが本当の正解だよ」

　つまり、これは。

　櫻の、完全な失敗だった。

　反論すべき理屈も屁へ理屈も思いつかず、櫻はただ絶句する。

　彼方かなたに目をやる。よく見ると、制服の襟えり元もとが少し汚れている。自分が降らせた石つぶてを浴びながら、アザミをかばう櫻をただ見ていた彼方。それを想像すると、櫻の涙るい腺せんが緩ゆるみそうになる。しかし、今自分が泣いていい訳がない、そう思った櫻は切れる程ほどに唇くちびるの内側を嚙かみ締めて耐える。

「さぁ琴宮、相あい上がみは不正解だった訳だが、罰ゲームはどうするよ？」

　遙はるかの前で櫻の綺き麗れい事ごとの口くち八はつ丁ちようが破れた事で、夏凪は気分が良いい。彼方を煽あおりながら、遙に目をやり──そこで、頭の熱がすっと引いた。

　彼方を見つめる、今にも泣き出しそうな遙の顔を見て。

　そして彼方もまた、その夏凪の顔を見て、全身の力を抜いた。

「……もう、いいや……うん、もういい……」

　彼方の口から、虚無的な呟つぶやきが漏もれる。

「……みんな、私の事なんてどうでもいいんだ……」

　ぺたんと、彼方は力なくグラウンドに座り込んだ。

　そして、誰だれにも聞こえないような小さな声で、ぽつり、ぽつりと何かを言う。その手は、いとおしげに大地を撫なでさすっている。

「……彼方？」

　遙の呼びかけにも返事をせず、ただぶつぶつと独り言を繰り返す。

　彼方の異様な様子に、誰も身動きが取れないでいる中──

「その人」

　そこにはない何かを捉とらえる、猫のような見開かれた瞳ひとみで、彼方をじっと見つめ──

「誰かと、話してる」

　アザミが言った。

「話すって……誰だれと……」

　櫻さくらには、否いな、その場にいる誰もが、今何が起きているのかを理解出来ていない。

「か……彼方かなた？　ねぇ、どうしたの？　なにしてるの……？」

　遙はるかが、泣きそうな声を上げながら彼方に歩み寄る。

　その時、彼方の小さな呟つぶやきが、風に乗って遙の耳だけに届いた。

「一緒に歌おう、お母さん」

　その顔は、先さき程ほどまでとは打って変わって、安らぎに満ちている。

「一分間、だけでも──」

　そして。

　大気が、揺れた。




　　　　　五




　最初に聞こえてきたのは、おっとりとした彼方の歌声だった。

「例えばその日ー何か僕らがー」

　大地に囁ささやきかけるように。座り込んだまま、小さく歌い始める彼方。そこにいる誰もが、状況を吞のみ込めずにただそれを聞いている。

「神様か誰かの機嫌をそこーねてー」

　その時はまだ、気のせいかと思っていた。しかし、時間が経たつにつれて、それが気のせいなどではないという事が分かってきた。

「もういいやーそんな言葉でー」

　どこかから、重々しい呻うめき声が聞こえてくる。それが地鳴りだという事に、足元の地面が少しずつ揺れ始めた事でやっと気付いた。

「世界の終わりを決められたならー」

　そして、生なま温ぬるい風が吹いてきた。その風を浴びた全員が、自分の体に微かすかな違和感を覚える。

「……なんだ……？」

　一いつ瞬しゆん、頭の中を鷲わし摑づかみにされたような圧迫感。それと同時に、軽い頭痛。

　彼方の歌声は、何な故ぜか唐とう突とつに止まった。座り込んだまま、今はただぼんやりと地面に視線を落としている。

「彼方……ねぇ、彼方ってばぁ……」

　その傍かたわらに膝ひざをつき、涙声で彼方の肩を揺さぶる遙。しかし彼方はその言葉を完全に無視している。まるで聞こえていないかのように。

「な……なに？」

　辺りを漂ただよい始めた異様な雰ふん囲い気きに、茉まつ莉りはアザミを抱だき締めてうろたえる。何が起きているのかは全く分からない、しかし本能的な恐怖が人を一いつ瞬しゆん錯さく乱らんさせる。

　そうこうする内に、再び彼方かなたの口から歌声が紡つむがれ始めた。

「楽しい事もー悲しい事もー」

　彼方が歌い出すと同時に、目め眩まいが、頭痛が、大気の揺れが、少し強くなったような気がした。

（気のせいか？　偶然か？）

　櫻さくらは注意深く彼方を観察する。

「ドラマの続きも面倒なよてーいもー」

　偶然かどうかはともかく、気のせいではなかった。明らかに、その場を襲おそっている異常がその深刻さを増している。

　櫻の足元がよろける。見ると、他ほかの誰だれもが似たような状況だった。それは彼方ですら例外ではなく、少し目線を上げたその顔からは僅わずかに血の気が引いている。

　そして櫻は、自分が一番守りたい相手の名前を呼ぶのを、止められなかった。

「アザミ！　大丈夫か!?」

　彼方が、目を見開いた。

　その視線の先では、茉莉と抱き合って膝ひざをつくアザミに櫻が駆け寄っている。

「…………………………………………ずるい」

　呟つぶやきは、すぐ傍そばにいた遙はるかにしか聞こえなかった。

　再び地面に視線を落とす彼方。その歌声が、大きくなった。

「寝不足もー恋の悩みもー」

　途と端たんに目眩が酷ひどくなり、櫻もその場にうずくまる。

（なんだこれは!?　彼方の歌声と連動してる……!?）

「大好きなあなたとの約束もー」

　混乱する櫻へ、アザミを抱き締めながら辛つらそうに顔をしかめた茉莉が話しかける。

「ねぇ櫻君、これ……」

「え？」

「四月に起きた、怪奇現象に、似てない？」

　一瞬、櫻の頭が真っ白になった。




　一ヶ月前の夜。櫻達の住む穂ほ尾お付づき町で、謎なぞの事件が起きた。

　最初に、どこからともなく不気味な地鳴りが聞こえてきた。

　どこからともなく吹いてきた生なま温ぬるい風に、大気が揺れる。

　その時間に外に出ていて風を浴びた人々は、一分後に軽い目眩や頭痛を覚え始め、三分後にはそれが酷くなり、五分後には呼吸及び脈拍が増加、七分後、ついには立ちくらみや吐き気に襲おそわれる者が出始め──

　そして、ぱったりと、その現象は終わった。

　地鳴りが聞こえなくなり、大気の揺れは収まり、風は止やんだ。

　この事件は、体調に異常を来きたした人々がこぞって病院へ駆け込み、同じような時間に同じような場所で同じような症状に襲われた事実をそれぞれに訴えた事により発覚した。下された診断はみな同様、二酸化炭素中毒という聞き慣れないものであった。

　その時間、何らかの原因により、町の一帯で急激に二酸化炭素濃度が上昇したのではないか、と専門家は見たが、その『何らかの原因』に関しては、はっきりとした事は分からなかった。

　特に変わった出来事もない田舎いなか町で起きた怪奇現象という事で町の人々は一時的に騒いだが、結局のところ大した被害者もなく、また何日経たっても同じ事が起きなかったので、一ヶ月が過ぎた今となっては、たまにニュースや新聞で見る程度であまり話題にも上らなくなっている。

　それはたったその程度の、少し珍しいだけの小さな事件だった。

　そのはずだった。




（言われてみれば……確かに……）

　霞かすみがかってくる頭で、櫻さくらは冷静に考える。確かに、今起きている現象は、一ヶ月前に町を襲った怪奇現象と酷こく似じしていた。

「今日でー全すべてー終わるとしたらー」

（どういう事だ？　彼方かなたの態度、それに歌。偶然か？　それにしては……）

　少しずつ酷ひどくなってくる頭痛と目め眩まいの中、櫻は必死で考えをめぐらせる。

「みんなー何をー想おもうーのかなー」

（この現象が大気中の二酸化炭素濃度上昇なら、屋内に入ればひとまず大丈夫なはずだ。アザミ一人くらいなら、俺おれでも校舎まで……）

　とりあえず、アザミだけでも。櫻はそう決意し、アザミを抱だきあげようとする。

「泣いたーり怒ったり叫んだりー」

　だが、叶かなわない。彼方の歌声が、立ち上がろうとした櫻の手足から力を奪うばう。

　呼吸が浅くなる。脈拍が速くなる。周囲一帯の二酸化炭素濃度の上昇は続いている。

「あんしーんしてー笑ったーりー」

　そこでまた歌声が止む。すると同時に、明らかに異常現象が緩かん和わするのを感じた。少し呼吸が楽になり、脳内にかかる靄もやも薄くなる。とても偶然とは考えられない。

　茉まつ莉りとアザミは抱き合ったまま、辛つらそうに顔を歪ゆがめている。夏か凪なぎはまだ余裕がありそうだったが、それでも胡坐あぐらをかいて座り込み、呼吸を少し浅くしている。

（どうする？　どうすればいい？　こんな事なら体も鍛きたえておくんだった。頭とミニッツだけじゃ、単純な苦痛や疲労にはなんの役にも立たない……）

　頭が回らない。酸素が足りない。考えがまとまらない──




「しっかりしなさいみんなっ！」




　琴こと宮みや遙はるかの凜り々りしい声が、重苦しく停滞している空気を鮮せん烈れつに切り裂さいた。

　弱々しく顔を上げる櫻さくら。ぴくりと肩を震ふるわせる彼方かなた。

　顔は青ざめ、脂あぶら汗あせを浮かべている。頭痛に歯を喰くいしばり、足をがくがくと震わせながら、それでも遙は真っ直すぐに立っていた。

「彼方！　あんたはいつまでそうやってるのっ！　小さい子供みたいにふてくされて、みんなの事も無視して、恥ずかしくないのっ!?」

「……明日世界がー終わるとしたらー」

　少し声を張り上げて、彼方が再び歌い出す。それは、強情を張っているようにも思えて。

「相あい上がみ君、あなたクラス委員長でしょ!?　生徒会長狙ねらってるんでしょ!?　こういう時にびしっと出来ないで、生徒会長なんて務まると思ってるの!?」

　もちろん、遙とてこの現象が何なのかなど全く分かっていない。どころか、彼方の歌が異常現象と連動しているという事すらはっきりとは気付いていない。

「誰だれにー会ってー何を話そおー」

　だから、今遙が叫んでいられるのは、純粋な強さだ。その声だけで人心を鼓こ舞ぶ出来る、それは人の上に立つ者の資質だった。

「だいたい……二人とも……うぅっ」

　気を張っていたが、そこまでが限界だった。足から力が抜け、遙は地面へ崩れ落ちる。

「うぐっ」

　口元に手を当て、急激に込み上げる吐き気を堪こらえる遙。この状況で無理をして叫んだため、一気に負担がかかったのだ。それを見た夏か凪なぎが歯を喰いしばって立ち上がり、ふらふらと遙の元へ駆け寄る。

　遙の苦しそうな顔を見て、櫻の目に光が戻ってきた。

　何な故ぜだかは自分でもよく分からない。しかしこれ以上、遙に情けない姿を見せたくはなかった。そして、これ以上遙にも彼方にも苦しんでほしくなかった。

　夏凪に続き、遙の傍そばへ。その肩に手をかけ、櫻は小さい声で持ちかけた。

「賭かけをしましょう、先せん輩ぱい」

「……賭……け……？」

「先輩はさっき言いましたね、こういう時にびしっと出来ないで、生徒会長が務まるかって。先輩の言う通りです。だから、どっちがこの事態を無事収められるか、賭けをしましょう」

　そしてこんな時でも、いやこんな時だからこそ、櫻は自分らしさを取り戻した。

「この場でより正しく動けた方が、生徒会長に相応ふさわしい。お互いにそれを認めて、次の生徒会選挙の時、自分の持ってるポイントを全部相手に投票する」

「てめぇ……こんな時に、なにふざけた事……」

「お前は黙ってろ。先せん輩ぱい、それでどうです？」

「…………」

　櫻さくらを睨にらみつける夏か凪なぎ。呆あきれる遙はるか。櫻は苦しいのを押し隠し、不敵に笑ってみせる。

「……こんな……弱りきった女の子相手に……フェアじゃないわね……」

「こんな状況で弱りきる人は、生徒会長に相応しくないでしょう？」

　遙は、その青ざめた顔に、弱々しくも精一杯の笑みを浮かべた。

「……相あい上がみ君は……そのくらい、言ってくれないとね……その賭かけ、乗るわ……」

　それは実質、後は任せたという全面的な委任、そして信頼だった。

「……明日世界がー終わるとしてもー」

　耳をそばだてて聞いていた彼方かなたは、それが気に入らない。こんな状況でも、自分を置いて二人で仲良くしているのが気に食わない。半ば自じ暴ぼう自じ棄きに、続きを歌い始める。それがさらなる苦痛を櫻にもたらし、その顔をしかめさせる。

（やばい……みんなを避難させるつもりだったのに……これ、ちょっとキツイな……）

　頭痛と吐き気が、瘦やせ我慢が辛つらくなるレベルになりつつある。

「やりたい事が何かありますかー」

　そこでまた歌声が止やむ。口ずさむメロディの流れからして、ちょうど一番が終わったらしいと櫻は判断する。呼吸や頭痛など、症状が少し楽になる。

　少し楽に、とは言っても、普段通りの冷静な思考能力は望むべくもない。今、状況を打開するためには何をどうするべきか。考えがまとまらない。

「琴こと宮みや……とにかく、一度校舎に避難しよう。それで、落ち着いたら俺おれにもう一度、チャンスをくれないか。こんな状況じゃ、まともに話も出来ないだろ……？」

　確信はないが、この現象には彼方が何らかの形で関かかわっている。櫻はそう考えて彼方をなだめようとするが、彼方はその言葉を完全に無視し、ただ地面に座り込んでいる。

（……駄だ目めだな、完全に聞く耳なしか……どうする、彼方を置いて、避難するか？　馬ば鹿かか、そんな事したら俺は本当に最低だ。今度こそ本当に、彼方を不幸にしちまう……どうする……どうすればいい……）

　──声は、不意に櫻の耳に飛び込んできた。

「ややっ、これはなんとした事!?」

「今、助けに行くけんのぉ！」

「大丈夫？　アザミちゃん大丈夫？」

「天パよ、俺に力を！」

　見ると、教室で別れた親衛隊が、口々に叫びながら校舎から全力で走ってきていた。

（こいつら、まだ帰ってなかったのか……！）

　さらにその後ろには、校内で合流したのだろう、彦ひこ星ぼしの姿も見える。

（しめた、こいつら今まで校内にいたんなら、まだ症状が出てないはずだ！　しかもこれだけの人数がいれば、余裕で避難させられる……！）

「おい、お前ら……」

「空の青ーそれは世界にー」

「あっ、頭痛が！」

「目め眩まいが！」

「吐き気が！」

「天パが！」

　元気いっぱいだった親衛隊は、しかし叫びながらの全力疾しつ走そうのせいで、彼方かなたが歌い出した途と端たんにものすごい勢いで櫻さくら達と同じレベルにまで症状を悪化させた。

「この役立たず共がっ！」

　苦痛も忘れて思わず叫んでしまう櫻。

「滅びを与えた優やさしさの色ー」

（少しは使えるかと思えばこれだ。これじゃあ被害者が増えただけじゃないか……）

　──という櫻の考えは、少し外れていた。

「ア……アザミぢゃ～ん！」

「なんのごれじぎぃぃぃぃぃ」

「じぬのはアザミぢゃんをだずげでがらだよぅ……」

「だどえごのでんバぐぢばでようども～……」

　突とつ如じよその身を襲おそった異常に、苦痛と困惑と恐怖と執念でものすごい形相になりつつも、親衛隊メンバーは逃げ出そうとせず、アザミを助けようと自らの体を引きずって、確実にその歩を進めていた。

（こいつら……）

　その執念が、まだ櫻には理解出来ない。

　大して付き合いが長い訳でもない、利益をもたらす訳でもない他人のために、何な故ぜ親衛隊がそこまで思い入れる事が出来るのか。櫻には理解出来ない。

　ただ──

「血の色をー水に溶かしてー」

　今の櫻には無い何かを、親衛隊が持っている事だけは確かだった。

「アザミぢゃん～……」

「……やめろ」

　もしかしたら、自分はある意味で、こいつらより劣っているのではないか。そんな思いが、初めて櫻さくらの胸中に生まれる。

「アザミぢゃん……いま、だずげるがらぁ～……」

　櫻の制止の声を、親衛隊は聞こうとしない。

「空にまいたらー日が暮れてゆくー」

　こいつらは、理解出来ない。もしかしたら今後、全く予想外の形で、自分の野望の障害となるのかもしれない。そんな予感すら覚える。

「やめろ！」

　そして櫻もまた、力を振り絞って叫んだ。

「無む駄だな口をきくな。無駄な動きをするな。これ以上、俺おれを混乱させるな……！」

　普段と違う櫻の様子に、流石さすがの親衛隊もその歩みを止めた。

「風がーあなたーの髪を揺らすー」

　親衛隊を睨にらみつけ、櫻がその口を開く。初めて、自分の本心をぶつけるため。

「……いいか、男六人、二人で一人ずつ、女子を校舎まで避難させろ。校舎の中に入ればとりあえずは安全だ」

　初めて、櫻は親衛隊に指示を出した。

　アザミを助けるために。皆を助けるために。馬ば鹿か共を頼って。馬鹿共を信じて。

「俺の指示に従え！　命に代えても、女子達を校舎まで避難させろ！　……頼んだぞ」

『アイ・サー！』

　やけくそ気味に声を張り上げる親衛隊。仕方ないね、と彦ひこ星ぼしも肩をすくめる。

「ゆうづーきが私の目をさらうー」

　ただ一人。

「なんで俺が……お前の言う事、聞かなきゃなんねぇんだよ……」

　苦痛に顔を歪ゆがめ、呼吸を荒くしながらも、夏か凪なぎだけが櫻の指示に反発した。いかなる窮きゆう地ちであろうとお前の指図だけは受けない、そんな強い拒絶の意志が、皮肉にも夏凪の意識を覚かく醒せいさせる一助となっていた。

「……おいおいお前……誰だれだか知らんが、ちょっと空気……」

「待てシチサン……おい岸きし良ら、そういえばお前とは、まだ遊んでなかったな」

「あぁ？」

　訝いぶかしげな顔で睨んでくる夏凪に、櫻は畳たたみ掛けるように告げる。余計な言い合いをしている時間はない。問答無用で、言う事を聞かせる。そのために。

「明日ー世界が終わるとしてもー」

「馬鹿と天才ゲームだよ……十秒勝負、今受けろ。俺が天才、お前が馬鹿だ。俺が勝ったら言う事を聞け」

「ふざけんな、何勝手な事……」

「つべこべ抜かすな。それとも、俺おれに勝てる自信がないのか？」

　そう言われては、引き下がれない。夏か凪なぎも結局、負けず嫌いなのだ。

「猫がー世界の夢をー見ーるー」

「……さっさと始めろ。俺が勝ったら、お前は二度と先せん輩ぱいに近付くなよ」

「いいだろう。じゃあスタートだ」

　スタートと同時、ただの偶然ではあるが、彼方かなたの歌が中断された。

　馬ば鹿かと天才ゲーム、十秒勝負。現実的には、このゲームが一〇秒で勝敗がつく事などほとんどあり得ない。

　ただし──なんにでも、二度は使えない裏技というものがある。

　開幕直後、櫻さくらは天才として、こう発言した。

「岸きし良ら、お前は今から、俺の言う事を聞くな。分かったな？」

　夏凪は、何も答える事が出来なかった。

　夏凪は『馬鹿』だ。ここで『分かった』と答えれば、その瞬しゆん間かんに負けである。

　しかし、ここで『分からない』と答えれば……俺はお前の言う事を聞く、という意思表示になってしまう。どっちに転んでも、夏凪は櫻の言う事を聞かなければならないのだ。

「……ちっ、このペテン師が」

「お褒ほめにあずかり」

　今の数秒で何が起きたのか、さっぱり理解出来ない親衛隊メンバーに、申し訳ないが説明している時間はない。都合よく今は彼方の歌は止やんでいて、比較的楽な時間だ。櫻は早速、改めて全員に指示を出す。

「よし、テンパーとイガグリ、アザミを頼む。ヒコ先輩とシチサンは茉まつ莉り先輩を。カリアゲと岸良は琴こと宮みや先輩だ。行け！」

　櫻の号令に、まずはテンパーとイガグリがアザミを抱かかえあげ、カタツムリのようにのろのろと校舎を目指して歩き出す。かなり苦しそうだ。

「アザミちゃんの、脇わき……！」

「アザミちゃんの、太もも……！」

　だが少なくとも、精神的にはまだまだ余裕がありそうだった。

「……ド変態どもが……今度、生徒ポイントを根こそぎ奪うばってやる……」

　遠ざかってゆく声に、ほんの少しでも親衛隊を頼ってしまった事を、櫻は深く反省した。

　続いて、彦ひこ星ぼしとシチサンが危なげなく茉莉を抱えあげる。

「……ちょっと……おろしてよ、パンツ見えちゃう……」

「我慢しろ」

　力無い茉莉の抗議に素っ気なく答え、彦星は意外としっかりした足取りで歩き出した。

「やだ……あたしも残る……」

「馬ば鹿か言うな」

「いやだ……櫻さくら君、今から何が起こるの？　あたしも見たいよ、見せてよ……！」

　この先、茉まつ莉りに見られる訳にはいかない事が起こるのは確実だった。

「ねぇ……ねぇ、櫻君！　櫻君は、もしかして、本当に……！」

　茉莉の声は彦ひこ星ぼしとシチサンの歩みに合わせて遠くなっていく。超能力があったらいいと、透明な表情で微笑ほほえんだ茉莉。彼女は、何に欠けているのだろう。

「明日世界がー終わるとしたらー」

　彼方かなたの歌が再開される。若じやつ干かん緩かん和わしていた症状がまたぶり返す。

　最後は夏か凪なぎとカリアゲである。夏凪は遙はるかに肩を貸し、独りで立ち上がろうとする。

「先せん輩ぱい……もう少しだけ、我慢っすよ……」

　櫻に対するそれとは天と地程ほどにも差のある優やさしい声音で囁ささやきかけるが、その足はがくがくと震ふるえて一向に立ち上がれそうにない。

「恋のーよおなー予感を胸にー」

「なんじゃい……達者なのは口だけじゃのぉ……よっ！」

　反対側から肩を差し込み、カリアゲは一気に二人を立ち上がらせた。

「……おいテメェ、先輩の変なとこ触んじゃねぇぞ」

「失敬な、わしゃアザミちゃん一筋じゃい」

「……夏凪君……ケンカしちゃ、ダメ……」

「へいへい」

　苦笑しながら、夏凪はもう一度櫻に目をやり、そして一人歌い続ける彼方の方に目を向けた。

「明日世界がー終わるとしたらー」

「……あっちは、どうすんだ？」

　そこで櫻は、はっきりと自分の意思を示す。

「あいつは、俺おれが助ける」

　強い意志の込められたその言葉に、夏凪は意味ありげに笑う。遙と櫻の仲を邪じや魔ましたい夏凪にとって、彼方と櫻が特別な関係になるのであれば、それはそれで悪い事ではなかった。

「だってよ！」

「……朝日ーのよおーな夕日を背にー」

　一いつ瞬しゆん歌声を途切れさせる彼方。しかし再度、か細く声を伸ばす。

　苦しそうに、悲しそうに、寂しそうに、歌い続けている。

　その歌声を背に、遙を抱だいた夏凪が歩み去っていく。

　そして、櫻と彼方、二人だけが残った。




　　　　　六




　彼方かなたの歌は、ひとまず止まっている。

「琴こと宮みや……お前、何やってるんだ……？」

　彼方は全く答えようとしない。櫻さくらの声など耳に届いていないかのようだ。

（悠ゆう長ちような事を言ってる場合じゃないか……）

　もはや多少のリスクなど気にしていられない。症状は悪化しつつある。

　幸いなのは、来週から中間考査が始まるため部活動は禁止になっており、グラウンドには櫻達以外に人影がないという事だ。最悪、彼方に反動を見られる事になるが、この状況で考える事など「この現象は一体何なのか」それに尽きる。そんな心の声を聞かれたとしても、全くおかしな事ではない。櫻はそれを決意した。

　今何が起きているのか。せめてその手がかりだけでもと、彼方を見つめて心の中で呟つぶやく。




（ミニッツ）




　瞬しゆん間かん──

『お母さん』

　櫻の目め尻じりに、涙が滲にじんだ。

『お母さん、お母さんお母さんお母さん』

　彼方の心は、迷まい子ごになった子供のように、母親を求めて泣いていた。その強きよう烈れつな想おもいに、共感した櫻の涙るい腺せんが激しく圧迫される。

『誰だれも私の事を見てくれないんだよ。お母さんしか私を見てくれないんだよ』

　胸が張り裂さけそうなその叫びに、櫻は耳を塞ふさいでしまいたくなる。

『いやだよ。もっとずっと話してたいよ。ずっと一緒に歌おうよ』

　しかし、次の瞬間、櫻の思考は急速に鮮明さを取り戻した。




『どうして、一分間だけなの？』




　パズルの欠片かけらが、かちり、とはまった感覚。

　櫻の脳内で、複数の情報が目まぐるしく交こう錯さくする。

　母親を求める彼方の心。

　自分や遙はるかの声を、まるで聞こえていないかのように無視した態度。

　郷土史にあった、鬼おに火び憑つき達の特性。

　自分とひどく似ているその境遇。

　そして数日前の夜、琴こと宮みや家の裏庭で交わした、彼方かなたとの会話。

『ごめんね相あい上がみ君、少しだけ待って。ちょっとだけ、心の準備をさせて』

　櫻さくらが映画に誘った時、最初彼方は全く反応しなかった。

　そして唐とう突とつに、映画のチケットの話を、不登校の話だとして返事をした。

（彼方はあの時、俺おれの声が全く聞こえていなかった？）

（もしかしてそれは、ちょうど一分間だった？）

（一分経たったから、一緒に行かないか、という俺の言葉だけが唐突に聞こえた？）

（だから不登校の話だと勘かん違ちがいした？）

（それまで話が聞こえていなかった事を隠そうとして、嚙かみ合わない返事になった？）

（だとしたら、それはつまり──）




『早く、一分過ぎて……そうすればまた、お母さんと話せる』




　櫻はやっと、その事に気付いた。

（俺の他ほかにもいたのか……能力者！）

　琴宮彼方は、櫻と同じミニッツ能力者、絶対時間の支配者である。

　全すべての条件が、その事実を指し示していた。

（その絶対時間は、おそらく一分間だけ死んだ母親と会話が出来るというもの。反動は、次の一分間は生きている人間と会話が出来なくなる、とかか？　しかし──）

　しかし、そこまでだった。

　一分間だけ、死んだ母親と会話が出来る。その能力と、この怪奇現象がどう繫つながるのか？　そこが全く分からない。

（……死んでしまった相手と会話するなんてのは、確実に物理法則を捻ねじ曲げてる。あの世とのチャンネルを開く事で、この世に起きる影えい響きようの結果、とか……いや、あまりにも飛躍しすぎだ。いくらなんでもあり得ない。そんな事を考えるよりは──）

　そこまで考えて、櫻は自分の思考の辿たどり着く先に気付き、愕がく然ぜんとした。

（そんな事を考えるよりは──この現象はただの偶然で、彼方はただ、幻げん聴ちようを聞いているだけだと考える方が……よほど現実的、だ……）

　それはすなわち──

　ミニッツ能力は、鬼おに火び憑つきという精神疾しつ患かん、ただの妄もう想そうであるという事で──

「大きーなうちゅーうの樹きの下でー」

　そして再開される彼方の歌。ぶり返す頭痛。倦けん怠たい感かん。吐き気。

　それに加え、忘れていた恐怖が、再び櫻を吞のみ込んでゆく。肉体と精神の動揺で、一分間の絶対時間が終わる事に櫻さくらは気付けない。

「あなたと私ー仲良く遊ぼー」

「俺おれは……俺は、鬼おに火び憑つきなのか？　全部幻げん聴ちようなのか？　妄もう想そうなのか？　俺の頭は、どこかおかしくなっちまってるのか……？」

　心の内で膨ふくれ上がった不安が、全すべて口から溢あふれ出てくる。口にしてしまうと、その恐怖は一層リアルさを増して櫻を蝕むしばんだ。

「大きーなうちゅーうの樹きの下でーーーーー」

「これは、彼方かなたのミニッツ能力がもたらす結果なのか？　それとも、そんなのは単なる偶然で、原因不明の自然災害か何かに過ぎないのか？　ミニッツ能力なんてありはしないのか？　俺も彼方も、同じように壊れちまってるだけなのか──？」

　思った事の全てを口から垂れ流しながら、櫻は呆ぼう然ぜんとした表情で大地に視線を落としている。

　彼方は、抜け殻がらのようにただ座り込み、歌い続けている。

　崩れてゆく。

　櫻の信じていた、絶対的な、とても小さな世界が、終わってゆく。

「なーかーよーくーーー滅びましょーーーーーおーーーーー……」




『しっかりしなさいっ！』




　しかしその時、脳裏に蘇よみがえった遙はるかの力強い声が、櫻を絶望の淵ふちから引き上げた。

「……この期ごに及んで、情けない事ぬかすなよ、俺！」

　二酸化炭素濃度の上昇は当然彼方も苦しめている。虚うつろな目をして浅い呼吸を繰り返しながらの歌声は遅く、途切れ途切れになっている。地鳴りや風がその勢いを弱め、少し体が楽になった櫻は、心を蝕む闇やみを払ふつ拭しよくしようと、一つの確信を求める。

「冷静に考えろ……ミニッツ能力が妄想？　あり得ない。この異常現象と彼方の歌声が、ただの偶然でここまで連動するなんて、何千億分の一の確率だよ。運命の相手に出会うよりよっぽどあり得ない」

　現に櫻は、遙の考えている事も、彼方の考えている事も、絶対時間の中でなければさっぱり分からなかったのだから。

　そして、櫻が初めてミニッツで聞いた父親の心の声は、自分にとって都合のいい妄想などでは決してなかったのだから。

　心の奥底に沈めて蓋ふたをしたはずのその記憶は、本当は今でも鮮明に思い出せる。あの空虚を。あの怒りを。あの恐怖を。あの寂しさを。

「あれが、あの痛みが、哀かなしみが、後こう悔かいが、あの時俺に流れ込んできた父さんの想おもいの全てが……幻聴？　妄想？　ふざけるなよ、そんな訳ないだろっ！」

　怒りによく似た、しかしどこか方向性の違う、熱くて強い感情が櫻さくらの胸に宿った。

　立ち上がって戦うのに最適なエネルギーのその正体を、櫻はまだ知らない。

　溢あふれてきた涙を拭ぬぐい、櫻は、彼方かなたの目の前に膝ひざをついた。

「琴こと宮みや」

「明日世界がー……終わると、したらー……」

　彼方の歌声は、もうかなり弱々しくなっている。

「もうやめろ、琴宮……俺おれ達は、こんな事しちゃ、いけないんだよ」

「……絶望の、よおーな……希望を手にー……」

　それでも彼方は、歌う事をやめようとはしない。

「お前の話、聞いたよ……俺も、生まれる時に、母さんを、殺した」

　彼方の歌声が、息を吞のんだように止まる。

「父さんは、ずっと言ってるよ……俺とお前で、母さんを殺したって……俺達は、誰だれも幸せに出来ないんだって……」

「……明日、世界がー……」

「でも、そんなはずないんだ。母さんは俺に言ったんだ。自分は幸せだって。絶対に噓うそじゃないんだ。確かに言ったんだ」

　彼方は返事をしない。聞いているのか、反動で聞こえていないのか、それも分からない。それでも櫻は続ける。

「だから……お前の母さんだって、幸せだったはずだ。俺が、断言してやる。お前の母さんは、幸せだった。俺達は、その事を、父さんに思い知らせてやらなきゃいけないんだよ」

「……終わると……しても……」

　震ふるえる声で、続きを歌う彼方。櫻は、一いつ瞬しゆん目の前が暗くなるのを感じる。体から力が抜け、倒れてしまいそうになる。

　しかし、踏ん張った。歯を喰くいしばり、自分に活を入れてくれた遙はるかの事を思い出す。

「なぁ、琴宮……知ってるかな。俺、クラスで『お母さん』なんて、呼ばれてんだぜ」

「…………」

「先せん輩ぱいも、そうらしいな。知った時は驚おどろいたよ」

「…………」

「なぁ、琴宮……俺達、お母さんになれるんだ。お前だって、絶対になれる」

「……コスモスの……種を……」

　彼方は、今にも消えてしまいそうな声で、続きを歌う。

　櫻は彼方の両りよう頰ほほに手を当てて強引に顔を上げさせた。その拍子に、ノンフレームの眼鏡めがねが外れて地面に落ちる。

　間近でぶつかり合う二人の視線を、遮さえぎるものは何もない。

「彼方かなた！」

　吐き気も、目め眩まいも、頭痛も。全すべて吹き飛ばすような大声で、櫻さくらは叫んだ。

「幸せになろう！」

　不安も、呪のろいも、絶望も。全てを吹き飛ばしてやるつもりで、櫻は叫んだ。

「俺おれ達、幸せにならなきゃいけねえんだよ！　二人で幸せになって、母さんが幸せだったって証明してやんなきゃいけねえんだ！　そんでクソ親父に思い知らせてやろうぜ、お前の呪のろいなんて効かねーってよ！」

「…………………………………………」

「彼方！　俺達、幸せになってやろうぜ！　だから、こんな事するな！　誰だれも不幸にせずに幸せになる事が、俺達の復ふく讐しゆうなんだよ！」

　血を吐くような、櫻の叫び声。

「…………ここに…………まこう…………」

　もはやリズムもメロディも存在しない、ただの呟つぶやきが彼方の口から漏もれた。

　そのまま、一分間が過ぎる。

　静かな、長い一分間が。

「……………………………………………………………………………………ごめん、なさい」

　それは、歌の歌詞ではなかった。

　彼方は、その細い瞳ひとみから、ぼろぼろと透明な涙を流していた。

「誰も……誰も、信じて……くれなかった……私、お母さんと話した事、あるのに……私が生まれるのと、同時に死んじゃったから、そんなはずないって……お父さんも、お姉ちゃんも、信じてくれなかった……お母さん、言ってたのに……幸せだって、言ってたのに……信じて、くれなかった……」

　彼方は両手で自分の目を覆おおう。その下から、涙が後から後から溢あふれてきた。

「……信じて、くれる？　櫻君は、信じて、くれるの？」

「当たり前だ！　お前の母さんは幸せだった！　俺の母さんも幸せだった！　俺達は、絶対にそれを母さんから聞いたんだよ！」

　櫻もまた、泣いていた。もらい泣きなのかそうでないのか、自分でも分からなかった。これで自分が泣き虫だという事が、彼方にも知られてしまった。ああ、この姉妹はもしかしたら、俺の学校生活における最大の障害なのかもしれない。そんな考えがちらりと頭をよぎる。

「幸せ、だった……？　お母さん、幸せだったかなぁ……？　私を産んだ事、後こう悔かい、しなかったかなぁ……？」

「そんな訳ないだろっ！」

　泣きながら、櫻は両腕で力強く彼方を抱だき締める。彼方は弱々しくその背に手を回し、子供のような泣き声をあげた。

「お母さん……お母さぁん……」

「大丈夫だ……ここにいる。ここにいるからな……」

[image: ]

　櫻さくらは、自分が遙はるかに抱だき締められて泣いた事を思い出していた。同じ事を彼方かなたにしてやれば、きっと泣きやむと思った。『お母さん』なら、それが出来るはずだと思った。

　しかしすぐに、激しい脱力感が櫻を襲おそった。

「うっ……ぐっ！」

　同時に、込み上げる強きよう烈れつな吐き気。それを何とか吞のみ込み、体を引いて彼方に目をやると、その顔は蒼そう白はくになり、唇くちびるの色まで変わっていた。

（チアノーゼ？　やばい、まだ二酸化炭素濃度が上がってる……）

「彼方……お前の母さんに、歌を、やめさせろ……」

「え……!?」

　驚おどろきに目を丸くする彼方。それはそうだろう、櫻が自分の能力を把は握あくしているなど、彼方は夢にも思っていないのだから。

「分かってる、だろ……このままじゃ、俺おれ達ほんとにヤバイぞ……」

「あ……う、うん……」

　不思議に思いながらも、それどころではないと悟り、彼方は自分の絶対時間を発動させる。

「……ごめんね、お母さん……もう、たくさん歌ったでしょ……ここまでにしよう……これ以上は、歌わないで……」

　彼方かなたが目に見えない母親に話しかけているのを、薄れつつある意識の中で櫻さくらは聞く。

（これで……終わるはずだ……）

　そう安心して、彼方の隣に倒れ込み、目を閉じてしまおうとした。

　しかし。

「うえぇっ」

　彼方の苦しそうな声が聞こえ、櫻は気合で目をこじ開けた。

　地面にうずくまり、彼方が胃の中のものを吐き出していた。

（なんでだ!?　終わるんじゃないのかよ！）

「……さ……櫻、君……」

　吐と瀉しや物ぶつで汚れた彼方の顔を、櫻は自分の制服の袖そでで乱暴に拭ぬぐう。

「なんでだろう……歌、やめてくれない……」

「……………………え？」

「どうして……お母さん……お母さんは、やっぱり後こう悔かいしてるの……？　どうしたいの？　どうすればいいの……？」

　それだけを言って、彼方は一いつ瞬しゆん無表情になった。しかしすぐに苦しそうに顔を歪ゆがめる。

「……どういう事だ、彼方……おい？」

　櫻の問いかけに、彼方は何も答えない。苦しくて答えられないというのもあるだろうが、それ以前に、今の彼方に櫻の声は届いていなかった。

「……このタイミングで……反動かよ……！」

　あまりのタイミングの悪さだった。これであと一分、彼方は櫻とも母親とも会話出来ない。

　一分というのは、意外と長い。このまま一分間二酸化炭素濃度が上昇を続ければ、最悪の事態もあり得る。よしんば回復したとしても、後遺症が残る可能性が高くなる。

　彼方の母親が、何な故ぜ歌をやめないのか。櫻にはさっぱり分からない。

　というよりも、そもそも何故、死んだ母親と会話する能力で、母親が歌う事でこのような異常現象が起こるのか。そこがまず分からない。

　これ以上どうすればいいだろう。あとは、彼方と共に校舎まで避難するか。しかしそれももう無理だった。すでに手足が自由に動かない。彼方を引きずっていく事はもちろん、自分一人が這はって行く事すら困難になっている。

（どうする？　どうしようもないのか？）

　彼方の虚うつろな目を見つめる。その目には、今一体何が映っているのだろう──

　そう考えた時、櫻の頭に閃ひらめきが走った。

（いや）

（あと一つだけ、試してない事がある）

（彼方かなたが、本当に母親と会話しているのなら）

（彼方の母親がどこかにいて、何かを考えているのだとしたら）

（あと一つだけ、やれるかもしれない事がある）

　ばらばらに散らばりそうになる意識を必死でかき集め、ただそれだけに集中する。

　櫻さくらは、彼方の隣に移動してその肩を抱だき、彼方の目線を追った。

　反動の前。彼方の絶対時間が発動していた時、すなわち、彼方が母親と会話していた時に見ていた方向へ、ぼんやり視線を向ける。

　櫻の視界には、学校のグラウンドしか映らない。しかし。

（そこにいるんなら、教えて下さい。あなたは今、何を考えてるんですか──？）

　そして、心の中で呟つぶやいた。




（ミニッツ）




　次の瞬しゆん間かん──

　櫻は、笑い出しそうになってしまった。

（……それが、彼方の母さんの、望み……？）

　全身から、緊張感が抜けていく。

　彼方の母親の心の声は、一応、聞こえるには聞こえた。

　曰いわく、




『あとワンフレーズで終わるから、最後まで歌わせて下さい』




（なんだそりゃ……）

　櫻は急に、何もかもが馬ば鹿か馬鹿しくなった。

（彼方……お前の母さん、変なヤツかもしんないぞ……）

　彼方の肩を抱いたまま、地面に倒れ込む。

　思考能力が低下し、何を考えてもあやふやにしか発展しない。このまま眠れそうだった。

　しかし、随ずい分ぶん遠くから、誰だれかの声が聞こえるような気がして、櫻は目を開けた。

（あ……先せん輩ぱいだ）

　遙はるかが、並んで倒れている櫻と彼方の顔を覗のぞき込み、何かを言いながら泣いていた。少し容態が回復し、心配になって出てきたのだ。

　頰ほおに落ちてくる涙の粒と、くしゃくしゃに滲にじんだ遙の顔を眺ながめながら、櫻はある事を望む。

　と、同時に、一分間の絶対時間は終わりを告げ、反動が櫻の口を開かせた。

「ああ……こんな綺き麗れいな人が、俺おれの母さんだったらいいのに……」

　そこで、櫻さくらの意識は途切れた。













　　　エピローグ




　　　　　一




「おはよう！　アザミ様とその従者達！」

『おはようございます！』

　学生坂に、ヒコ先せん輩ぱいと愉快な仲間達の元気な挨あい拶さつがこだまする。

「おはようございます、ヒコ先輩」

「よぅ」

「おはようヒコ君」

「おはようございます……」

　櫻さくら、アザミ、遙はるか、彼方かなたの順に律りち儀ぎに返礼する。「その従者」が「従者達」になったのはいつの頃ころからか、今日も仲良く四人一緒に登校している。

「アザミ様、本日のお飲み物は冷たいバナナミルクにございます」

「あ、いいなそれ。ヒコ先輩、俺おれにも下さいよ」

「アホかね相あい上がみ君、駄だ目めに決まっておろう！　アザミ様のためにご用意したお飲み物、一滴たりとも無む駄だにする訳には、まいりまー!?」

『せぬゆえー！』

「ゆえー」




　七月六日。いよいよ夏本番という、晴れた日の朝である。




「騎き馬ば、組め！」

『アイ・サー！』

　今日のアザミ専用人間乗り物は、体育祭の騎馬戦でおなじみのアレだ。安定感は抜群という事で、この乗り物が最近のアザミのお気に入りらしい。

「アザミちゃん、くっくをこれに」

「れに」

「しかとお預かり奉たてまつり候そうろう！」

　親衛隊四人組に対し、騎馬は三人で組むものなので、残った一人であるシチサンはアザミの靴くつ持ち係だ。最初親衛隊は気にせず靴のままで構わないと言ったのだが、アザミは無言で靴を脱ぎ、その優やさしさに親衛隊一同が感涙したというエピソードもある。

「アザミちゃんのおみ足ごらっしゃあ！」

「アザミちゃんのおててがおてての中のおてて！」

「アザミちゃんの臀でん部ぶが天パシーロール！」

　騎き馬ばとなりアザミを乗せたカリアゲ、イガグリ、テンパーが次々に歓喜の雄お叫たけびを上げる。何な故ぜアザミがこんな変態共を気に入っているのか、穂ほ尾お付づき学園最大の謎なぞである。

　もはや気にかける事もなくその隣を談笑しながら歩く櫻さくらに、背後から忍び寄る人影一つ。

「さーくーら君っ！」

「おぅっ！　茉まつ莉り先せん輩ぱい……出会い頭がしらに飛び掛かってくるのはやめて下さい」

「嬉うれしいくせにぃ」

「否定はしませんが、周囲の目というものがあります」

　いつもいつも馴なれ馴れしい茉莉を、特に彼方かなたは敵視しているようだ。実を言うと、最近櫻には女ったらしの噂うわさが立ちつつある。大変不本意な事なので、櫻本人は毅き然ぜんとした態度で断固その噂を否定していく所存。

「ねぇねぇ、今日の逢あい引びきは？」

「今日はそんなヒマある訳ないでしょ」

　ちなみに茉莉には、今でもたまに女子トイレの個室に拉ら致ちされてミニッツに関する話をねちねちと追及されている。今のところ誰だれにも目撃されてはいないが、いい加減にせめて場所だけでもどうにかしてもらいたいと櫻は本気で悩んでいる。

「相あいヶが瀬せ茉莉、公衆の面前で相も変わらず破は廉れん恥ちな事だな」

　オンブバッタのように櫻にくっついている茉莉に、彦ひこ星ぼしが苦言を呈ていする。

「こっち来ないでくれる？　朝から眩まぶしいのよこのハゲ」

「これはハゲではなぁぁぁぁぁい！」

　周りから見れば意外と仲良く見えるというのも、ご愛あい嬌きようである。

　茉莉が明るい笑顔を振りまいて学生坂を駆け上がってゆく。その後を追う形になる親衛隊とアザミの騎馬。彦星も親衛隊リーダーとしてそれに続き、櫻、遙はるか、彼方の三人が残った。

「櫻君、あのね……手を、繫つないでもいいかな？」

「ん、ああ……いいけど」

　嬉うれしそうに、彼方が櫻の左手を握る。

　いつからか、アザミが親衛隊と先に行ってしまうと、彼方は必ずこうして櫻と手を繫ぐようになった。アザミとは反対の手を繫ぐあたり、何か対抗心でもあるのだろうか。

　相変わらず櫻と遙にべったりな彼方ではあったが、しかし前に比べれば、随ずい分ぶんと控えめになってきた。授業が一つ終わる度たびに櫻に会いに行くような事も、もうない。昼休みには必ず櫻か遙のどちらかに会いに行くが、そのくらいは許容範囲だろう。

「あいたっ」

　そんな彼方かなたの後頭部を、後ろから気配もさせずに近付いてきた人物が軽くはたいた。

「……なんでいっつも叩たたくの、岸きし良ら君……」

「なーんか叩きやすいんだよな」

「……私より、背、低いくせに」

「……お前が高すぎるんだろ」

　一五八センチと一六八センチ。男子高校生にしては低い夏か凪なぎと、女子高校生にしては高い彼方だった。

「おはようございます、琴こと宮みや先せん輩ぱい」

「おはよう夏凪君。毎度毎度、人の妹に何してくれてんの」

　遙はるかにだけ殊こと更さらにこやかに挨あい拶さつする夏凪を、遙は睨にらみつける。しかし夏凪はその反応を期待してやっているところもあり、全く反省した様子はない。

「っつか琴宮、今日日直だぞ。なんでこんなゆっくり来てんだよ」

「えっ……あっ？　そ、そうだった……あれ、でも、私が日直って事は、岸良君もだよね……でも、私より遅く来たよ……？」

「だから俺おれは、お前より速く走る。さっさと来ねーとまた日誌やらせるぞ」

「えっ、あっ、日誌はやだ……お姉ちゃん、櫻さくら君、先に行くね！」

　櫻の事は完全に無視して駆けてゆく夏凪に、彼方が慌あわててついていく。理由はよく分からないが、夏凪と彼方はあれで仲良くやっているようで、櫻も遙も何やら少し面白くない。

　結局、最後には櫻と遙の二人が残ってしまった。

　わざわざばらばらに行くのも妙な気がして、なんとなく二人は並んで学生坂を上る。

「いよいよね」

「ええ、いよいよですね」

　遙の言葉に、櫻は頷うなずき返す。

　今日は、第三期生徒会後期役員選挙の日である。櫻はこれに、一年生の身でありながら生徒会長候補への『推すい薦せん』を受けている。

「立候補じゃないとこが、相あい上がみ君らしいわよね……」

「何を言ってるんですか、それだけ俺が期待されているという事ですよ」

「私が立候補してる事、忘れてないわよね？」

「そっちこそ、俺との賭かけ、忘れてないでしょうね？」

「覚えてるわよ、もう……」

　念を押す櫻に、遙は口を尖とがらせた。




　あの事件から二ヶ月が過ぎた。

　またもや起きた怪奇現象。被害は学校に留とどまらず広範囲に亘わたっており、原因究明のために様々な手段が取られた。しかしやはりはっきりとした原因は分からず、一番信しん憑ぴよう性せいの高いものとして、山のどこかに洞どう窟くつか何かと繫つながっている風の通り道があり、そこから二酸化炭素濃度の高い空気が何かの拍子に吹き降りてきて、窪くぼ地ちに溜たまったのではないか、という説が挙げられたが、その風の通り道や洞窟は未いまだに見つかっていない。なお幸いな事に、二度目の被害者も全員が問題なく回復し、後遺症の残った者は一人もいなかった。

　事件はあの後、何事もなく収束を迎えた。

　巻き込まれたメンバーも、それを言いふらすような事はしなかった。

　結局、あの現象と彼方かなたの能力の関係は、よく分からないままだ。しかし、ミニッツという能力の正体がより分からなくなった今でも、櫻さくらは昼休みのポーカーに能力を使っているし、彼方も家の裏庭でこっそりと母親と会話している。

　とにかく。

　櫻はあの時の賭かけに勝った。

　この場でより正しく動けた方が、生徒会長に相応ふさわしい。お互いにそれを認めて、次の生徒会選挙の時、自分の持っている生徒ポイントを全部相手に投票する。

　経緯はどうあれ、櫻はあの場にいる全員を救ったのだ。色々な意味で。

　これで、今回の生徒会選挙における櫻の勝利は、ほぼ確実なものとなった。




　ところで、あの時櫻が気を失う寸前に絶対時間の反動によって口にした言葉を、本人は覚えていない。

　それは今のところ、遙はるかの胸の中にだけ、大事にしまわれている。




「約束は守るわよ。私のポイントは、全部相あい上がみ君に投票する。でも、だからって相上君の勝ちが決まった訳じゃないわよ？　他ほかの生徒がみんな私に投票すれば、私が当選する可能性だってあるんだから」

「うんうん、そうですね。先せん輩ぱい程ほど才色兼備で人望もある方なら、その可能性だって十分にあると思いますよ」

「あらあら、いやだわ。相上君こそ容姿端たん麗れいにして頭脳明めい晰せき、人心掌しよう握あくの術に長たけた人なんだから、私のポイントなんてなくても勝てたかもよ？」

「いやいやそんな」

「いえいえそんな」

「はは、うはは、うはははははははははは」

「ふふ、うふふ、うふふふふふふふふふふ」




　櫻と彼方、そして遙の奇妙な三角関係は、結局のところ、あまり変化を見せていない。

　櫻さくらと遙はるか、両方に大事にされたい彼方かなた。櫻に多少気を許しつつも、彼方を渡したくない遙。二人に半分偽いつわりの好意を示し続ける櫻。もう半分がなんなのか──櫻はまだ、積極的には考えないようにしている。

　アンバランスな三角形。しかしそれでも、三人はそれぞれの心の内に一つずつある確かなもので、なんとなく結ばれている。

（幸せになりたい）

　彼方は、心の底からそう思う。

（幸せになってほしい）

　遙は、心の底からそう思う。

（まぁ……ぼちぼち、幸せになるよ）

　櫻は、心の中で母へそう呟つぶやき、のんびりと、未来へ向かって歩き出す。

　ちなみに──櫻の母の名は、桜さくらといった。




　　　　　二




　──そして。

　喧けん騒そうがおさまった体育館に、マイクを通した選挙管理委員の声が響ひびく。

『では、開票結果を発表します。第三期生徒会、後期生徒会長に選ばれたのは──』





終わり












　　　　　後書き




　聞きかじりの知識ですので、色々と間違っているかもしれないのですが……

　エーテル、という言葉があります。

　皆様は『エーテル』と聞いて何を思い浮かべるでしょうか。ＭＰを回復させるアイテムでしょうか。自分にとっても随ずい分ぶん長い事そうでした。

　最近知ったのですが、エーテルの語源は、神学においてこの世界を構成するとされている、空気・水・大地・火の四大元素に加え、天を構成する第五元素としてアリストテレスによって提唱された『アイテール（常に輝くもの）』なのだそうです。

　この『エーテル』という言葉が物理学の世界に現れたのは、一七世紀頃。

　その頃ころはまだ『光』というものの性質がよく分かっておらず、『なんとなく波っぽい特徴があるから波なのではないか』というのが考えの一つでした。

　さて、波が伝わるには、そこに必ず媒ばい質しつが必要となります。例えば音波は空気がなければ伝わりません。海がなければ波は立たないのです。

　光が波として宇宙空間を進んでいるのだとすれば、宇宙空間は光にとっての『海』にあたる訳で、何もない真空とされている宇宙空間は、実は光の媒質、すなわち『宇宙の海の水』で満たされているのではないか──当時の学者は、そう考えました。

　そして学者達は、未いまだ見ぬ、けれどそこに在ある筈はずの『宇宙の海の水』を、神学における天界の第五元素、『エーテル』の名で呼んだのだそうです。

　この話を知った時、私は思いました。物理とは、科学とは、なんとロマンに溢あふれているのだろう、と。

　現代物理学においては、光の性質は『波であり粒子である』というおよそ凡人には理解の及ばぬ説が主流となっており、『エーテル』は存在しないものとされています。

　しかし私は、自分を取り巻く大気の中に、ぼんやり見上げる夜空に、その向こうの宇宙空間に、『エーテル』と呼ばれる何かが遍へん在ざいしている事を、ついつい夢想してしまいます。

　それが在るとしたら、それは一体何なのか？

　その自分なりの答えのほんの一部分が、この『ミニッツ』という作品になります。




　皆様初めまして。第十八回電でん撃げき小説大賞で光栄にも選考委員奨しよう励れい賞を頂き、この度たびこうしてデビューする事になりました、乙おと野の四よ方も字じと申します。

　この作品をお手に取って頂いて、本当にありがとうございます！

　こうして皆様に自分の作品を読んで頂けている事、我が人生最大の喜びです。

　ゲーム、日常会話、学園生活、恋愛……それら全すべての要素において論理と心理の罠わなが入り乱れる本作品。気に入って頂けましたなら、今後とも応援よろしくお願いします！

　ここで宣伝です。第五章のラストで琴こと宮みや彼方かなたの歌っている歌ですが、僭せん越えつながら私の作詞・作曲によるものです。タイトルは『大きな宇宙の樹きの下で』。ニコニコ動画にてうちのミクさん（一番可愛かわいい）が歌ってくれておりますので、よろしければ聞いてやって下さい（音楽知識皆かい無むのド素人しろうとが、ネットの情報を頼りに独学で作った低クオリティなものですが……）。

　ちなみに、この作品の勝手なイメージソングは『BUCK-TICK』というバンドの『鼓こ動どう』という曲です。よろしければこちらも聞いてみて下さいね。名曲ですよ！




　では、初の後書きですので、たくさんの方に謝辞を。

　まずは二〇代の執筆生活を支えてくれた、セブ○イレブンＴＫＨＭ店の皆様。いつもご飯をおごってくれたＭさん、いつも狂気的な笑顔で楽しませてくれたＳさん、いきなりエロゲからの卒業を宣言し、全すべてのＲＯＭを譲ゆずってくれたＯ君……心の底からありがとう！

　次に、ネット上でお世話になった方々。Ｕ様、Ｍ様、Ａ様、Ｍ様（その二）。皆様の作品からは深い影えい響きようを受けています。Ｈ様、応募前に相談に乗って下さってありがとうございます。そして創作欲の発散場だった故こ書しよ『永えい眠みん堂どう』及び妄もう想そう地じ獄ごく極ごく楽らく落おとしのお客様方……お久しぶりです、あなたの恋こい奴ど隷れいでございます！　よろしければまた遊んでやって下さい！

　ウミガメ関連の皆様。あの場で皆様と遊ぶ事は大変な刺激に満ちていました。今後の作品に存分に生かさせて頂きます！　また遊びに行きますね！

　昔からの友人達へ。小学生の時『BUCK-TICK』を聞かせてくれたＴ君。一〇年を越す勢いで自分と色々馬ば鹿かな事をやり続けてくれていたＴ君（その二）。「お前は何かやらないの？」と言ってくれたＹ君。お前達なくして今の俺おれは存在しない！

　少し疎そ遠えんになってしまったＩさん。また一緒に何か作ってくれますか？

　そして、直接この作品に関かかわって下さった方々へ。下読みの方、編集部の方々、選考委員の皆様。自分の作品を選んで下さって、本当に、本当にありがとうございます！

　推すい薦せん文ぶんを書いて下さった大おお河内こうち一いち楼ろうさん。大変な驚おどろきと喜びでした。打ち合わせ中に『ルルーシュ』という言葉を何度使った事か……少しでも追いつけるように頑張ります！

　担当の三み木きさん。霊れい感かんを刺激するアドバイスの数々と、高すぎるハードルを感謝します！

　イラスト担当のゆーげんさん。ラフを見た瞬しゆん間かん、自分のキャラ達がより一層動き出すのを感じました。内面にまで深く踏み込んでキャラを形作ってくれた事が分かります。うちの子達は幸せです。これからよろしくお願いします！




　最後に、この本を手に取って下さっているあなたへ、最大限の感謝を。

　願わくば、またこうしてお会い出来ますように！


乙おと野の四よ方も字じ　拝
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乙おと野の四よ方も字じ

大分県の山奥に生まれ、田園風景の中に脈絡もなく幅１２０ｍ高さ20ｍの巨大な滝が存在するという奇観を日常の背景として育つ。コンビニまで徒歩一時間という山奥から、文明の利器を駆使してなんとかこの度作家デビュー。これからよろしくお願いします！

[image: ]




イラスト／ゆーげん

東京都在住、イラストレーター。

運動不足という職業病にかかりました！
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ミニッツ




～一いっ分ぷん間かんの絶ぜっ対たい時じ間かん～








乙おと野の四よ方も字じ
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